
小
作
農
家
の
経
営
史
的
分
析

　
－
一
九
三
一
・
三
～
一
九
三
六
・
二
1

田
　
崎

宣
　
義

は
じ
め
に

小作農家の経営史的分析

　
本
稿
は
、
山
形
県
庄
内
地
方
の
一
小
作
農
家
（
阿
部
太
一
家
）
の
『
日
記
』
を
手
掛
り
に
、
三
一
年
（
一
九
三
一
年
の
意
。
以
下
同
様
の
表

記
法
を
と
る
）
三
月
か
ら
三
六
年
二
月
ま
で
の
同
家
の
経
営
的
な
変
遷
の
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
九
年
七
月
ま
で
、
太
一
家
は
阿
部
太
治
兵
衛
家
の
大
家
族
制
の
な
か
に
含
み
こ
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
太
治
兵
衛
家
の
隣
り
に
は
、
庄

内
政
界
の
政
友
会
系
の
実
力
者
鶴
見
孝
太
郎
が
居
を
構
え
て
い
た
が
、
鶴
見
は
二
四
年
の
衆
院
選
で
代
議
士
の
座
を
失
い
、
さ
ら
に
二
七

年
の
県
議
選
で
も
苦
杯
を
な
め
て
、
二
八
年
累
積
し
た
負
債
を
か
か
え
て
破
産
を
む
か
え
た
。
太
治
兵
衛
家
が
保
証
人
と
な
っ
て
い
た
銀

行
か
ら
の
借
入
金
三
万
円
に
対
し
て
も
二
八
年
九
月
に
立
毛
差
押
処
分
が
執
行
さ
れ
、
こ
こ
に
太
治
兵
衛
家
は
田
畑
七
町
歩
、
山
林
二
二

町
歩
を
失
っ
て
小
作
農
に
転
落
し
、
翌
年
七
月
太
一
家
が
太
治
兵
衛
家
か
ら
分
家
独
立
し
て
、
こ
こ
に
い
ま
ひ
と
つ
の
小
作
農
家
の
歩
み

　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
V

が
は
じ
ま
る
。
祖
父
母
、
父
母
を
ふ
く
む
一
〇
人
の
家
族
に
、
「
水
田
二
町
六
反
、
畑
五
畝
、
牛
一
頭
」
の
小
作
農
家
で
あ
っ
た
。
そ
の

内
訳
を
表
－
に
か
か
げ
た
が
、
総
耕
作
反
別
二
町
六
反
四
畝
が
一
三
年
三
月
の
数
値
で
あ
る
。
そ
の
後
、
小
作
地
の
借
入
に
よ
っ
て
耕
作
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　表1　小作地反別およぴ契約小作料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1931年3月現在

在・不在別1　反別　契約小作料　　備　考

　　　　　　　　　反　　　　　石
　在　村　　　　2・228　　　2、30　　率畑作料を含む

　不在　　4。602　 4、61

　不在　　1．804　 2．02

　不在　　2．110　 2．04

　不在　　　3。317　　3．57零　申他に本家分0・3石

　不在　　2229　 2．60

　不　在　　　　9・106＊　　959　　‡苗代を含む

　在村　　0．208寧　028＊　苗代
　　　　　　　26．814　　　　　　26．98

地主名

K
Y
S
％
Y
E
J

K
M
H
A
O
T
A

Y・S
計

水
　
　
田

＊水田小作料に含む　　ホ

0．10

0．10

0．312

0．216

0．528

在村
在村

　
　K
T

・
・
計

K
A

畑

合計　　　　　　26．412　27．06
（注）1）『日記』，阿部太一家『土地台帳』，およびききとりによる。

　　2）合以下四捨五入。

面
積
は
増
加
す
る
が
、
い
ず
れ
も
畑
お
よ
び
苗
代
で
水
田
で
は

な
い
。
苗
代
は
小
作
料
が
坪
五
合
、
す
な
わ
ち
反
当
一
石
五
斗

と
高
率
な
た
め
、
借
入
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
家
族
数
一
〇
人
と
は
祖
父
母
、
父
母
、
弟
二
人
（
安
吉
、

博
）
、
妹
三
人
（
民
恵
、
弥
生
、
好
）
で
あ
る
。
分
家
の
年
に

は
太
一
（
二
十
二
歳
）
の
ほ
か
父
、
弟
二
人
、
民
恵
が
農
作
業

に
従
事
し
て
い
た
が
、
二
町
六
反
に
基
幹
労
働
力
五
人
、
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

数
一
〇
人
は
ど
ち
ら
も
過
大
で
あ
っ
た
。
「
今
日
O
O
O
か
ら

妹
な
り
弟
な
り
と
若
勢
（
年
雇
の
こ
と
1
田
崎
）
に
貸
し
て
呉

　
　
　
　
（
4
）

れ
、
と
云
は
れ
」
た
の
も
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
「
小
作
田

の
少
な
い
自
家
で
は
、
こ
れ
だ
け
の
人
は
、
た
ビ
遊
ん
で
居
ね

　
　
（
4
）

ば
な
ら
ぬ
」
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
三
一
年
三
月
に
は
、
博
は

す
で
に
北
海
道
の
海
産
物
商
に
奉
公
に
出
て
お
り
、
安
吉
も
ま

た
秋
か
ら
春
に
か
け
て
鶴
岡
市
内
の
商
店
に
季
節
雇
い
に
出
て

お
り
、
祖
父
も
故
人
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
三
月
に
は
妹
の
出

生
と
祖
母
の
不
幸
が
あ
っ
て
、
家
族
九
人
、
基
幹
労
働
力
四
人

に
変
容
し
た
。

　
太
一
家
が
居
を
構
え
て
い
た
旧
西
田
川
郡
大
泉
村
大
字
白
山
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（
5
）

林
（
現
鶴
岡
市
大
字
白
山
）
は
、
庄
内
平
野
の
南
端
近
く
に
位
置
す
る
水
稲
単
作
地
帯
で
あ
る
が
、
自
作
農
家
が
少
な
い
集
落
で
あ
る
。
図

－
は
、
三
四
年
当
時
の
農
家
分
布
を
水
田
に
限
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
太
一
家
は
図
中
の
縦
軸
上
、
二
～
三
町
歩
の
区
間
に
分
布

す
る
最
上
部
の
黒
丸
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
太
一
家
は
大
字
白
山
林
の
農
家
数
四
一
戸
中
三
四
番
目
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

小
作
農
家
一
四
戸
中
八
番
目
に
位
置
し
、
大
字
の
平
均
水
田
耕
作
規
模
三
九
・
三
反
か
ら
み
て
、
零
細
規
模
の
農
家
群
に
属
す
る
。

　
次
に
、
本
稿
が
三
一
年
三
月
か
ら
三
六
年
二
月
ま
で
を
そ
の
対
象
と
す
る
理
由
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
に
次
の
三
点
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

第
一
に
、
分
析
に
あ
た
っ
て
全
面
的
に
依
拠
し
た
太
一
氏
の
『
日
記
』
に
よ
っ
て
経
営
状
態
を
知
り
う
る
の
は
三
一
年
以
後
で
あ
る
た
め

で
あ
る
。
三
一
年
か
ら
経
営
記
録
が
始
ま
る
の
は
、
同
年
か
ら
農
林
省
の
「
米
生
産
費
調
査
」
の
担
当
農
家
に
太
一
家
が
え
ら
ば
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
『
日
記
』
の
記
録
を
集
計
し
て
「
米
生
産
費
調
査
」
の
記
帳
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
三
二
年
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
、
記
録
の
精
度
に
い
さ
さ
か
の
疑
問
な
し
と
は
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

小作農家の経営史的分析

図1　白山林の農家分布　1934年

●

●

●
　
　
●

　
O

●

●

o●

0

■

　　1
　　●　●

　●　0
0

　　●　o●
一太一家

　
●

●
●

水
田
耕
作
6

規
模
（
町
V

5
　
　
　
4
　
　
　
3
　
　
　
2
　
　
　
1

　　100　　　　　　50

　　　　　　　小作田依存率（％）

（凡例）　○　貸付耕地あり

　　　　●　貸付耕地なし

（注）　1）　1日大泉村役場文書より集計。

㌔
　
第
二
に
、
各
年
度
を
暦
年
の
三
月
か
ら
翌
年
二
月
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

し
た
の
は
、
当
時
の
「
農
家
経
済
調
査
」
お
よ
び
「
東
北

振
興
計
画
」
の
一
環
と
し
て
太
一
家
も
担
当
し
五
「
農
業

　
　
　
　
（
9
V

経
営
指
導
農
場
」
の
年
度
と
も
共
通
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
小
作
料
の
支
払
い
、
経
営
的
な
転
換
の
サ
イ
ク
ル
が

ほ
ぽ
お
さ
ま
る
な
ど
太
一
家
の
経
営
の
実
態
に
も
即
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
三
六
年
二
月
ま
で
で
本
稿

の
分
析
を
区
切
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
作
業
仮
説
に
よ

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
一
年
三
月
か
ら
戦
時
統
制
の
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本
絡
化
す
る
四
一
年
二
月
ま
で
の
太
一
家
の
収
入
構
造
を
概
観
す
る
と
（
図
2
）
、
ほ
ぽ
三
五
年
ま
で
と
三
六
年
以
後
と
に
区
分
し
う
る
。

そ
の
揚
合
、
前
半
五
年
間
は
水
稲
収
入
に
対
す
る
経
営
の
依
存
度
が
高
く
、
後
半
五
年
間
と
経
営
組
織
上
で
顕
著
な
違
い
が
あ
る
と
推
定

し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
三
一
年
以
後
四
四
年
に
か
け
て
、
太
一
家
の
経
営
は
長
期
的
傾
向
と
し
て
明
確
な
上
向
過
程
に
あ
る
が
、
本
稿
で
問
題
に
す
る
三
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

二
月
ま
で
は
概
し
て
不
安
定
な
経
営
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
恐
慌
に
よ
る
打
撃
と
「
売
る
も
の
は
安
く
、
買
う
も
の
は
高
い
」
恐
慌
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

復
過
程
の
鍍
行
性
や
一
説
に
「
昭
和
凶
作
群
」
と
命
名
さ
れ
た
不
安
定
な
生
産
力
水
準
と
い
っ
た
外
患
と
、
突
然
純
然
た
る
小
作
農
家
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
V

し
て
分
家
・
独
立
し
、
あ
る
い
は
無
一
文
で
放
り
出
さ
れ
「
休
ん
で
は
を
ら
れ
な
い
境
遇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　図2　米穀販売収入の比重　（1931－40）

米穀販売収入

　総収入

％
　
7
0

60

50

40

30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年次
　　1932　　34　　　36　　　38　　　40

（史料）　阿部家文書。

（注）　1）米穀販売収入には白米販亮額を含む。

㌧
稲
を
作
る
技
能
を
持
っ
て
ゐ
る
多
く
の
人
々
を
羨
し
く
思
」
わ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
耳
）

を
え
な
い
自
ら
の
技
術
水
準
や
生
活
費
に
追
わ
れ
経
営
資
金
ま
で
手
の

ま
わ
ら
ぬ
貧
し
さ
と
い
っ
た
内
憂
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
経
営
的
な
不
安
定
性
の
克
服
に
む
け
て
試
行
錯
誤
が
不
断
に

な
さ
れ
、
そ
れ
が
三
六
年
以
後
の
急
速
な
上
向
の
バ
ネ
と
な
っ
た
こ
と

も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
時
期
は
経
営
発
展
の
「
基
礎
体

力
」
が
形
成
さ
れ
た
時
期
と
し
て
把
握
で
き
る
し
、
ま
た
そ
れ
を
除
外

し
て
三
六
年
以
後
の
経
営
動
向
を
説
明
す
る
こ
と
も
不
可
能
酒
あ
る
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
研
究
史
に
目
を
む
け
る
と
、
本
稿
で
扱
う
時
期
は
恐

慌
か
ら
の
回
復
過
程
と
し
て
大
き
く
括
ら
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
重

要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
に
全
国
的
に
み
ら
れ
た
農
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産
物
構
成
の
多
様
化
、
す
な
わ
ち
疏
菜
、
果
樹
、
畜
産
な
ど
の
商
業
的
農
業
の
進
展
の
評
価
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

大
内
力
は
「
こ
の
時
期
の
商
業
的
農
業
の
展
開
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
多
角
化
の

形
で
の
発
展
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
農
家
の
労
働
の
強
化
の
一
形
態
で
あ
る
と
い
う
面
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
片
々
た

る
商
業
的
作
物
や
畜
産
．
。
・
…
に
す
が
り
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
と
か
し
て
不
況
を
き
り
ぬ
け
よ
う
と
い
う
小
農
の
必
死
の
防
衛
策
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ど

商
業
的
農
業
の
発
展
を
招
い
た
と
い
う
面
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
、
恐
慌
回
復
過
程
の
「
防
衛
策
」
と
し
て
限
定
的
に
評
価
し
、
崎

山
耕
作
は
．
』
れ
に
反
論
し
て
「
一
方
で
は
、
米
麦
”
主
穀
作
と
い
う
主
軸
周
辺
で
の
『
窮
迫
的
商
品
化
』
と
い
う
性
格
を
も
ち
な
が
ら
む
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
か
レ

他
方
日
本
経
済
の
新
し
い
動
向
に
対
応
し
た
商
業
的
農
業
の
発
展
で
も
あ
っ
た
」
と
し
て
、
む
し
ろ
長
期
的
、
不
可
逆
的
な
構
造
変
化
と

し
て
把
握
し
て
い
る
。

　
本
稿
は
右
の
二
見
解
の
う
ち
後
者
の
評
価
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
栗
原
百
寿
の
次
の
規
定
に
着
目
す
る
。
栗
原
は
恐
慌
の
回
復
過
程
か

ら
日
華
事
変
下
に
い
た
る
商
品
生
産
の
進
展
を
、
「
商
品
生
産
の
未
発
展
に
対
応
す
る
遅
れ
た
自
然
経
済
的
構
造
」
を
も
つ
「
大
経
営
な

い
し
中
経
営
に
お
け
る
稲
作
単
営
的
方
式
」
に
お
け
る
「
副
業
の
発
達
に
よ
る
い
わ
ば
側
面
的
な
商
品
生
産
化
」
と
、
「
側
面
的
商
品
生

産
化
の
極
限
的
発
展
段
階
と
し
て
の
小
経
営
に
お
い
て
は
、
そ
の
さ
ら
な
る
商
品
生
産
の
発
展
は
い
ま
や
稲
作
基
幹
化
と
い
う
い
わ
ば
正

　
　
　
　
　
ハ
ザ
レ

面
的
商
品
生
産
化
」
と
の
対
抗
と
し
て
把
握
し
、
さ
ら
に
「
副
業
的
商
品
生
産
の
極
限
的
発
展
か
ら
漸
次
正
面
的
商
品
生
産
化
に
向
ひ
つ

つ
あ
る
と
い
う
高
い
商
品
生
産
性
こ
そ
、
…
…
小
農
層
の
中
大
農
層
に
対
す
る
先
進
的
優
秀
性
を
保
証
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら

パ
お
マ

な
い
」
，
と
す
る
。
筆
者
は
、
恐
慌
回
復
過
程
に
お
け
る
「
正
面
的
商
品
生
産
」
を
こ
こ
ま
で
前
進
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
は
に
わ
か
に
賛

成
は
で
き
な
い
が
、
な
お
右
の
規
定
に
は
三
五
、
六
年
以
後
の
農
家
経
営
の
好
転
へ
の
展
望
を
い
わ
ゆ
る
中
堅
人
物
の
擾
頭
と
の
関
連
で

解
こ
う
と
す
る
視
角
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
3

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
史
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
恐
慌
へ
の
小
農
的
対
応
の
な
か
に
「
中
堅
人
物
」
の
擾
頭
の
要
因
を
探
る
こ
と
を
も
　
ー
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（
1
9
）

課
題
と
す
る
4
そ
れ
は
、
「
所
有
の
論
理
」
か
ら
「
経
営
の
論
理
」
へ
の
政
策
的
転
回
が
も
つ
具
体
的
な
意
味
を
、
農
業
生
産
の
展
開
と

の
関
連
に
お
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
、
昭
和
農
業
恐
慌
の
歴
史
的
な
位
置
を
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
連
に
お
い
て
確
定
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
、
『
日
記
』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
旧
字
体
の
漢
字
と
変
体
仮
名
は
適
宜
書
き
改
め
て
あ
る
。

（
－
）
　
こ
の
部
分
は
『
阿
部
太
一
日
記
』
（
以
下
『
日
記
』
と
略
す
）
の
ほ
か
、
阿
部
太
一
編
著
『
鶴
見
孝
太
郎
小
伝
』
七
九
年
、
に
ょ
っ
て
い
る
。

（
2
）
前
掲
、
『
鶴
見
孝
太
郎
小
伝
』
一
二
六
頁
。

（
3
）
拙
稿
「
昭
和
初
期
地
主
制
下
に
お
け
る
庄
内
水
稲
単
作
地
帯
の
農
業
構
造
と
そ
の
変
動
」
（
以
下
、
「
昭
和
初
期
」
と
略
す
）
、
『
土
地
制
度
史

学
』
第
七
三
号
、
七
六
年
一
〇
月
、
参
照
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
が
、

（
8
）

　
頁
。

（
9
）

『
日
記
』
、
二
九
年
八
月
一
七
日
。

前
掲
拙
稿
参
照
。

注
（
5
）
に
同
じ
。

『
日
記
』
そ
の
も
の
は
二
〇
年
代
の
半
ぱ
か
ら
現
在
ま
で
、
四
五
年
の
途
中
か
ら
四
九
年
ま
で
の
期
間
を
除
い
て
断
え
ま
な
く
残
さ
れ
て
い
る

記
載
形
式
お
よ
ぴ
内
容
に
は
変
遷
が
あ
る
。

農
林
省
統
計
情
報
部
・
農
林
統
計
研
究
会
編
『
農
業
経
済
累
年
統
計
』
第
三
巻
（
農
家
経
済
調
査
史
）
、
農
林
統
計
協
会
、
七
五
年
、
一
七
〇

　
　
三
五
年
二
月
の
東
北
振
興
調
査
会
第
四
回
総
会
で
可
決
さ
れ
た
「
答
申
」
で
は
「
太
平
洋
及
日
本
海
両
方
面
二
差
当
リ
各
一
箇
ノ
相
当
大
面
積

ノ
農
業
経
営
指
導
農
揚
ヲ
設
置
」
す
る
と
あ
り
、
「
東
北
振
興
第
一
期
総
合
計
画
実
績
概
要
」
で
は
「
自
小
作
者
二
依
嘱
シ
テ
先
進
地
方
ノ
技
術
其

ノ
他
経
営
方
法
ヲ
参
酌
シ
五
ケ
年
ヲ
一
期
ト
シ
前
記
農
家
二
実
施
セ
シ
ム
」
と
あ
る
が
太
一
家
の
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
後
者
で
あ
る
。
内
閣
東

北
局
『
東
北
振
興
経
過
概
要
』
、
四
〇
年
、
二
九
頁
、
一
一
二
頁
、
お
よ
ぴ
帝
国
農
会
調
査
部
『
東
北
地
方
農
業
経
営
指
導
農
揚
成
績
書
』
、
帝
国
農

会
、
四
一
年
、
「
凡
例
」
を
参
照
。
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拙
稿
「
戦
時
下
小
作
農
家
の
地
主
小
作
関
係
」
（
以
下
「
戦
時
下
」
と
略
す
）
、
『
一
橋
論
叢
』
第
八
○
巻
第
三
号
を
参
照
。

忠
鉢
幸
夫
『
荘
内
稲
づ
く
り
の
進
展
』
、
農
村
通
信
社
、
六
五
年
、
八
O
頁
。

『
日
記
』
二
九
年
七
月
一
七
日
。

『
日
記
』
二
九
年
七
月
三
日
。

ち
な
み
に
「
何
か
し
ら
俺
も
稲
作
上
の
こ
と
に
関
し
て
は
余
程
の
自
信
が
つ
い
て
来
た
」
の
は
、
よ
う
や
く
三
三
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

大
内
力
『
農
業
史
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
六
〇
年
、
一
八
三
頁
。

崎
山
耕
作
「
昭
和
農
業
恐
慌
の
歴
史
的
位
置
」
、
川
合
ほ
か
編
『
講
座
日
本
資
本
主
義
発
達
史
論
』
皿
、
日
本
評
論
社
、
六
八
年
、
三
七
二
頁
。

栗
原
百
寿
『
日
本
農
業
の
基
礎
構
造
』
、
校
倉
書
房
、
七
四
年
、
一
四
六
、
一
四
九
頁
。

同
前
書
、
一
四
八
頁
。

森
武
麿
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
形
成
と
農
村
経
済
更
生
運
動
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
、
一
九
七
一
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
）
参

小作農家の経営史的分析

　
　
　
　
　
　
一
　
一
九
三
一
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
阿
部
太
一
家
の
収
入
に
最
大
の
比
重
を
占
め
て
経
営
状
態
を
大
き
く
左
右
し
、
経
営
の
発
展
を
規
定
し
た
の
は
米
穀
販
売
収
入
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
分
析
も
ま
ず
米
穀
の
動
き
か
ら
始
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
揚
合
、
本
稿
で
は
経
営
収
支
の
サ
イ
ク
ル
を

三
月
か
ら
翌
年
二
月
と
し
て
い
る
か
ら
通
例
一
〇
月
に
当
年
産
米
の
売
却
が
開
始
し
、
一
月
に
小
作
料
支
払
い
が
終
了
す
る
米
穀
の
サ
イ

ク
ル
と
は
ズ
レ
が
生
じ
、
そ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
は
、
い
さ
さ
か
煩
項
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
三
〇
年
産
米
の
動
向
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
三
〇
年
産
米
は
豊
作
で
し
か
も
恐
慌
の
影
響
で
米
価
は
惨
落
を
演
じ
た
た
め
、
世
に
「
豊
作
飢
饒
」
な
る
新
語
を
流
布
せ
し
め
た
が
、
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表2　阿部家米穀収量の推移（1930－35）1

瓢究研学ム五社

阿　　部　　家

米番
石

二米　
石

玄 収
反

反
卿

村
収
反

泉
　
／

大
反
箔

梛
収
反

ノ
　
　

ノ

酪
反
石

1930年産米

1931年産米

1932年産米

1933年産米

1934年産米

1935年産米

67．37

47．00

49．90

75，55

44．57

68．98

5．15

8．40

7．07

2．00

8．50

4、89

2．41

1．68

1。78’

2．71
1．591

2．46

2．32

1，S9

1．93

2，64

1，67

2．39

2．46
2107

2．07

2．52

1，56

2．34

（注）　1）　阿部家は『吾が家の稲作状況』，他は『山形県における米作統計』一74年。

　　2）　合以下四捨五入。

　　　　　　　　　表3　米穀の動き（1931年度） （単位：石）

年・月　　購入

1931・2まで

　31・3

　31．　4　　　　・4，00

　31・5

　31・6

　31・7

　31・8

　31●　9　　　　　1．20

　31・10

　31・11

　31・12

　32。1

　32・2

借入その他入　小作料借入返済売却その他出

1．20

0．08

0．04

27．66　　　1。60

　　　1．20

12．88　　　1．60

0．36

28．60　　　0．01

5，20

0．40

0．40

1．37

　　　0．07

2．40

1．00　　　0．02

9．20　　　0．18

3．76　　　0．10

2．90

30

産
米

31

産
米

（注）　1）　『日記』より集計。合以下四捨五入す
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小作農家の経営史的分析

太
一
家
で
も
豊
作
と
低
米
価
を
認
珍
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
収
は
西
田
川
郡
の
平
均
で
二
・
四
六
石
、
太
一
家
で
も
二
・
四
一
石
を
記
録

し
て
大
泉
村
の
平
均
二
．
三
二
石
を
凌
ぎ
、
上
米
六
七
・
四
石
、
二
番
米
五
・
二
石
の
収
穫
を
あ
げ
た
。
と
こ
ろ
が
三
一
年
産
米
は
凶
作

で
反
収
は
前
年
の
七
〇
％
に
も
み
た
ぬ
一
．
六
八
石
の
惨
め
な
結
果
に
お
わ
っ
た
（
表
2
）
。
こ
う
し
た
基
礎
条
件
の
ほ
か
に
小
作
料
の
減

免
に
応
じ
な
い
不
在
地
主
が
あ
っ
て
小
作
料
負
担
の
硬
直
性
に
さ
ほ
ど
変
化
が
な
く
、
か
て
て
加
え
て
、
小
作
料
を
「
米
券
」
で
納
入
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
た
め
に
現
米
を
寄
託
し
て
い
た
米
穀
商
が
米
価
惨
落
の
た
め
に
破
綻
に
陥
っ
て
七
石
が
こ
げ
つ
き
、
結
局
八
・
六
石
と
い
う
借
米
を
背

負
い
こ
む
こ
と
に
な
る
。
三
〇
年
産
米
の
小
作
料
が
格
差
米
を
含
め
て
二
七
・
七
石
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
一
年
に
は
僅
か
一
三
・
二
石

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
竜
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
表
3
を
み
る
と
、
三
〇
年
産
米
で
億
小
作
料
と
借
米
返
済
に
四
三
・
四
％
、
売
却
に
五
三
・
四
％
が
あ
て
ら
れ
両
者
で
九
七
％

に
の
ぽ
る
。
こ
の
う
ち
借
米
返
済
一
・
六
石
は
阿
部
家
が
分
家
・
独
立
し
た
二
九
年
七
月
に
飲
米
欠
乏
に
陥
り
地
主
木
村
九
兵
衛
家
か
ら

四
石
八
斗
を
無
利
息
三
力
年
賦
の
返
済
条
件
を
も
っ
て
借
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
一
年
産
米
で
は
、
小
作
料
お
よ
ぴ
借
入
分
（
一
・
二

石
は
九
月
借
入
分
、
一
。
六
石
は
前
年
と
同
様
）
で
三
四
％
、
売
却
に
三
六
％
、
合
計
七
〇
％
余
り
に
相
当
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
米
穀
商

へ
の
寄
託
分
七
石
を
加
え
る
と
八
五
％
あ
ま
り
と
な
る
。
要
す
る
に
、
収
穫
高
の
八
～
九
割
は
阿
部
家
の
手
元
を
離
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
と
り
わ
け
三
〇
年
産
米
は
一
一
二
年
二
月
に
は
収
穫
高
の
八
六
％
弱
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
三
月
に
五
石
の
売
却
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
肥
料
代
金
と
政
府
払
下
米
の
購
入
代
金
支
払
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
政
府
払
下
米

の
購
入
は
四
石
を
売
却
し
て
四
石
を
購
入
し
て
い
る
か
ら
飯
米
の
確
保
と
い
う
理
解
は
な
り
た
た
な
い
。
こ
れ
と
同
様
に
九
月
の
借
入
と

購
入
計
二
．
四
石
も
飯
米
確
保
の
た
め
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
金
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
三
．
四
月
の
売
却
と
購
入
は
、
自
家
産
米
を
石
当
り
一
七
円
で
売
り
政
府
払
下
米
を
一
石
一
四
円
あ
ま
り
で
購
入
し
て
合
計

一
四
円
以
上
の
現
金
を
も
た
ら
し
た
。
払
下
米
自
体
は
「
政
府
払
下
米
を
揚
く
。
十
俵
、
九
時
半
迄
に
出
来
る
」
と
四
月
二
八
日
に
あ
る

197



一橋大学研究年報　社会学研究　21

か
ら
飯
米
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
高
い
米
を
売
っ
て
安
い
米
を
買
う
こ
と
が
政
府
払
下
米
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
9

重
要
で
あ
る
。
次
い
で
九
月
の
借
入
は
、
一
〇
日
に
「
太
郎
左
衛
門
か
ら
所
謂
こ
ま
い
衆
の
飯
米
と
し
て
米
三
俵
を
借
り
て
来
」
て
一
三
　
－

日
に
石
一
七
円
で
売
却
さ
れ
、
ぴ
き
続
い
て
受
入
れ
た
政
府
払
下
米
（
石
一
二
円
八
五
銭
）
は
二
三
日
に
売
却
し
て
五
円
一
五
銭
を
入
手

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
二
日
の
売
却
に
は
「
昨
日
村
の
衆
は
一
六
円
四
〇
銭
で
取
決
め
た
そ
う
だ
。
僅
か
お
く
れ
て
よ
い
こ
と
を
し

辮“

、
注
目
に
価
す
る
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
売
却
の
ほ
か
、
五
、
六
月
に
各
一
俵
の
売
却
が
あ
る
が
、
前
者
は
六
円
一
〇
銭

の
納
税
の
た
め
、
後
者
は
日
常
の
生
活
資
金
に
あ
て
ら
れ
、
七
月
の
売
却
に
は
「
米
、
ふ
け
具
合
な
の
で
早
速
売
る
と
す
る
。
米
虫
の
発

　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

生
を
見
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
七
月
ま
で
米
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
の
理
由
ま
で
は
判
ら
な
い

　
以
上
か
ら
、
阿
部
家
の
上
米
は
小
作
料
、
借
米
の
支
払
い
と
現
金
確
保
の
た
め
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
飯
米
に
は
二
番
米

が
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
太
一
家
に
特
殊
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
「
こ
ま
い
衆
の
飯
米
」
が
「
村
の
衆
」
の
あ

い
だ
で
か
な
り
売
却
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
「
村
の
衆
」
は
前
日
ま
で
に
一
六
円
四
〇
銭
で
売
買
契
約
を
し
た
が
太
一
家
で
は

少
く
と
も
一
日
遅
れ
た
た
め
に
一
七
円
で
契
約
が
成
立
し
た
。
だ
か
ら
「
僅
か
に
お
く
れ
て
よ
い
こ
と
を
し
た
」
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
少
く
と
も
「
こ
ま
い
衆
」
に
と
っ
て
上
米
と
は
ま
ず
な
に
よ
り
も
交
換
価
値
で
あ
っ
て
使
用
価
値
で
は
な
い
。
使
用
価
値
と
し
て
の

米
竺
葉
で
あ
つ
（
準
そ
の
意
味
で
・
上
米
は
ま
毘
商
品
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
養
蚕
地
帯
の
繭
と
え
ら
ぶ
皇
ろ
套
い
．
米
穀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

検
査
制
度
が
同
じ
米
を
交
換
価
値
と
使
用
価
値
と
に
峻
別
し
、
商
品
と
し
て
の
米
の
み
を
商
品
た
ら
し
め
る
保
障
と
な
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
交
換
価
値
で
あ
り
使
用
価
値
で
あ
る
米
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
交
換
価
値
と
し
て
の
み
機
能
せ
し
め
ら
れ
る
事
情
は
、
や
は

り
窮
迫
販
売
の
一
つ
の
現
象
形
態
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
逆
に
、
上
米
を
飯
米
と
す
る
農
家
と
そ
れ
が
で
き
な
い
農
家
と
の
間
に
は
序
列
が
．

生
じ
、
農
家
間
の
格
付
け
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
表
3
の
9
月
の
購
入
・
借
入
↓
売
却
が
両
様
に
機
能
し
う
る
上
米
を
交
換
価
値
と
し
て
総
動
員
し
て
な
お
不
足
し
た
現
金
確
保
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の
た
め
の
現
象
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
恐
慌
に
よ
る
米
価
の
惨
落
の
影
響
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
と
関
連
し
て
重
要
な
の
が
政
府
払
下
米
で
あ
る
。
一
一
二
年
の
払
下
米
は
「
米
穀
法
」
に
よ
る
「
買
換
」
ま
た
は
「
売
却
」
で
は
な

（
8
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

く
、
「
政
府
所
有
米
の
随
時
払
下
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
恐
慌
期
の
米
穀
・
米
価
政
策
研
究
で
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
払
下
米
が

零
細
農
家
に
も
重
要
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
も
、
「
米
穀
法
」
の
効
果
は
払
下
に
お
い
て
の
み
零
細
農
家

の
救
済
に
有
効
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
さ
し
あ
た
り
の
時
期
に
は
含
ま
れ
ぬ
が
重
要
な
論
点
な
の
で
、
次
に
該
当
箇
所
を
引
用
す
る
。

　
　
村
の
衆
は
「
あ
り
も
し
な
い
米
を
申
込
ん
で
ゐ
る
ん
だ
か
ら
太
郎
左
衛
門
な
ら
ざ
る
も
呆
れ
て
し
ま
っ
た
。
奮
っ
て
ゐ
る
も
の
は
、

　
0
0
0
の
七
十
五
石
、
x
×
×
の
四
十
石
、
等
。
白
山
（
林
）
が
こ
ん
な
に
豊
か
な
ら
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。
こ
れ
だ
っ
た
ら
矢
馳
の

　
木
村
さ
ん
（
木
村
九
兵
衛
）
に
米
を
貸
し
て
呉
れ
、
と
云
う
に
は
及
ば
な
い
。
皆
さ
ん
、
失
礼
だ
が
、
ほ
ん
と
う
に
、
そ
ん
な
に
米
が

　
あ
る
の
か
？
　
と
、
太
郎
左
衛
門
に
つ
き
つ
め
ら
れ
て
、
恐
々
本
音
を
吐
く
面
々
。
…
…
で
、
結
局
耕
作
反
別
に
応
ず
る
こ
と
に
し
、

　
私
の
は
四
俵
、
一
番
終
ひ
に
六
俵
余
っ
た
が
…
…
そ
れ
は
、
小
前
の
衆
に
、
と
云
う
理
で
私
も
そ
の
一
人
に
入
っ
た
わ
け
、
つ
ま
り
五

　
　
　
（
m
）

　
俵
で
あ
る
」
。

　
こ
れ
は
政
府
買
上
米
割
当
量
の
配
分
を
め
ぐ
る
寄
合
の
記
述
だ
が
、
こ
の
悲
喜
劇
に
至
る
ま
で
に
既
に
二
回
の
寄
合
が
開
か
れ
て
い
る
。

政
府
買
上
米
へ
の
希
望
が
殺
到
し
た
た
め
で
あ
る
。
以
上
の
各
点
を
み
れ
ば
割
当
量
の
多
寡
を
問
題
に
す
る
な
ら
ま
だ
し
も
、
あ
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
権
力
の
米
穀
政
策
は
…
－
緊
急
に
救
済
さ
る
べ
き
貧
し
い
小
作
農
民
に
と
っ
て
は
慈
雨
た
り
え
な
か
っ
た
」
と
断
ず
る
の
は
い
き
す
ぎ

と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
か
く
し
て
、
三
〇
年
産
米
は
米
価
下
落
が
よ
り
多
く
の
売
米
を
確
保
す
る
と
い
う
小
農
的
対
応
を
強
化
し
、
一
三
年
産
米
で
は
凶
作
に

よ
っ
て
交
換
価
値
と
し
て
の
米
の
欠
乏
を
も
た
ら
し
た
。
凶
年
に
は
二
番
米
、
枇
な
ど
飯
米
、
飼
料
が
多
く
売
米
が
不
足
し
、
豊
年
に
は

そ
の
逆
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
米
穀
商
の
経
営
破
綻
が
太
一
家
の
経
営
に
過
大
の
負
債
を
課
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
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　　　　　　　　表4　事業収入・事業外収入（1931年度）

　　　　　　　　　　　事　　　業　　　収　　　入

　　　農　業　収　入　　　農外収入　　　 論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計
水稲畑作物加工品養鶏　　計　　　商業雑収入　　計

534．5　29．4　29。2　　6。5　599，6　　68．7　33．8　102．5　　702．1（円）

　71．2　3．9　3．9　0．9　79，8　　9．2　4．5　13．6　　935（％）

　　　　　　　　　　　事　　業　　外　　収　　入

　労賃俸給手当収入　　　　　　雑　　収　　入　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　総計
被用労賃その他　計　　仕送り被贈その他　計

　8．0　　10．1　18、1　　25，0　　4．0　　1．8　30．8　　48．9　　751．0（円）

　1．1　1．3　2．4　　3．3　0．5　0．2　4．1　　65　100，0（％）

　（注）　1）『日記』より集計。10銭未満四捨五入。

米
作
以
外
の
現
金
収
入
確
保
に
農
閑
期
の
全
努
力
を
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
が
最
も
手
近
か
に
、
か
つ
確
実
に
こ
の
恐
慌
の
嵐
を
き
り
ぬ
け
る
方
策

だ
か
ら
で
あ
る
。
畑
作
物
の
疏
菜
類
、
畜
産
品
で
あ
る
鶏
卵
、
草
取
リ
ゴ
ザ

や
ミ
ノ
ボ
ウ
シ
な
ど
藺
草
の
加
工
品
、
木
炭
や
「
も
や
し
」
（
味
噌
、
醤
油
醸

造
用
の
こ
う
じ
）
の
小
口
商
い
、
さ
ら
に
採
集
し
て
き
た
山
ウ
ド
な
ど
の
山

菜
類
や
ナ
マ
ズ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
フ
ナ
、
エ
ビ
、
カ
ニ
、
川
貝
（
シ
ン
ス
ケ
）

な
ど
川
の
魚
介
類
か
ら
海
苔
に
い
た
る
農
外
雑
収
入
な
ど
、
お
よ
そ
現
金
収

入
に
貢
献
し
う
る
も
の
は
す
べ
て
販
売
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

は
藁
工
品
の
類
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
多
彩
な
収
入
を
示
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
（
以
下
で
は
「
財
産
的

収
入
」
を
除
い
た
「
農
業
収
入
」
と
「
農
外
収
入
」
の
合
計
を
〈
収
入
〉
と
表
記
す

る
）
が
、
こ
こ
に
は
本
来
計
上
さ
る
ぺ
き
祖
母
へ
の
香
食
収
入
四
三
円
は
除

外
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
葬
儀
諸
費
用
四
二
・
八
円
と
香
奨
額
が

ほ
ぼ
相
殺
し
う
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
計
上
が
か
え
っ
て
全
体
の
傾
向
の
撹

乱
要
因
と
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
表
か
ら
明
ら
か
な
の
は
次
の
点
で
あ
る
。
e
「
水
稲
」
が
い
う
ま
で
も
な

く
〈
収
入
〉
全
体
の
七
一
％
に
の
ぼ
り
最
大
の
比
重
を
し
め
て
い
る
こ
と
、

⑭
「
水
稲
」
に
次
ぐ
「
商
業
」
（
木
炭
、
も
や
し
）
収
入
は
一
見
大
き
な
比

200
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重
を
し
め
る
が
、
仕
入
原
価
も
大
き
く
実
質
的
な
収
入
額
は
む
し
ろ
小
さ
い
（
後
述
）
。
同
様
の
こ
と
は
「
加
工
品
」
（
草
取
リ
ゴ
ザ
、
、
・
、

ノ
ボ
ウ
シ
）
に
も
該
当
す
る
。
◎
「
畑
作
物
」
、
「
雑
収
入
」
（
山
菜
、
魚
介
）
、
「
仕
送
り
」
が
「
加
工
品
」
と
並
ん
で
ほ
ぼ
四
％
前
後
の

水
準
に
あ
る
。
㈲
「
被
用
労
賃
」
、
「
養
鶏
」
収
入
は
二
％
に
も
み
た
な
い
。

　
こ
の
時
期
、
太
一
の
弟
二
人
（
安
吉
、
博
）
の
う
ち
博
は
函
館
の
海
産
物
商
に
年
間
を
と
お
し
て
奉
公
し
て
お
り
、
安
吉
は
毎
年
一
二

月
か
ら
四
月
の
農
閑
期
に
鶴
岡
市
内
の
商
店
に
働
き
「
仕
送
り
」
収
入
二
五
円
を
も
た
ら
し
て
い
た
か
ら
、
雇
用
労
賃
へ
の
需
要
が
高
ま

る
農
繁
期
に
は
太
一
家
に
も
他
家
に
放
出
し
う
る
ほ
ど
労
働
力
に
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
は
農
業
日
雇
労
賃
よ
り
も

⇔
、
◎
に
掲
げ
る
収
入
の
方
が
効
率
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
亦
、
山
行
き
（
山
菜
と
り
）
。
一
番
、
金
だ
か
に
は
な
る
仕

　
　
　
（
B
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
V

事
と
云
へ
る
」
と
か
苗
代
の
一
部
を
米
を
植
え
ず
に
養
飽
揚
に
改
造
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
窺
い
う
る
。

「
被
用
労
賃
」
収
入
を
除
く
⑭
か
ら
㈲
の
費
目
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
第
一
に
、
全
体
と
し
て
耕
地
面
積

に
規
定
さ
れ
な
い
収
入
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
収
入
の
実
現
の
た
め
に
あ
る
程
度
の
資
本
を
必
要
と
し
、
ま
た
は
投
下
資
本
の
回
収
に

時
間
が
か
か
る
収
入
項
目
が
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
村
内
お
よ
ぴ
周
辺
農
村
に
顧
客
を
求
め
る
「
商
業
」
収
入
を
別
に
す
れ
ば
、
「
仕
送

り
」
収
入
も
含
め
て
い
ず
れ
も
鶴
岡
市
内
の
需
要
に
依
存
し
、
特
に
ナ
マ
ズ
は
松
露
庵
と
い
う
料
亭
に
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
「
水
稲
」
収
入
を
補
填
す
る
太
一
家
の
諸
収
入
は
そ
れ
に
動
員
さ
れ
る
耕
作
規
模
と
資
金
量
に
お
い
て
零
細
農
家
と

し
て
の
特
徴
を
備
え
、
し
か
も
近
郊
に
地
方
小
都
市
を
控
え
た
地
理
的
条
件
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
整
理
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
諸
収
入
は
年
間
の
収
入
に
し
め
る
数
量
的
な
比
重
以
上
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
表
5
は
こ
れ
ら
の

収
入
を
月
ご
と
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
次
の
特
徴
を
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
e
な
べ
て
ど
の
月
に
も
右
の
諸
収
入

が
み
ら
れ
〈
収
入
〉
全
体
の
通
奏
低
音
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
か
ら
、
以
上
の
諸
収
入
が
日
常
の
少
額
な
現
金
支
出
を
そ
の

す
べ
て
で
は
な
く
と
も
、
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑭
た
だ
し
、
田
植
、
稲
刈
、
調
整
の
農
繁
期
に
は
右
の
諸
収
入
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　　　　　　　　表5　諸収入の月別変化（1931年度）　　　　　（単位；円）

年・月　畑作物加工品養鶏　商業農外雑被用労賃　　計　　水稲　合計

1931。　3　　　　　　　　　3．5　　　　　　　　2，4　　　　1．3　　　　　　　　　　　　7．1　　　　133・4　　　140，5

　　4　　　2。5　　　　2．O　　　O．5　　　1．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．1　　　　　　　　　　　　　6．1

　　5　　　0．4　　　　0，4　　　0．6　　　0．1　　　　0．6　　　　　　　　　　　　2．0　　　　　6，7　　　　　8．7

　　62、1　7．70．30．6　1，6　0。1　12．4　6，8　19．2
　　7　　　4．2　　　　5．5　　　0．3　　　　　　　　　4．8　　　　　3．0　　　　17．7　　　　　25，9　　　　43．6

　　8　　　3，3　　　　1．9　　　1．3　　　3．2　　　10。6　　　　　2．5　　　　　22．8　　　　　　　　　　　　　22，8

　　99．6　2．70．7　　3．9　　 16．9　38．4　55．3

　　10　5．6　05　0．315，6　臼32　　2．0　27，2　18．0　45．2
　　11　　　0，6　　　　2．9　　　1。0　　35．8　　　　4．2　　　　　　　　　　　44，6　　　　　　　　　　　44，6

　　12　　　　　　　　　0、6　　　0．9　　　2．8　　　　2・9　　　　　　　　　　　　7．1　　　　164．8　　　171・9

1932。　1　　　　　　　　　1．0　　　　　　　　5．6　　　　　　　　　　0．4　　　　　6．9　　　　　77．8　　　　84．7

　　2　　　1．0　　　　0．5　　　0．8　　　1．6　　　　0．7　　　　　　　　　　　　4，5　　　　　62、8　　　　67，3

709．9534、5175．4
8
．
0　計　　　　29．4　　　29．2　　　6．5　　68．7　　　33．8

（注）　1）　『日記』より集計。10銭未満四捨五入。

が
減
じ
、
農
閑
期
に
は
こ
れ
が
増
加
を
み
せ
て
、
こ
の
「
諸
収
入
」
が

労
働
力
の
過
不
足
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
を
、
農
村
内
部
の
労

働
力
需
要
が
農
繁
期
に
集
中
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
考
え
る
な
ら
、
こ
の

段
階
の
阿
部
家
が
既
に
農
繁
期
に
は
労
働
力
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
経
営

組
織
と
な
っ
て
お
り
「
被
用
労
賃
」
獲
得
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た

こ
と
、
そ
の
た
め
農
閑
期
の
労
働
力
が
こ
の
諸
収
入
の
獲
得
に
あ
て
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
◎
さ
ら
に
右
の
諸
収

入
の
組
み
あ
わ
せ
に
注
意
を
む
け
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
金
額
の
ピ

ー
ク
は
微
妙
に
ズ
レ
を
み
せ
、
「
加
工
品
」
（
六
月
）
↓
「
農
外
雑
」
（
八

月
）
↓
「
畑
作
物
」
（
九
月
）
↓
「
商
業
」
（
二
月
）
と
収
入
源
の
主
力

が
移
動
し
て
サ
イ
ク
ル
を
構
成
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
盛
夏
か
ら
境

界
期
に
ほ
ぼ
ピ
ー
ク
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ
ま
り
、
既
に
み
た
よ
う
に
阿
部
家
の
よ
う
な
零
細
経
営
で
は
米
穀

販
売
は
遅
く
と
も
三
月
ま
で
に
大
方
の
決
着
を
み
て
し
ま
い
、
夏
か
ら

秋
へ
の
乗
り
切
り
に
こ
の
諸
収
入
が
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
需
要
が
農
繁
期
に
集
中
す
る

「
被
用
労
賃
」
収
入
は
、
二
町
六
反
経
営
に
と
っ
て
そ
の
経
営
規
模
と

家
族
構
成
の
ゆ
え
に
か
え
っ
て
無
縁
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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各
々
の
額
は
僅
少
で
あ
っ
て
も
、
な
お
経
営
的
に
み
て
こ
う
し
た
諸
収
入
が
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
こ
う
し
た
事
情
ゆ
え

な
の
で
あ
る
。

　
三
一
年
度
の
〈
収
入
〉
の
以
上
の
検
討
か
ら
、
三
〇
、
三
一
年
産
米
の
作
況
と
低
米
価
が
阿
部
家
を
し
て
多
様
な
商
品
の
販
売
を
手
掛

け
さ
せ
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
根
底
に
お
い
て
、
昭
和
恐
慌
期
の
養
蚕
農
家
が
崩
落
す
る
繭
価
に
直
面
し
た
と
き
、

収
入
の
激
減
を
回
避
す
る
た
め
に
産
繭
量
を
急
激
に
増
加
せ
し
め
た
対
応
と
共
通
す
る
。
水
稲
生
産
で
は
養
蚕
ほ
ど
容
易
に
生
産
量
の
増

加
を
は
か
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
い
き
お
い
稲
作
以
外
の
部
門
に
な
お
一
層
の
カ
を
注
が
ざ
る
を
え
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
個
別
経
営
の
産
米
量
を
手
早
く
増
加
さ
せ
る
に
は
耕
作
地
を
拡
大
す
る
ほ
か
な
い
。
阿
部
家
で
も
そ
れ
を
追
究
し
て
は
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
拡
大
と
い
っ
て
も
耕
地
の
購
入
で
は
な
い
。
売
り
に
出
た
耕
地
を
地
主
に
買
い
と
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
小
作
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
他
の
農
家
の
自
作
地
を
小
作
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
こ
む
の
で
あ
る
。
よ
う
や
く
、
三
一
年
二
月
に
若
干
の

苗
代
を
貸
り
る
こ
と
が
で
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
み
で
産
米
量
の
顕
著
な
増
加
を
見
込
む
に
は
程
遠
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
阿
部
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

に
と
り
「
作
り
田
が
一
歩
で
も
多
く
な
っ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
」
で
は
あ
っ
た
が
。

　
そ
こ
で
既
に
見
た
よ
う
な
広
汎
な
商
品
販
売
が
登
揚
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
経
営
の
多
角
化
と
二
毛
作
の
追
究
が
な
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
耕
作
面
積
の
増
加
な
し
に
収
入
の
増
加
を
実
現
し
う
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
が
、
予
め
資
本
を
必
要
と
す
る

か
否
か
で
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
既
に
み
た
よ
う
な
収
入
規
模
で
は
多
少
な
り
と
も
資
本
を
必
要
と
す
る
経
営
改
善
は
容
易
に
実
行
し

う
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
年
に
は
重
大
な
転
換
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
を
次
に
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

『
日
記
』
を
辿
る
と
、
五
月
二
五
日
の
出
会
い
が
阿
部
家
の
経
営
方
針
を
多
角
経
営
へ
む
け
て
決
定
的
に
転
回
せ
し
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
刻
々
に
ほ
ろ
び
行
く
こ
の
白
山
林
を
誰
れ
が
建
て
な
お
し
て
行
く
か
？
　
断
然
こ
れ
は
僕
の
全
責
任
」
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
「
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

一
と
し
て
は
、
何
ん
と
し
て
も
、
自
分
の
人
格
完
成
で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
運
の
隆
盛
を
期
す
こ
と
だ
」
と
い
う
青
年
の
気
負
い
の
な
か
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に
、
ま
だ
「
豊
作
飢
謹
」

と
光
明
の
見
え
な
い
長
い
恐
慌
の
お
と
す
暗
い
影
は
読
み
と
り
に
く
い
が
、
こ
の
意
識
は
太
一
を
し
て
消
費
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
）

合
運
動
に
む
か
わ
せ
た
。
だ
が
恐
慌
の
闇
は
村
の
再
建
よ
り
も
「
パ
ン
の
問
題
」
の
ほ
う
が
は
る
か
に
緊
急
か
つ
重
大
な
問
題
で
あ
る
こ

と
を
悟
ら
せ
る
。
養
鶏
を
や
り
養
豚
も
や
り
、
と
も
か
く
経
営
を
多
角
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
は
四
月
、
五
月
と
次
第
に
強
ま
り
、
一
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
娼
）
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

角
経
営
の
見
学
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
五
月
二
五
日
「
富
樫
直
太
郎
氏
の
麦
の
二
毛
作
を
視
察
す
べ
く
雨
を
冒
し
て
、
六
時
に
出
発
」
し

た
太
一
が
み
た
の
は
「
循
環
的
に
、
麦
は
鶏
に
、
豚
に
は
麦
桿
を
、
鶏
糞
は
二
毛
作
に
施
用
す
」
る
と
い
う
有
機
的
に
組
織
化
さ
れ
た
経

営
で
あ
っ
た
。
「
二
毛
作
と
云
う
も
の
は
、
そ
の
生
産
費
を
貨
幣
に
か
え
る
時
、
あ
ま
り
効
果
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
最
有
効
に
家

畜
に
利
用
す
る
と
き
莫
大
な
る
利
潤
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
い
く
ら
麦
は
安
く
っ
て
も
か
ま
わ
ぬ
こ
と
だ
。
一
一
毛
作
の
立

脚
点
は
、
な
ん
と
し
て
も
、
自
給
自
足
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
必
然
的
に
、
二
毛
作
に
金
肥
な
ん
の
を
施
用
す
る
と
こ
ろ
に
な
ん
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

も
す
で
に
矛
盾
を
き
た
し
て
ゐ
る
、
と
云
へ
る
」
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
麦
を
売
る
た
め
に
裁
培
す
る
の
で
は
な
く
、
鶏
・
豚
を
売
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

麦
を
裁
培
す
る
経
営
で
あ
っ
た
。
三
二
年
か
ら
始
ま
る
経
済
更
生
運
動
の
盛
り
沢
山
な
指
導
項
目
が
仮
り
に
羅
列
に
終
始
し
て
い
た
な
ら
、

太
一
家
の
経
営
を
転
換
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
の
富
樫
家
の
経
営
は
更
生
運
動
の
水
準
を
そ
の
展
開
以
前
に
凌
い
で
い
た
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
か
ら
強
い
衝
撃
を
う
け
る
の
も
け
だ
し
当
然
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
太
一
は
富
樫
直
太
郎
の
経
営
を
目
標
に
し
、
そ
れ
を
め
ざ
し
て
努
力
を
は
じ
め
る
が
、
三
一
年
度
中
に
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
達

成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
表
6
に
拠
り
つ
つ
そ
の
検
討
に
入
る
が
、
表
4
と
の
関
連
で
は
「
加
工
原
料
」
が
「
加
工
品
」
に
、
「
商
業
」

が
「
商
業
」
に
、
「
雑
支
出
」
が
「
雑
収
入
」
に
ほ
ぼ
対
応
し
、
「
商
業
」
は
主
に
木
炭
の
仕
入
経
費
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
表
に
よ
る
と
事
業
支
出
の
五
六
％
は
肥
料
代
金
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
「
動
物
」
に
は
わ
ず
か
に
一
〇
・
九
円
が
あ
て
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
し
か
あ
て
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
。
こ
の
う
ち
「
鶏
」
の
一
・
二
円
は
半
分
が
成

鶏
の
購
入
代
、
残
り
半
分
は
三
二
年
二
月
に
抱
卵
の
気
配
を
み
せ
た
成
鶏
の
た
め
に
種
卵
を
一
二
個
づ
つ
二
回
購
入
し
た
代
金
で
あ
る
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（
一
・
回
目
は
失
敗
に
終
っ
た
）
。
「
豚
」
の
六
・
五
円
は
仔
豚
代
五
・
五
円
と
そ
の
種
付
料
で
あ
る
。
豚
の
購
入
は
五
月
二
五
日
の
経
営
方

針
σ
転
換
を
へ
た
六
月
一
日
に
早
速
お
こ
な
わ
れ
る
。
「
百
姓
家
に
は
一
頭
位
は
廃
物
利
用
や
、
肥
ふ
み
の
上
か
ら
見
て
も
、
是
非
必
要

な
こ
と
だ
。
思
ひ
立
っ
た
ら
吉
日
と
い
う
理
で
、
早
速
一
頭
購
入
す
る
。
雌
豚
五
円
五
〇
銭
也
に
は
驚
い
た
が
、
無
理
矢
理
算
段
し
て
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飢
）

れ
る
自
信
あ
る
の
で
買
っ
た
の
だ
」
と
控
え
目
だ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
複
合
的
な
多
角
経
営
を
め
ざ
し
て
の
第
一
歩
で
あ
る
。
ま
た
兎

も
五
月
二
八
日
に
購
入
す
る
。
も
っ
と
も
「
兎
交
尾
す
る
に
八
日
町
に
行
く
。
交
尾
料
三
〇
銭
。
兎
子
二
匹
購
入
、
八
○
銭
」
と
あ
る
か

ら
、
こ
れ
よ
り
前
に
既
に
飼
育
を
開
始
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
い
つ
か
は
判
然
と
し
な
い
。

　
こ
う
し
て
六
月
は
じ
め
に
は
、
早
く
も
有
畜
農
業
へ
の
展
開
を
開
始
す
る
わ
け
だ
が
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
そ
の
規
模
は
な
お
零
細
で

あ
っ
た
つ
そ
し
て
、
そ
れ
の
拡
大
は
自
家
内
で
の
繁
殖
と
い
う
、
い
わ
ば
最
も
安
上
り
な
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に

貼
α
　
蝦
泌
矯
貰
　
（
一
〇
い
一
禽
淘
）

贈

饗

刈

E

副
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　　　　　　　　　表7　その他の収支（1931年度）

　　　　財産　的　収　入

準現金引出　　借入金借入　　　　計

　　5．0　　　　　178．0　　　183．0（円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　財　　産　　的　　支　　出
家計費　租税公課　負債利子

　　　　　　　　　　　　　　保険　講借入金返済　計

339・0　　　20・4　　　6・6　　　　6・0　　　　1・0　　　21L1　　218・1（円）

（注）　1）　『日記』より集計。10銭未満四捨五入。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
V

し
て
も
一
層
の
労
働
強
化
と
高
い
飼
料
代
に
直
面
し
て
麦
の
二
毛
作
へ
の
決
意
が
強
固
に
な
り
、

秋
か
ら
実
行
に
う
つ
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
有
機
的
な
連
関
を
も
っ
た
新
し
い
農
業
経
営
が
、

こ
の
年
、
零
細
経
営
に
お
い
て
つ
つ
ま
し
く
、
だ
が
万
感
の
希
望
を
内
に
秘
め
て
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
あ
る
。
太
一
は
「
豚
や
、
兎
や
、
鶏
や
を
飼
ひ
、
渦
巻
増
殖
の
一
巻
を
こ
れ
か
ら
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

す
る
の
だ
、
と
思
ふ
と
う
れ
し
い
気
持
で
胸
が
一
ぱ
い
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
凶
作
に
打
ち

ひ
し
が
れ
た
稲
を
前
に
し
て
の
言
葉
で
あ
る
。
凶
作
で
玄
米
こ
そ
少
な
い
が
「
枇
も
う
ん
と
出

る
こ
と
故
、
そ
れ
を
利
用
し
て
鶏
も
う
ん
と
飼
ふ
つ
も
り
。
更
に
兎
は
仔
を
と
っ
て
殖
や
す
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

画
だ
が
、
そ
の
う
ち
主
力
を
注
ぐ
も
の
は
豚
と
決
め
た
」
の
は
、
そ
の
一
ヵ
月
程
前
の
一
〇
月

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
阿
部
家
に
と
っ
て
三
一
年
の
凶
作
は
た
だ
単
に
枇
を
多
く
も
た
ら
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
稲
作
の
方
法
自
体
に
も
ひ
と
つ
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
有
畜
農
業
を
前
提
と
す

る
。　

「
家
で
は
金
肥
を
昨
年
の
上
作
に
味
を
し
め
て
か
な
り
多
量
に
施
肥
し
た
関
係
上
、
ど
こ
も

　
か
し
こ
も
枯
れ
果
て
た
。
こ
れ
で
は
い
く
ら
稼
い
で
も
く
貧
乏
が
い
つ
も
先
に
走
っ
て
ゐ

　
る
の
も
必
定
だ
。
こ
こ
に
於
て
私
は
痛
切
に
悟
る
も
の
が
あ
る
。
な
ん
と
し
て
も
生
産
費
を

　
さ
げ
る
こ
と
だ
。
金
肥
を
節
約
し
て
、
自
給
肥
料
に
す
る
こ
と
だ
。
豚
を
飼
い
、
そ
れ
に
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
っ
て
堆
肥
を
う
ん
と
よ
い
も
の
を
造
ら
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

　
金
肥
か
ら
自
給
肥
料
へ
の
切
り
換
え
。
恐
慌
乗
り
切
り
策
と
し
て
声
高
に
叫
ば
れ
た
こ
と
で
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は
あ
る
が
、
そ
れ
に
向
け
て
の
出
発
も
は
か
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
表
7
は
、
こ
れ
ま
で
表
掲
し
た
以
外
の
支
出
項
目
で
あ
る
。
細
か
い
検
討
は
省
く
が
、
「
家
計
費
」
三
三
九
円
の
ほ
ぼ
半
分
は
「
飲
食

費
」
、
次
い
で
「
交
際
費
」
、
「
家
財
家
具
」
、
「
被
服
」
そ
れ
に
医
療
費
を
中
心
と
し
た
「
保
健
・
衛
生
費
」
、
電
灯
料
な
ど
の
「
光
熱
水
道
」

が
ほ
ぼ
四
〇
円
か
ら
二
〇
円
を
占
め
て
合
計
二
二
・
八
円
（
「
家
計
費
」
の
三
六
％
）
に
達
し
て
い
る
。
「
飲
食
費
」
が
一
五
五
円
以
上

と
い
う
の
は
全
く
例
外
的
な
高
額
で
そ
の
う
ち
五
六
・
一
円
は
政
府
払
下
米
の
購
入
代
金
で
あ
る
。
ま
た
「
財
産
的
収
入
・
支
出
」
で

「
借
入
金
」
の
返
済
お
よ
ぴ
借
入
が
多
い
の
は
米
穀
商
と
の
金
融
関
係
の
た
め
で
あ
る
。

　
以
上
を
総
括
し
て
こ
の
年
度
の
収
支
を
み
る
と
（
表
8
）
、
経
営
的
な
収
支
は
三
一
円
弱
の
黒
字
と
な
る
が
、
未
納
小
作
料
を
考
え
れ
ぱ

収
支
は
微
妙
に
均
衡
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
財
産
的
収
支
を
含
め
ぱ
余
剰
は
残
ら
な
か
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
事
実
に
近
い
。

「
農
業
収
入
」
と
「
農
業
支
出
」
の
差
は
三
一
八
円
余
で
、
家
計
費
を
賄
う
に
足
り
な
い
が
、
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍛
o
o
　
一
8
一
禽
矯
霧
煎
澱
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「
農
外
事
業
」
の
収
益
を
あ
わ
せ
れ
ば
ほ
ぼ
充
足
し
う
る
水
準
に
あ
る
。
政
府
払
下
米
の
購
入
な
し
に
す
め
ぱ
、
充
分
に
「
家
計
費
」
は

農
業
収
益
で
賄
い
え
た
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
に
「
豊
作
飢
饒
」
の
皮
肉
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
二
人
の
弟
を
の
べ
一
五
ヵ
月
に

わ
た
仏
て
経
営
外
に
排
出
し
て
い
る
こ
と
が
微
妙
な
均
衡
に
あ
ず
か
っ
て
カ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
分
家
独
立
と
そ
の
後
の
動
揺
の
過
程
で
蓄
積
し
た
負
債
を
と
り
あ
え
ず
別
に
す
れ
ぱ
、
経
営
の
破
綻
は
避
け
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

め
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
有
畜
化
を
可
能
に
す
る
ほ
ど
の
余
裕
を
も
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
動
物
」
の
一
〇
・
九
円
（
表
6
）
は
「
米

生
産
費
調
査
」
手
当
一
〇
円
（
表
4
）
と
ほ
ぼ
等
額
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
戦
時
下
」
参
照
。

　
（
2
）
　
同
前
論
文
参
照
。

　
（
3
）
　
『
日
記
』
三
一
年
九
月
一
〇
日
。

　
（
4
）
　
『
日
記
』
三
一
年
九
月
一
三
日
。

　
（
5
）
　
『
日
記
』
三
一
年
七
月
二
二
日
。

　
（
6
）
　
以
下
の
記
述
を
み
よ
。

　
　
　
　
「
こ
の
頃
中
た
ま
っ
て
い
る
二
番
米
の
う
ら
ひ
き
を
や
っ
て
五
俵
と
、
他
に
二
番
米
を
集
め
て
三
俵
、
都
合
八
俵
あ
っ
た
。
こ
れ
は
飯
米
と
な
る

　
　
　
理
だ
」
（
『
日
記
』
三
〇
年
一
二
月
一
三
日
）
。

・
、
．
「
二
番
米
よ
り
五
等
米
を
六
俵
と
る
。
こ
れ
で
父
と
二
人
一
日
か
か
る
。
飯
米
が
こ
れ
だ
け
不
足
に
な
っ
た
わ
け
だ
」
（
『
日
記
』
三
二
年
一
月
一

　
　
　
七
日
）
。

　
（
7
）
　
も
っ
と
も
二
番
米
に
は
全
く
商
晶
価
値
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
の
価
格
は
四
等
米
の
半
値
以
下
で
あ
っ
て
自
家
消
費
に
ま
わ

　
　
す
ほ
う
が
得
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
（
8
）
　
三
一
年
に
は
「
買
換
」
、
「
売
却
」
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
『
農
林
行
政
史
』
第
四
巻
、
一
八
六
頁
を
見
よ
。

　
（
9
）
　
『
農
務
時
報
』
第
二
五
号
、
四
三
頁
。

208



小作農家の経営史的分析

（
1
0
）
　
『
日
記
』
三
一
年
二
月
二
〇
日
。
カ
ッ
コ
内
は
田
崎
。

（
1
1
）
　
暉
竣
衆
三
「
昭
和
恐
慌
と
地
主
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
、
日
高
普
ほ
か
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学

　
四
五
頁
。

（
1
2
）
　
一
反
歩
一
五
〇
束
苅
で
一
二
〇
貫
目
ほ
ど
の
藁
が
と
れ
る
が
、
米
俵
、
縄
な
ど
に
二
〇
貫
、

　
か
っ
た
と
い
う
。

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

　
五
〇
七
頁
以
下
、

（
1
9
）

（
2
0
）

　
こ
の
点
を
考
察
し
た
研
究
が
管
見
で
は
見
当
ら
な
か
っ
た
の
で
、

（
2
1
）

（
2
2
）

理
論
と
実
証
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
七
八
年
、
二

一
〇
〇
貫
を
堆
肥
に
用
い
て
販
売
に
は
ま
わ
さ
な

　
そ
れ
に
鶏
、
多
角
形
農
は
今
の
と
こ
ろ
、
骨
折
り
損
の
草
疲
れ
も
う
け
か
も
知
れ
な
い
」
（
『
日
記
』
三
一
年
六
月
九
日
）
。

　
「
養
鶏
組
合
に
飼
料
の
分
配
を
し
て
貰
ふ
に
行
く
。

（
2
3
）

　
『
日
記
』
二
九
年
八
月
二
六
日
。
カ
ッ
コ
内
は
田
崎
。

　
『
日
記
』
三
一
年
一
一
月
一
日
。

　
『
日
記
』
三
一
年
一
一
月
二
七
日
。

『
日
記
』
三
〇
年
一
一
月
五
日
。

　
『
日
記
』
三
一
年
四
月
一
二
日
。

富
樫
直
太
郎
は
そ
の
後
「
庄
内
型
」
移
民
と
し
て
知
ら
れ
る
大
和
村
の
満
州
移
民
実
現
の
中
心
と
な
る
。
『
山
形
県
史
』
拓
殖
編
、
七
一
年
、

　
　
　
　
　
柚
木
駿
一
「
『
満
州
』
農
業
移
民
政
策
と
『
庄
内
型
』
移
民
」
、
『
社
会
経
済
史
学
』
四
二
巻
五
号
、
参
照
。

　
『
日
記
』
三
一
年
五
月
二
五
日
。

　
更
生
運
動
の
個
々
の
指
導
項
目
は
全
体
と
し
て
ど
う
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
単
に
羅
列
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
で
は
判
断
を
保
留
す
る
。

『
日
記
』
三
一
年
六
月
一
日
。

　
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

田
植
で
「
十
三
時
間
も
正
味
に
労
働
す
る
以
上
は
く
た
ぴ
れ
て
し
ま
ふ
の
は
当
然
だ
。
そ
れ
に
兎
の
も
の
を
刈
り
と
っ
て
来
た
り
豚
の
手
入
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
羽
一
日
八
厘
か
＼
っ
て
ど
れ
だ
け
の
収
益
が
あ
る
か
？
」
（
『
日
記
』
三
一
年
七
月
二
二
日
）
。

　
『
日
記
』
三
一
年
一
一
月
一
九
日
。
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（
2
4
）

（
2
5
）

『
日
記
』
三
一
年
一
〇
月
二
〇
日
。

『
日
記
』
三
一
年
九
月
二
六
日
。

二
　
一
九
三
二
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
経
営
の
基
本
を
左
右
す
る
三
二
年
産
米
の
作
況
は
、
郡
や
村
に
あ
っ
て
は
前
年
の
不
作
か
ら
並
作
に
好
転
し
た
が
、
阿
部
家
で
は
必
ず

し
も
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
反
収
も
前
年
の
一
・
六
八
石
か
ら
一
・
七
八
石
に
僅
か
な
増
加
を
み
せ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
分
家

独
立
以
来
三
年
の
技
術
水
準
の
な
せ
る
わ
ざ
と
言
う
べ
き
側
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
阿
部
家
の
耕
地
片
が
生
産
力
的
に
不
安
定

な
地
域
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
え
な
い
。
「
だ
ん
な
堰
を
境
に
し
て
北
は
村
迄
全
部
と
い
っ
て
よ
い
程
赤
く
な
っ
た
。

ぢ
あ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
V
　
　
　
や
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
V

洞
合
通
り
は
、
一
般
に
き
れ
い
だ
」
と
か
「
谷
地
と
違
ふ
て
、
本
田
は
流
石
に
よ
い
出
来
栄
だ
」
と
い
っ
た
、
地
味
の
違
い
に
よ
る
作
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
V

の
良
否
が
「
今
年
は
人
に
よ
っ
て
昨
年
よ
り
か
へ
っ
て
凶
作
で
あ
る
、
と
さ
へ
云
っ
て
ゐ
る
」
よ
う
に
個
々
の
経
営
に
は
ね
か
え
っ
て
い

る
側
面
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
総
収
量
は
玄
米
四
九
石
九
斗
（
う
ち
四
等
米
四
七
石
五
斗
）
で
、
前
年
よ
り
二
石
九
斗
増
加
し
、
さ
ら
に
借
入
米
の
返
済
二
石
八
斗

（
前
掲
表
3
）
が
消
滅
し
た
が
、
前
年
に
く
ら
ぺ
て
米
の
運
用
に
余
裕
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
表
3
と
表
9
、
表
1
5
を
比
較
し
つ
つ
、
各
年
産
米
の
う
ち
翌
年
三
月
以
後
に
売
却
さ
れ
た
石
数
を
み
る
と
、
三
〇
年
産
米
七
．
三
七
石

（
三
一
年
九
月
の
二
・
四
石
は
除
く
）
、
三
一
年
産
米
二
・
八
二
石
、
三
二
年
産
米
一
・
九
七
石
で
あ
り
、
明
ら
か
な
漸
減
傾
向
を
み
せ
る
。

一
三
、
二
年
の
不
作
が
阿
部
家
を
経
営
的
に
か
な
り
追
い
つ
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
窮
屈
な
状
態
が
三
二
年
度
全
体
を
覆
っ
て
い
る
が
、
表
9
を
や
や
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

　
ま
ず
六
月
の
二
石
の
入
と
出
は
、
こ
れ
ま
で
の
役
畜
で
あ
っ
た
牛
と
米
二
石
を
も
っ
て
馬
と
交
換
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
う
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　　　　表9　米穀の動き（1932年度）　　　　　　（単位：石）

購入　借入その他入　小作料借入返済売却その他出

、

31

産
米

32

産
米

0．02O．82

0．40

（2，00）

1．60

0．05

　　　　　　0，40

　　　　　　7．77

　　　　　　4．34

0。16　　　3．64

　　　　　　0．42

年・月　　購入　借入その他入　小作料

1932。3

　：32・4

　32・5

　32・6　　　　　　（2，00）
　32・7

　32・8

　32・9

　32・10

　32。11

　32・12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．63

　33D　1　　　’　　　　　　　　　　　　　　0．15　　　　　　　7，19

　33・　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．06

注）1）（1），（2）はそれぞれ肥料代3．07石，3．00石を含む。

　　2）　『日記』より集計。合以下四捨五入、

ち
米
二
石
は
前
年
度
に
米
穀
商
に
渡
し
た
ま
ま
回
収
不
能
に
な
っ
た
七
石

の
う
ち
の
二
石
で
あ
る
。
も
と
も
と
阿
部
家
が
米
穀
商
に
米
券
化
を
委
託

し
た
米
穀
は
一
二
・
八
石
に
達
し
、
そ
の
う
ち
五
・
八
石
の
回
収
に
馬
喰

が
活
躍
し
た
。
そ
の
馬
喰
と
米
穀
商
と
が
組
ん
で
、
今
回
の
牛
と
米
二
石

で
馬
一
頭
と
交
換
す
る
と
い
う
話
を
持
ち
込
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
阿
部
家
に
と
っ
て
は
米
二
石
が
回
収
で
き
、
牛
が
馬
に
代
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ

あ
っ
て
、
二
石
の
米
の
入
と
出
は
い
わ
ぱ
帳
簿
上
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

　
さ
て
、
三
一
年
産
米
の
売
却
は
三
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
三
回
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
。
三
月
に
は
日
常
的
な
支
出
の
た
め
、
五
月
は
買
掛
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

支
払
資
金
と
し
て
、
七
月
は
「
米
を
見
た
が
、
ど
う
も
ふ
け
て
困
っ
た
」

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
売
却
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
七
月
の
売
却
は
、
八
月

に
妹
の
婚
礼
を
控
え
て
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
不
時
の
出

費
に
備
え
て
持
ち
こ
た
え
た
米
が
「
ふ
け
米
」
と
な
っ
た
こ
と
が
主
た
る

理
由
で
あ
る
。
た
し
か
に
七
月
の
販
売
は
米
価
の
季
節
的
な
騰
貴
を
計
算

に
入
れ
て
の
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
ふ
け
米
」
で
あ
れ
ば
二
〇
円

の
相
場
（
石
当
り
）
で
も
一
九
円
に
し
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
新
米
で

の
売
却
は
二
二
円
前
後
で
あ
っ
た
か
ら
、
季
節
的
な
騰
貴
を
手
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
『
日
記
』
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
特
に
コ
メ
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ン
ト
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
米
価
の
季
節
的
変
動
に
重
き
を
お
い
て
こ
の
販
売
を
評
価
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
三
二
年
産
米
の
売
却
は
一
〇
月
に
始
ま
り
一
一
月
ま
で
で
、
当
年
産
米
の
年
度
内
売
却
総
量
の
約
五
割
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
二

月
の
小
作
料
支
払
前
ま
で
で
四
・
〇
五
石
の
売
却
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
加
え
れ
ぱ
年
度
内
売
却
総
量
の
七
三
・
八
％
に
な
る
。
「
稲
は
も

う
ど
ん
く
な
く
な
る
と
い
ふ
の
に
、
米
は
、
切
符
は
ち
っ
と
も
た
ま
ら
ぬ
。
重
い
溜
息
だ
。
云
ふ
ま
い
、
と
す
れ
ど
、
お
の
ず
か
ら
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
こ
の
嘆
き
。
一
体
こ
の
一
年
を
ど
う
し
て
暮
ら
し
て
行
く
と
い
ふ
の
だ
。
ひ
し
く
と
せ
ま
る
生
活
不
安
だ
」
と
い
う
言
葉
に
、
こ
の

売
却
石
高
の
意
味
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
売
却
米
は
、
表
中
の
肥
料
代
の
ほ
か
、
借
入
金
の
支
払
、
万
石
通
し
や
籾

摺
機
な
ど
の
農
機
具
代
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
農
機
具
は
米
穀
を
少
し
で
も
高
く
売
却
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
万
石
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
を
用
い
て
混
合
米
を
作
り
、
五
等
米
を
精
選
し
て
「
売
米
」
や
「
小
作
米
」
を
と
る
。
「
や
れ
ぱ
飯
米
は
な
く
な
っ
て
し
ま
ふ
」
、
「
思

　
　
　
　
　
　
（
7
V

へ
ば
つ
ら
い
貧
農
だ
」
が
そ
れ
は
避
け
ら
れ
な
い
。
大
枚
三
四
円
五
〇
銭
の
岩
田
式
籾
摺
機
も
、
米
に
換
算
す
れ
ば
一
石
六
斗
か
ら
二
石

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
籾
摺
機
を
使
う
な
ら
五
等
に
な
る
米
が
岩
田
式
な
ら
四
等
に
仕
上
が
る
と
な
れ
ば
「
四
等
と
五
等
と
の
差
で
、
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
五
〇
円
も
違
ふ
か
ら
、
是
非
今
年
は
岩
田
式
を
買
は
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
「
時
代
は
こ
の
貧
農
小
作
人
に
す
ら
文
化
器
具
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

施
用
さ
せ
る
の
だ
。
大
資
本
主
義
の
あ
ら
ゆ
る
機
具
は
、
た
く
み
に
貧
農
階
級
よ
り
の
搾
取
を
あ
へ
て
し
て
ゐ
る
の
だ
」
と
言
っ
て
は
み

て
も
詮
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
少
し
で
も
多
く
の
米
を
少
し
で
も
高
く
売
る
こ
と
は
、
ど
の
農
民
に
と
っ
て
も
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
大
山
倉
庫
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
リ

行
く
こ
と
に
す
る
。
余
り
よ
く
な
い
米
を
持
っ
て
行
っ
た
が
、
案
の
定
、
四
等
の
下
で
あ
る
。
み
す
く
財
ぱ
つ
の
搾
取
に
か
㌧
る
こ
と

が
は
っ
き
り
と
判
っ
た
か
ら
、
一
そ
の
こ
と
、
荒
町
へ
や
れ
ば
文
句
無
し
で
四
等
で
と
っ
て
呉
れ
る
か
ら
、
と
い
ふ
の
で
、
お
そ
く
は
な

　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

っ
た
が
、
荒
町
へ
行
く
。
」
「
荒
町
」
と
は
前
年
に
経
営
破
綻
に
至
っ
た
例
の
米
穀
商
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
米
穀
商
と
倉
庫
と
の
比
較
の
事
例
だ
が
、
さ
ら
に
同
じ
倉
庫
の
な
か
で
も
検
査
の
寛
厳
、
奨
励
金
の
有
無
と
い
っ
た
差
異
が
あ
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ハ
マ
　
ご

っ
た
。
た
と
え
一
日
が
か
り
で
も
、
有
利
な
倉
庫
に
米
を
運
ぴ
込
む
。
「
湯
の
浜
へ
倉
入
れ
に
行
く
。
八
右
衛
門
は
十
六
俵
と
俺
馬
は
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ご

俵
だ
。
随
分
と
遠
い
も
の
だ
が
、
天
気
が
比
較
的
よ
い
の
で
助
っ
た
。
十
四
俵
の
煽
り
に
は
が
っ
か
り
し
た
が
内
一
斗
位
し
か
出
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

た
の
で
よ
か
っ
た
。
通
か
け
な
ら
一
俵
が
台
な
し
に
な
っ
て
し
ま
ふ
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
こ
㌧
で
は
ゴ
ム
調
製
な
ら
全
部
に
割
戻
金
を
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

て
ゐ
る
。
大
山
と
比
べ
る
と
実
に
気
持
ち
よ
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
鶴
岡
取
引
所
は
全
く
ず
る
い
」
、
「
八
右
衛
門
が
湯
の
浜
へ
、
米
を
入
庫

す
る
の
に
上
記
の
通
り
（
五
石
二
斗
－
田
崎
）
や
る
。
愛
国
と
そ
れ
か
ら
二
番
米
か
ら
の
分
と
で
あ
る
。
皆
四
等
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ

（
1
2
）

た
」
。
大
山
と
鶴
岡
の
倉
庫
が
そ
れ
ぞ
れ
直
線
距
離
に
し
て
二
・
三
キ
・
、
五
キ
ロ
な
の
に
対
し
、
湯
の
浜
ま
で
は
六
・
五
キ
・
と
遠
く
、

し
か
も
途
中
山
越
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
し
で
も
多
く
、
少
し
で
も
高
く
売
れ
る
な
ら
、
そ
の
苦
労
も
厭
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
あ
る
。

　
小
作
料
の
支
払
い
が
始
っ
た
あ
と
に
も
四
石
あ
ま
り
が
販
売
さ
れ
、
三
二
年
産
米
の
年
度
内
売
却
量
は
一
六
・
五
七
石
に
な
る
が
、
こ

の
う
ち
三
六
・
六
％
は
肥
料
代
に
、
大
小
農
機
具
に
ほ
ぼ
二
石
分
が
あ
て
ら
れ
、
両
者
で
四
八
・
七
％
を
占
め
る
計
算
で
あ
る
。

　
小
作
料
は
、
一
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
支
払
わ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
長
期
に
渉
っ
た
の
は
一
部
に
作
引
が
実
施
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
小
作
料
に
二
三
・
八
八
石
、
ほ
か
に
前
年
の
借
米
七
・
八
六
石
の
う
ち
の
O
・
一
六
石
を
支
払
っ
た
。

　
三
二
年
産
米
の
総
収
量
に
対
し
て
以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
小
作
料
と
借
米
返
済
に
四
八
・
二
％
、
売
却
に
三
一
一
丁
二
％
、
合
計
八
一
・

四
％
と
な
る
。
仮
に
借
米
を
完
済
す
れ
ば
九
六
・
八
％
が
年
度
内
に
支
出
さ
れ
、
生
活
が
覚
東
な
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
生
き

て
い
く
こ
と
と
借
米
の
完
済
と
は
両
立
し
え
な
い
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
め
に
、
作
引
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
「
悪
徳
地
主
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

と
「
気
前
よ
く
」
認
め
る
「
実
に
き
れ
い
な
腹
」
の
地
主
と
の
違
い
は
、
い
や
お
う
な
し
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
次
に
三
二
年
度
の
事
業
収
入
と
事
業
外
収
入
の
動
向
（
表
1
0
）
を
み
る
と
、
前
年
度
（
表
4
）
と
比
較
し
て
、
か
な
り
大
き
な
変
化
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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表10　事業収入・事業外収入（1932年度）
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事 業 収 入

農　　業　　収　　入

水稲畑作物加工品畜産　　計

　農外収入
商業雑収入　　計

合　計

394．0　　　　6，4　　　　5．1　　　39．6　　445．1

75．0　　　　1，2　　　　1．0　　　　7．5　　　84．7

18，5　　　　7．6　　　26．1

3．5　　　　1．4　　　　5．0

4712（円）

89．6（％）

事　　業　　外　　収　　入

入
計

収
当
他

手
の

給
そ

俸
賃

賃
労

労
用

　
被

雑　　収　　入

仕送り被贈その他　計
合計 総計

0．4　　　25．0　　　25．4

0．1　　　　4．8　　　　4．8

25．0　　　　2、8　　　　1．3　　　29．1

4．8　　　　0．5　　　　0．3　　　　5．5

54。5　　525．6（円）

10，4　　　　1000　（％）

（注）　1）　『日記』より集計。10銭未満四捨五入。

　　　　　　　表11諸収入の月別変化（1932年度） （単位：円）

　畑作物加工品
畜豚産

商　外雑計水稲合計

32・3

　4
　5

　6

　　7
　　8
　　9
　10
　11
　12
33・1

　　2

0．3

2
．
7

0．7

1
．
8

0，9

2．4　　0，5

2．2　　0．1

　　　0，2
0
，
2

　　　0．5

0．4　　4，1

　　10．8
　　　3．8

　　　3．5

　　　　　6。4

　　　　　10．8

　　0．5

　　1．5　　0．1
7
．
0

7．0　　　　　　1，2

10，3

15．3
2
．
9

4．4

7
．
7

9。8

1
．
8

1
．
4

5
．
4

10．8

3、8

3
．
5

18，1

8
．
6

30．4

　6．8

90．9

92．8

14，6

131．7

28．4

15．3

11，5

4．4

38．1

9．8

　1．8

　S．2

96．3

103，6

18．4

135．2

計6．45．123．614，02．01S．57，6772394・0471・2
（注）　1）　『日記』より集計。10銭未満四捨五入。
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価
額
面
で
は
、
「
総
計
」
が
前
年
度
の
六
九
％
程
度
ま
で
落
ち
込
み
、
経
営
全
体
が
大
き
く
縮
小
し
た
こ
と
、
そ
の
場
合
「
畜
産
」
な

い
し
「
養
鶏
」
が
前
年
比
六
．
一
倍
と
増
加
し
た
の
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
軒
並
み
の
減
少
で
あ
る
。
こ
の
変
化
の
要
因
は
、
米
価
の
低
迷
と

他
の
諸
物
価
の
上
昇
に
よ
る
地
域
経
済
全
体
の
収
縮
に
求
め
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
水
稲
」
収
入
の
減
少
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
二
年
連
続
の
不
作
に
よ
る
打
撃
が
重
複
し
て
販
売
米
自
体
に
余
裕
が
な
く
な
っ
た
こ
と

が
大
き
い
。
三
三
年
二
月
に
な
る
と
「
今
年
の
売
米
は
あ
と
た
っ
た
五
俵
し
か
な
い
。
ト
テ
モ
淋
し
い
気
持
だ
。
こ
れ
で
、
味
噌
豆
を
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

っ
て
、
小
使
銭
を
と
っ
て
、
税
金
を
納
め
て
、
と
。
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
深
刻
な
情
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
「
畑
作
物
」
収
入
の
減
少

は
、
必
ず
し
も
明
確
な
要
因
を
確
定
し
え
な
い
が
、
表
1
1
に
み
る
限
り
で
は
ほ
ぼ
七
月
で
区
切
り
が
あ
り
、
前
年
度
が
九
月
を
ピ
ー
ク
と

し
て
い
た
こ
と
と
明
ら
か
に
異
な
っ
た
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
畑
作
業
と
畑
作
物
販
売
の
中
心
的
な
担

い
手
で
あ
っ
た
妹
の
結
婚
に
よ
る
他
出
（
三
二
年
八
月
二
八
日
）
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
加
工
品
」
は
材
料
の
藺
草

　
　
（
1
5
）

が
高
騰
し
、
さ
ら
に
消
費
組
合
運
動
が
多
忙
を
き
わ
め
た
た
め
で
あ
る
。
材
料
費
の
高
騰
に
対
し
て
は
藺
草
の
自
給
を
め
ざ
し
て
九
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

植
付
け
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
苅
り
と
り
は
翌
年
で
あ
る
か
ら
、
当
年
度
の
生
産
に
は
役
立
た
な
い
。
販
売
は
ほ
ぼ
四
月
で
終
了
し
、
作

業
自
体
も
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
製
造
停
止
に
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
「
農
外
収
入
」
は
、
主
に
木
炭
の
販
売
と
山
菜
や
韓
な
ど
の
川
魚
類
の
販
売
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
木
炭
は
消
費
組
合
の
創
立

（
三
月
一
八
日
）
に
よ
っ
て
先
の
「
加
工
品
」
同
様
に
停
止
す
る
。
「
俺
は
消
費
組
合
を
初
め
た
か
ら
に
は
、
副
業
の
こ
の
莫
座
織
り
は
駄

目
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
木
炭
は
勿
論
の
こ
と
。
か
う
迄
犠
牲
に
し
て
や
っ
て
も
ま
だ
駄
目
で
あ
っ
た
な
ら
ば
一
体
ど
う
し
よ
う
か
？

　
　
　
　
（
1
7
）

と
迷
っ
て
ゐ
る
」
に
右
の
停
止
の
事
情
、
そ
れ
に
対
す
る
使
命
と
生
活
不
安
の
交
錯
を
知
り
う
る
。
ま
た
、
山
菜
お
よ
ぴ
川
魚
で
は
後
者

の
激
減
が
大
き
く
、
そ
れ
は
主
体
的
に
は
消
費
組
合
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
や
養
畜
へ
経
営
の
重
点
が
移
行
し
た
こ
と
、
客
観
的
に
は
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

気
の
低
迷
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
「
事
業
収
入
」
と
「
事
業
外
収
入
」
の
減
少
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
複
合
し
て
い
る
が
、
よ
く
言
わ
れ
る
恐
慌
回
復

過
程
の
践
行
性
が
次
の
記
録
に
み
る
よ
う
に
濃
い
影
を
お
と
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
買
ふ
も
の
は
高
く
、

売
る
物
は
安
い
の
だ
か
ら
農
村
の
現
状
も
あ
た
り
前
す
ぎ
る
こ
と
だ
。
イ
ン
フ
レ
景
気
で
、
他
の
物
価
は
ど
ん
く
上
っ
た
。
米
も
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
写
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

は
上
っ
た
け
れ
ど
も
、
昨
今
は
急
落
だ
が
、
他
の
物
価
は
以
然
と
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
百
姓
は
全
く
ご
ま
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
。
ち
な

み
に
、
三
二
年
一
一
月
に
は
、
農
会
の
部
落
「
支
会
の
宴
会
」
で
肥
料
の
暴
騰
が
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
「
硫
安
で
二
円
七
〇
銭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

や
っ
が
、
一
躍
三
・
七
〇
円
」
に
な
っ
た
と
い
う
。
恐
慌
と
そ
こ
か
ら
の
破
行
的
な
回
復
が
、
産
業
組
合
の
存
在
し
な
い
こ
の
村
で
は
消

費
組
合
運
動
に
拍
車
を
か
け
、
し
か
も
そ
の
こ
と
が
多
彩
な
「
副
業
」
に
大
き
く
依
存
す
る
零
細
経
営
か
ら
、
そ
の
拠
り
所
を
取
り
あ
げ

た
と
言
っ
て
も
、
差
し
障
り
は
存
在
し
ま
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
産
業
組
合
運
動
の
展
開
は
、
「
反
産
運
動
」
を
担
っ
た
商
人
層
だ
け
で
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

「
少
な
く
と
も
商
ひ
を
し
て
い
さ
㌧
か
の
利
潤
で
、
助
っ
て
ゐ
る
」
零
細
農
家
に
も
犠
牲
を
強
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
右
の
よ
う
な
「
事
業
収
入
」
の
減
少
に
対
し
、
「
畜
産
」
だ
け
は
前
年
比
六
・
一
倍
の
増
加
を
み
せ
た
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
表
1
1
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
「
養
鶏
」
、
「
養
豚
」
、
「
養
兎
」
で
あ
る
が
、
「
養
豚
」
と
「
養
兎
」
は
こ
の
年
新
た
に
登
揚
し
た
も
の
で
、
繁
殖
し
た

仔
の
販
売
よ
る
収
入
で
あ
り
、
「
養
鶏
」
は
鶏
卵
の
販
売
収
入
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
前
年
度
に
着
手
し
た
経
営
の
有
畜
化
．
多
角
化
の

産
物
だ
が
、
な
か
で
も
養
鶏
で
は
優
良
種
の
入
手
に
意
が
払
わ
れ
、
余
目
か
ら
名
古
屋
種
を
、
名
古
屋
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
種
を
購
入

し
、
販
売
収
入
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
ご
一
月
に
は
三
八
七
個
の
鶏
卵
を
売
却
し
て
い
る
。

「
事
業
外
収
入
」
で
は
「
労
賃
俸
給
手
当
収
入
」
の
「
そ
の
他
」
、
つ
ま
り
「
米
生
産
費
調
査
手
当
」
が
県
か
ら
二
〇
円
の
ほ
か
に
村
農

会
か
ら
も
新
た
に
五
円
の
支
給
が
あ
っ
て
二
五
円
に
増
加
し
、
ま
た
弟
の
農
閑
期
に
お
け
る
奉
公
の
手
当
二
五
円
が
前
年
同
様
に
入
金
し

た
ほ
か
に
は
、
こ
こ
で
も
軒
並
み
の
減
少
を
み
せ
る
が
、
「
事
業
外
収
入
」
の
「
合
計
」
は
若
干
の
増
加
を
み
た
。

　
次
に
以
上
を
費
目
ご
と
の
構
成
比
か
ら
み
る
と
、
「
事
業
収
入
」
と
「
事
業
外
収
入
」
で
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
「
事
業
外
収
入
」
の
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構
成
が
若
干
の
増
加
を
み
せ
、
そ
の
う
ち
の
九
一
・
八
％
は
「
米
生
産
費
調
査
手
当
」
と
弟
の
「
仕
送
り
」
収
入
で
あ
る
。
前
年
と
同
額

の
「
仕
送
り
」
収
入
は
諸
物
価
の
高
騰
か
ら
み
れ
ば
実
質
的
な
減
額
で
あ
る
が
、
対
〈
収
入
〉
比
五
％
は
無
視
し
え
な
い
「
尊
い
金
」
で

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
事
業
収
入
」
に
あ
っ
て
は
「
農
外
収
入
」
の
比
重
が
既
に
の
ぺ
た
よ
う
な
事
情
か
ら
低
下
す
る
と
同
時
に
「
農
業
収
入
」
に
あ
っ
て
も

「
畜
産
」
の
比
重
が
上
昇
し
た
ほ
か
は
、
収
入
規
模
の
全
体
的
な
縮
小
に
と
も
な
っ
て
「
水
稲
」
の
比
重
が
上
昇
を
み
せ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
「
農
業
収
入
」
で
の
比
率
を
と
っ
た
揚
合
に
は
、
前
年
の
八
九
％
か
ら
八
八
・
五
％
へ
と
わ
ず
か
な
が
ら
軽
く
な
っ
て
「
畜

産
」
の
急
激
な
比
重
の
増
大
（
一
・
一
％
↓
七
・
五
％
）
に
押
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
経
営
全
体
の
性
格
は
雑
業
性
の
高
い
状
態
か
ら
水
稲
と
養
畜
と
「
諸
収
入
」
を
柱
と
す
る
状
態
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
収
入
規
模
の
絶
対
的
な
縮
小
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
経
営
構
造
の
推
転
は
阿
部
家
の
経
営
展
開
に
お

い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
表
1
2
に
よ
り
「
事
業
支
出
」
の
動
向
を
み
る
と
「
合
計
」
は
「
事
業
収
入
」
の
縮
小
（
七
〇
二
．
一
円
↓
四
七
一
．
二
円
）
に
と

も
な
い
三
五
二
・
一
円
か
ら
二
三
六
・
七
円
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
減
額
の
幅
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
事
業
収
入
」
の
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
は
な
い
。
こ
れ
を
「
農
業
支
出
」
と
「
農
外
事
業
支
出
」
と
に
区
分
す
る
と
、
右
の
減
額
分
一
一
五
・
四
円
は
「
農
業
支
出
」

で
五
二
・
七
円
、
「
農
外
事
業
支
出
」
で
六
二
・
七
円
で
あ
り
、
「
農
外
事
業
支
出
」
の
減
額
分
の
方
が
大
き
い
。
こ
れ
は
「
商
業
」
支
出
、

す
な
わ
ち
消
費
組
合
運
動
の
展
開
に
と
も
な
う
木
炭
の
販
売
の
停
止
に
よ
っ
て
そ
の
仕
入
れ
代
金
が
消
滅
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
農
業
支
出
」
の
減
額
分
五
二
・
七
円
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
に
「
肥
料
」
代
金
が
六
九
円
の
減
少
を
み
せ
た
こ
と
に
起
因
し
、

そ
れ
に
「
農
用
建
物
」
の
消
滅
と
さ
き
に
み
た
、
「
農
機
具
」
代
金
の
増
大
が
加
わ
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
年
の
「
農
用

建
物
」
の
支
出
が
堆
肥
基
盤
の
整
備
を
と
も
な
う
納
屋
修
繕
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
な
ら
、
当
年
度
の
「
農
用
建
物
」
の
支
出
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の
消
滅
と
肥
料
代
金
の
減
額
は
、
有
畜
農
業
の
開
始
と
あ
わ
せ
て
、
自
給
肥
料
の
増
産
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
測
し
う
る
し
、
「
金

肥
を
節
約
し
て
、
自
給
肥
料
に
す
る
こ
と
」
が
稲
作
の
当
面
す
る
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
肥
料
代
金
の
減
少
が
即
、
稲
作
の
比
重
の
低
下
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
、
む
し
ろ
自
給
肥
料
の

増
産
に
よ
る
金
肥
削
減
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ま
た
「
動
物
」
の
た
め
に
前
年
と
ほ
ぼ
同
額
の
一
〇
・
八
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
に
の
べ
た
優
良
種
の
購
入
（
鶏
）
と

豚
の
種
付
料
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
当
年
度
の
「
事
業
支
出
」
は
全
体
と
し
て
稲
作
部
門
と
畜
産
部
門
に
集
中
的
な
資
本
投
下
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
点
が
前
年
度
と
比
べ
て
当
年
度
の
著
し
い
特
徴
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
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小作農家の経営史的分析

　　　　　　　　　表13その他の支出（1932年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　財　　産　　的　　支
家計費　租税公課　負債利子
　　　　　　　　　　　　　　保険　講　借入金返済

　94．8　　　　　30．7　　　　　45．5　　　　　　　6．0　　　　　　1，0　　　　　　　一

（注）　1）『日記』より集計・10銭未満四捨五入。

　
と
り
わ
け
稲
作
部
門
に
お
い
て
は
、
経
営
収
支
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
三
三
年
産
米
の
増
産
に
む
け
て

重
要
な
転
換
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
は
、
土
質
の
改
良
と
気
温
の
観
察
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
三
二
年
産
米
の
作
況
が
特
に
劣
悪
で
あ
っ
た
谷
地
田
へ
の
山
土
の
搬
入
（
客
土
）
が
寒
中

の
農
閑
作
業
と
し
て
精
力
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
「
洞
合
へ
役
場
後
の
砂
土
を
運
び
、
か
へ
り
に
は
苗

代
へ
洞
合
の
ご
み
土
を
運
ん
だ
。
計
画
通
り
苗
代
と
更
に
谷
地
田
へ
は
山
土
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
思

　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

っ
て
ゐ
る
」
、
「
清
水
山
へ
、
所
謂
他
山
の
土
、
と
い
う
理
で
、
客
土
の
土
を
曳
く
」
、
「
午
后
は
亦
、
山
土
引

き
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
の
方
が
何
か
し
ら
張
合
も
あ
り
、
本
業
に
精
出
す
こ
と
の
愉
快
さ
を
味
は
㌧
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
糾
）

誰
れ
も
午
后
に
は
出
な
か
っ
た
の
が
と
り
わ
け
て
。
」
と
い
っ
た
記
述
が
二
月
に
入
る
と
瀕
出
す
る
よ
う
に

な
る
。
後
者
は
、
小
学
校
の
図
書
室
か
ら
借
出
し
た
稲
垣
乙
丙
の
『
豊
凶
予
知
新
論
』
に
触
発
さ
れ
て
、
田

植
前
の
気
温
と
稲
の
開
花
期
の
気
温
と
の
相
関
性
を
調
べ
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
過
去
七
、
八
年
間
を
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
ご

っ
て
気
温
と
作
況
と
の
相
関
を
グ
ラ
フ
化
し
な
が
ら
「
稲
垣
博
士
の
談
が
だ
ん
く
は
っ
き
り
判
る
の
で
愉

快
で
た
ま
ら
」
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
二
月
二
二
日
）
。

　
麦
の
裏
作
を
組
み
こ
ん
だ
有
畜
農
業
へ
の
転
換
が
前
年
に
は
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
こ
の
年
に
は
客
土
と
堆

肥
の
多
用
に
よ
る
土
壌
の
改
良
と
気
温
観
察
が
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。
阿
部
家
の
経
営
上
の
特
徴
が
出
揃

っ
た
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
両
年
度
は
ま
こ
と
に
重
要
な
時
期
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
よ
う
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

く
三
三
年
に
至
っ
て
「
何
か
し
ら
俺
も
稲
作
上
の
こ
と
に
関
し
て
は
余
程
の
自
信
が
つ
い
て
来
た
」
と
い
う

確
信
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　
さ
て
、
表
1
3
で
「
そ
の
他
の
支
出
項
目
」
を
示
し
た
が
、
「
家
計
費
」
九
四
・
八
円
は
分
析
対
象
の
五
力
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薫＞紐珪

蝦
　
　
糠
　
　
黄
　
　
＞

蝸
　
輝
　
享
黄
　
＞

理

翠
鰍
書
頂
＞

Φ
　
卑
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贈
糠
貢
＞
　
聴
享
黄
＞

摯

腺
埣
報
欝
噛
脹
　
諜
薄
＞
　
　
理

高
轟
軌
』

oo

，刈

N
ひ
■
一

い
O

轟
刈
一
b

Qo

ひ

N
軌
。
轟

轟
■
o
o

卜o

一
伍
娠

蜜
、
軌

一
〇
●
“

鵠
q
●
ひ

一
〇
ρ
O

I　I

器
軌
。
ひ
（
旧
）

一
〇
〇
、
O
（
駅
）

蜘
　
　
灘
　
　
凝
　
　
輩

贈
驚
紐
E
　
矯
享
掛
登

理

蹄
寅
謹
申
　
首
譲
》
翻
　
　
醤
㎜
＋
躍

理

潭
隠
書
料
庄

ゆ
　
摯

8
Q
o
。
o
Q

ω
U
■
N

一N
o、の

N
Q
ひ
ヤ

軌
N
レ

“
軌
■
軌

一
一
b

ω
O
㍉

y
轟

O
避
o
o

N
b
⊇
b

轟
O
N
■
刈

℃
o
o
・
的

圃
●
O

一
噸
N

占
恥
ヤ
（
旧
）

一
〇
〇
■
O
（
駅
）

（
酵
）
　
一
）
　
『
田
甜
』
』
σ
絵
摯
。
一
〇
欝
馨
蟄
圏
弊
団
＞
。

年
間
を
と
お
し
て
最
小
で
あ
り
、
前
後
の
年
度
と
も
一
〇
〇
円
以
上
の
差
が
あ
っ
て
、
い
さ
さ
か
不
自
然
な
印
象
を
免
れ
な
い
。
あ
る
い

は
記
帳
に
遺
漏
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
が
、
確
認
の
手
だ
て
も
な
い
の
で
、
判
断
を
保
留
し
て
お
く
。

　
表
1
4
は
、
以
上
の
総
括
表
で
あ
る
。
米
穀
商
と
の
金
融
関
係
が
解
消
し
た
の
で
「
財
産
的
収
入
」
と
「
財
産
的
支
出
」
が
消
滅
な
い
し

縮
減
し
て
、
み
せ
か
け
の
収
支
規
模
は
大
き
く
減
少
し
た
が
、
実
質
的
な
経
済
規
模
も
縮
小
し
た
こ
と
は
既
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
全

体
の
収
支
で
は
差
引
一
一
一
円
ほ
ど
の
黒
字
と
な
る
が
、
さ
き
の
「
家
計
費
」
の
極
端
な
減
額
を
『
日
記
』
の
記
載
内
容
と
比
較
す
る
と
、

右
の
黒
字
は
い
さ
さ
か
多
き
に
失
す
る
き
ら
い
の
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
他
方
で
、
新
た
な
借
入
金
の
借
入
が
発
生
し
た
事
実
も

確
認
で
き
な
い
か
ら
、
大
幅
な
赤
字
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
県
レ
ベ
ル
で
も
「
並
作
」
で
あ
る
（
山
形
地
方
気
象
台
『
山
形
県
災
異
年
表
』
山
形
地
方
気
象
台
・
山
形
県
農
林
部
、
一
九
七
二
年
）
。
な
お
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拙
稿
「
戦
時
下
」
参
照
。

（（（（（（（（（（（（（（（16　15　14　13　12　11　10　　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2

）））））））））））））））
『
日
記
』
三
二
年
九
月
四
日
。

『
日
記
』
三
二
年
一
〇
月
一
四
日
。

『
日
記
』
三
二
年
九
月
一
三
日
。

『
日
記
』
三
二
年
七
月
六
日
。

『
日
記
』
三
二
年
一
二
月
一
五
日
。

『
日
記
』
三
二
年
＝
一
月
三
〇
日
。

『
日
記
』
三
二
年
九
月
二
五
日
。

『
日
記
』
三
二
年
一
〇
月
二
日
。

『
日
記
』
三
二
年
一
〇
月
二
六
日
。

『
日
記
』
三
二
年
一
二
月
一
〇
日
。

『
日
記
』
三
三
年
一
月
七
日
。

前
掲
、
拙
稿
「
戦
時
下
」
参
照
。

『
日
記
』
三
三
年
二
月
一
二
日
。

「
長
藺
草
一
〆
五
十
七
銭
の
も
の
七
十
二
銭
に
暴
騰
し
た
、
と
今
時
分
返
事
が
来
た
」
（
『
日
記
』
三
二
年
三
月
一
八
日
）
。

「
藺
草
植
付
を
す
る
。
唐
と
り
は
ま
だ
若
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
取
除
け
て
（
一
寸
惜
し
い
様
な
感
じ
も
し
た
）
植
付
け
た
」
（
『
日
記
』
三
二
年

　
九
月
六
日
）
。

（
1
7
）
　
『
日
記
』
三
二
年
三
月
二
四
日
。

（
1
8
）
　
「
安
吉
は
、
午
后
に
町
の
料
理
屋
へ
、
注
文
と
り
に
行
っ
た
が
、
ど
こ
で
も
駄
目
だ
っ
た
、

　
さ
え
恐
か
う
を
も
た
ら
せ
て
呉
れ
る
」
（
『
日
記
』
三
二
年
八
月
二
日
）
。

（
1
9
）
　
『
日
記
』
三
三
年
二
月
一
七
日
。

と
云
っ
て
来
る
。
不
景
気
は
い
さ
、
か
の
副
業
に
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（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

　　　　　　日日日日日日言己　言己　言己　言己　言己　言己

』 』 』』』 』

年年年年年年
月月月月月一
三二一九一月
日〇三日八三
〇日日。日日
　O　O　　　　O　 O

三
　
一
九
三
三
年
度

　
二
年
連
続
の
不
作
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
経
営
組
織
の
再
編
を
実
行
し
、
稲
作
に
も
技
術
的
な
改
良
を
加
え
な
が
ら
自
信
を
つ
け
て

き
た
太
一
家
に
、
三
二
年
産
米
の
販
売
量
一
・
九
七
石
は
各
年
産
米
の
四
～
九
月
の
売
米
量
と
し
て
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
最
低
の
記
録

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
年
同
様
、
三
～
七
月
に
三
回
に
わ
け
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
表
1
5
）
が
、
こ
の
う
ち
七
月
の
売
却
は
こ
の
年

も
ま
た
次
の
よ
う
な
乾
燥
と
保
管
の
不
充
分
さ
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
僅
か
の
こ
と
だ
が
、
売
米
二
俵
あ
る
の
で
、
だ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
　
こ

く
虫
は
湧
い
て
来
る
し
、
そ
れ
に
ふ
け
て
来
る
し
、
ど
う
し
て
も
売
ら
ね
ば
な
ら
ん
の
だ
が
、
米
は
こ
の
頃
ト
テ
モ
安
く
て
、
（
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

円
）
そ
ん
な
米
だ
っ
た
ら
足
元
を
見
ら
れ
て
し
ゃ
く
に
さ
わ
る
の
で
ほ
と
く
閉
口
し
て
ゐ
る
」
と
。
七
月
三
日
に
こ
れ
を
売
却
す
る
が

二
俵
で
七
斗
五
升
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
米
質
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
庄
内
米
は
一
般
に
軟
質
で
乾
燥
が
不
充
分
な
傾
向
に

あ
り
、
太
一
家
の
事
例
も
そ
の
点
の
克
服
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
保
管
に
つ
い
て
の
注
意
や
工
夫
は
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い

な
い
。

　
さ
て
、
三
三
年
産
米
は
二
年
続
き
の
不
作
の
あ
と
一
転
し
て
豊
作
と
な
っ
た
。
反
当
二
石
七
斗
、
総
収
量
七
五
石
六
斗
は
前
年
比
一
五

〇
％
に
あ
た
る
。
か
よ
う
に
豊
凶
差
が
激
し
い
の
は
、
こ
の
時
期
の
太
一
家
の
反
収
の
特
徴
（
表
2
）
で
あ
り
、
技
術
水
準
の
レ
ベ
ル
を
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（
2
）

象
徴
し
て
い
る
。
反
収
が
高
位
に
安
定
す
る
の
は
三
六
年
以
降
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
い
ま
だ
技
術
的
に
は
研
究
・
改
善
の
余
地
を
残
し

て
い
た
。

　
「
谷
地
全
部
の
稲
親
察
を
す
る
。

　
　
工
一
、
大
山
割
の
一
本
糀
、
乳
熟
期
。
今
が
見
ご
ろ
だ
。
も
少
し
丈
が
出
て
も
よ
い
。
穂
の
長
さ
は
中
位
。
洞
合
よ
り
下
葉
は
枯
れ

　
　
　
　
て
ゐ
な
い
。
他
の
谷
地
の
一
本
濡
と
違
っ
て
、
葉
ご
ま
班
点
は
見
え
ぬ
。
株
分
け
つ
は
二
十
本
位
。

　
　
　
二
、
大
山
割
、
坊
主
イ
号
、
や
っ
と
出
揃
ひ
。
す
こ
ぶ
る
の
伸
長
、
（
以
下
略
）

　
　
2
。
荒
田
、
六
分
通
り
の
出
穂
。
（
中
略
）
馬
小
便
跡
は
枯
れ
て
ゐ
る
か
ら
こ
れ
以
上
の
多
肥
は
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
以
下
略
）

　
　
皇
口
同
前
、
△
△
の
よ
り
は
出
穂
お
く
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
△
△
の
よ
り
は
見
劣
り
す
る
。
丈
も
一
寸
位
低
い
。
も
う
少
し
分
け
つ
し

　
　
　
て
も
よ
い
と
思
ふ
位
だ
。
（
以
下
略
）
」
（
八
月
八
日
）
。

　
「
背
同
前
、
大
山
割
、
荒
田
（
の
稲
刈
り
）
出
来
。
荒
田
の
善
ノ
尾
六
号
は
と
て
も
よ
い
。
今
日
感
じ
た
こ
と
は

　
　
ー
。
大
国
早
生
を
止
め
て
六
号
に
す
る
こ
と
。
（
以
下
略
）
」
（
八
月
二
七
日
）
。

　
「
午
后
四
時
よ
り
（
農
会
の
）
支
会
の
稲
作
視
察
だ
。
左
に
感
銘
し
た
事
項
。

　
　
一
、
谷
地
の
上
の
方
は
例
年
に
比
し
て
、
そ
う
大
し
た
作
況
で
は
な
い
こ
と
。
土
の
よ
さ
は
あ
ま
り
か
（
う
）
し
た
上
作
年
に
は
発

　
　
揮
し
な
い
こ
と
。

　
　
二
、
×
×
の
下
の
谷
地
あ
ん
な
に
草
丈
は
よ
い
が
、
案
外
穂
か
さ
の
少
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
甚
だ
研
究
の
余
地
あ
る
と
思
っ
た
。

　
　
（
以
下
略
）
」
（
九
月
三
日
）
。
以
上
引
用
文
中
の
カ
ッ
コ
内
は
田
崎
。

　
い
さ
さ
か
長
く
な
っ
た
が
、
右
の
よ
う
な
各
圃
揚
の
土
質
と
晶
種
お
よ
び
肥
料
に
つ
い
て
詳
細
な
観
察
が
『
日
記
』
に
登
揚
す
る
の
は
、

こ
の
三
三
年
が
初
め
て
で
あ
る
。
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
稲
作
に
研
究
・
改
良
の
余
地
が
な
お
残
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　　　　表15米穀の動き　（1933年度）　　　　　（単位・石）

購入　借入その他入　小作料借入返済売却その他出

32

産
米

33

産
米

0．40

0．06

0．80

0。75

0．02

7，60

4．40

10．60＊　　　0．48

　0．15　　　　0．05

5．50

0．40

0．40

2．35

4，12

23。39

　年・月　購入　借入その他7

1933。　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，06

　33。4

　33・5

　33・6

　33・7

　33・8

　33・9

　33・10

　33。11

　33・12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．45

　’34●　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．23

　34・2

注）　1）　＊には肥料代0．8石を含む。

　　2）『日記』より集計。合以下四捨五入。

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
や
や
先
廻
り
し
て
経
営
組
織
の
面

か
ら
い
え
ば
、
稲
作
技
術
の
研
究
と
改
良
が
こ
こ
に
至
っ
て
漸
く
緒
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

　
表
1
5
に
よ
れ
ば
、
三
三
年
産
米
の
年
度
内
の
動
き
は
「
小
作
料
」
二

七
・
五
石
（
四
六
・
三
％
）
、
「
借
入
返
済
」
三
・
二
石
（
五
・
三
％
）
、

「
売
却
」
二
八
・
三
石
（
四
七
・
五
％
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
「
借
入
返

済
」
中
に
は
米
穀
商
の
破
産
に
と
も
な
う
借
米
と
、
新
た
に
返
済
が
開
始

し
た
一
〇
年
前
の
借
米
の
年
賦
返
済
の
初
年
度
分
計
二
・
二
石
が
含
ま
れ

て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
三
三
年
産
米
の
農
作
が
当
年

産
米
の
年
度
内
売
却
量
二
八
石
二
五
、
す
な
わ
ち
前
年
の
一
六
石
五
七
に

比
し
一
七
〇
％
あ
ま
り
の
増
を
み
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小
作
料
と
借

米
の
支
払
後
、
一
一
石
以
上
の
売
米
の
増
加
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、

後
述
の
．
こ
と
く
太
一
家
の
経
営
の
前
進
を
そ
れ
な
り
に
保
証
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
村
内
の
状
況
は
太
一
家
も
含
め
て
一
挙
に
こ
こ
で
好
転
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
「
村
の
衆
、
庄
内
米
を
（
今
日
は
二
〇
円
三
〇
、
四

等
切
符
に
て
）
売
っ
て
、
台
湾
米
（
石
十
八
・
六
円
の
由
）
を
飯
米
に
す

る
由
。
格
安
は
と
に
か
く
、
庄
内
米
は
い
よ
く
危
機
に
迫
っ
て
る
の
を
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合計

842，4（円）

89．1（％）
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　　　　　　　　表16　事業収入・事業外収入（1933年度）

　　　　　　　　　事　　　業　　　収　　　入

　　　　農業収入　　農外収入
水稲畑作物加工品畜産その他　計　　商業雑収入　計

645，5　　　10．5　　　　8．7　　135．1　　　　3。4　　803．3　　　－　　　39．2　　39。2

68。3　　　　1．1　　　　0．9　　　14，3　　　　0．4　　　84．9　　　－　　　　4．1　　　4．1

総計
合計

945．6（円）

100，0　（％）

103．2

10．9

　　　　　　　事　　業　　外　　収　　入

　労賃俸給手当収入　　　　　　雑　　収　　入

被用労賃その他　計　　仕送り　被贈　その他　　計

　5．0　　　23．0　　　28．0　　　　　55．0　　　17．0　　　　3，2　　　75，2

　0．5　　　　2．4　　　　3．0　　　　　　5．8　　　　1．8　　　　0．3　　　　8，0

　（注）　1）　『日記』　よウ集計。10銭未満四捨五入。

　
（
4
）

覚
え
た
」
と
い
う
内
地
版
飢
餓
移
出
に
こ
そ
太
一
家
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

「
寺
寄
合
ひ
で
、
木
村
様
か
ら
亦
米
を
拝
借
す
る
と
い
ふ
相
談
。
上
作
だ
く

と
云
っ
て
借
金
の
さ
い
そ
く
の
た
め
に
今
年
の
暮
し
が
立
っ
て
行
か
ぬ
、
と
云

　
（
5
）

ふ
の
で
」
と
い
う
事
態
か
ら
は
免
れ
え
な
か
っ
た
。
太
一
家
は
四
斗
を
借
入
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
や
や
ひ
い
き
目
に
み
れ
ば
、
「
こ
ま
い
衆
」
と
し
て
借

り
た
飯
米
を
売
っ
た
よ
う
な
三
一
年
と
同
様
の
操
作
に
加
わ
る
必
要
が
な
く
な

っ
た
だ
け
、
太
一
家
の
経
営
は
漸
く
「
村
の
衆
」
の
群
れ
か
ら
離
れ
て
上
向
し

つ
つ
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
表
1
6
は
三
三
年
度
の
〈
収
入
〉
を
示
す
が
、
こ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な

特
徴
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
各
項
目
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
「
総
計
」
が
前
年

度
の
五
二
五
・
六
円
か
ら
九
四
五
・
六
円
へ
名
目
で
一
八
○
％
あ
ま
り
の
拡
大

を
み
せ
た
こ
と
、
こ
の
伸
長
は
「
事
業
」
、
「
事
業
外
」
各
収
入
の
双
方
の
伸
ぴ

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
右
の
う
ち
、
「
雑
収
入
」
の
増
加
は
五
月
母
親
が
中
風
に
倒
れ
、
そ
の
見
舞

金
（
「
被
贈
」
）
お
よ
び
函
館
の
弟
か
ら
の
送
金
（
「
仕
送
り
」
）
三
〇
円
が
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
事
業
外
収
入
」
の
増
加
は
右
の
よ
う
な
撹
乱

要
因
の
た
め
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
年
度
の
〈
収
入
〉
構
成
上
の
特
色
は
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

「
事
業
収
入
」
の
急
激
な
増
加
に
求
め
る
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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「
事
業
収
入
」
は
前
年
の
四
七
一
円
か
ら
八
四
二
円
に
名
目
で
八
○
％
近
い
増
加
を
み
せ
て
い
る
が
、
こ
の
増
額
は
と
り
わ
け
「
水
稲
」

（
対
前
年
比
一
六
三
・
八
％
）
、
「
畜
産
」
（
同
三
四
一
・
三
％
）
、
「
雑
収
入
」
（
同
五
一
二
・
四
％
）
に
よ
っ
て
い
る
。
「
水
稲
」
に
つ
い
て

は
既
に
そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
た
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
畜
産
」
お
よ
び
「
雑
収
入
」
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
吟
味
を
加
え
よ
う
。

「
雑
収
入
」
の
源
泉
は
、
三
一
年
度
の
よ
う
に
多
彩
な
品
目
に
わ
た
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
輪
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
山
菜
の
採
取
時

期
は
客
土
お
よ
び
本
田
の
肥
料
設
計
な
ど
に
主
力
が
注
が
れ
て
「
山
行
き
」
は
み
ら
れ
ず
、
収
入
の
あ
る
時
期
も
七
月
か
ら
十
月
の
四
カ

月
間
に
限
ら
れ
、
三
一
・
二
年
度
と
は
著
し
い
対
称
を
示
し
て
い
る
。
三
三
年
の
夏
は
高
温
が
続
き
、
そ
れ
が
一
方
で
は
稲
作
に
好
結
果

を
も
た
ら
し
た
が
、
他
方
で
は
景
気
の
若
干
の
上
向
と
あ
わ
せ
て
鮒
の
需
要
を
喚
起
し
、
早
く
も
六
月
初
旬
「
松
露
庵
よ
り
鯵
の
注
文
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
。
今
時
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
に
」
と
い
う
例
年
に
な
い
事
態
に
結
び
つ
い
た
。
七
月
四
日
か
ら
鶴
岡
の
料
亭
「
松
露
庵
」
へ
の
出
荷

が
初
ま
り
、
一
貫
目
上
物
で
一
円
三
〇
銭
と
い
う
高
値
で
取
引
き
が
成
立
す
る
。
鮒
は
夕
方
に
「
ヘ
ナ
ワ
」
を
か
け
翌
朝
早
く
に
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

引
き
あ
げ
て
と
る
の
だ
が
、
注
文
が
殺
到
し
て
、
七
月
に
一
七
円
、
八
月
、
九
月
に
九
円
な
い
し
八
円
、
そ
し
て
一
〇
月
に
五
円
の
収
入

を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
な
ま
ず
今
朝
は
大
漁
だ
。
数
で
四
十
八
尾
、
重
量
で
ニ
メ
あ
っ
た
。
土
木
は
一
日
六
十
銭
だ
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
は
一
朝
で
二
・
四
〇
円
の
収
入
だ
」
に
、
「
雑
収
入
」
の
経
営
に
対
す
る
位
置
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
鯨
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
活
費
の
補
填
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
「
雑
収
入
」
な
い
し
雑
業
の
語
感
か
ら
く
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
内
実
に
か
な
り
の
隔

絶
の
あ
る
こ
と
に
も
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
景
気
の
若
干
の
回
復
と
酷
暑
が
与
っ
て
カ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
。

「
畜
産
」
一
三
五
・
一
円
の
内
訳
は
養
鶏
ご
一
〇
・
一
円
、
養
豚
一
五
円
で
あ
り
、
養
兎
は
収
入
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
元
来
、
養
兎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

は
毛
皮
販
売
が
目
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
行
す
る
優
良
品
種
の
入
手
が
意
識
的
に
追
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
繁
殖
そ
の
も
の
に

　
　
　
（
m
）

失
敗
が
多
く
、
収
入
を
も
た
ら
す
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
養
豚
収
入
一
五
円
は
三
月
に
妊
娠
中
の
豚
一
頭
を
販
売
し
た
代
金
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
。
そ
の
後
太
一
家
の
養
豚
事
業
は
一
方
で
こ
れ
ま
で
同
様
の
肥
育
が
継
続
（
六
月
仔
豚
購
入
）
す
る
と
と
も
に
他
方
で
は
立
川
養
豚
揚
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か
ら
種
豚
を
共
同
購
入
し
て
優
良
種
の
繁
殖
を
は
か
る
動
き
に
わ
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
肥
育
に
繁
殖
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

五
月
か
ら
「
消
費
組
合
」
を
母
体
に
種
豚
の
共
同
購
入
が
計
画
さ
れ
、
一
二
月
に
「
い
よ
く
種
豚
購
入
決
定
し
て
、
○
○
宅
へ
参
集
。

　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
耳
）

会
す
る
者
十
名
」
で
一
人
一
〇
円
を
出
資
し
て
発
注
、
同
月
一
四
日
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
の
養
鶏
は
、
前
年
の
一
二
月
に
「
目
下
の
俺
は
明
年
春
の
育
雛
の
心
が
ま
へ
で
一
ぱ
い
だ
。
こ
の
頃
は
毎
日
の
様
に
、
鶏
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
云
っ
て
ゐ
る
自
分
で
あ
る
こ
と
に
自
身
気
づ
い
て
ゐ
る
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
早
く
か
ら
経
営
の
重
要
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
優
良
雛
の
育
成
に
よ
る
鶏
卵
の
販
売
で
あ
る
が
、
収
入
そ
の
も
の
は
鶏
卵
売
上
代
金
と
成
鶏
売
却
代
金
と

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
年
度
内
の
養
鶏
収
入
一
二
〇
・
一
円
の
う
ち
、
五
二
円
は
二
歳
鶏
売
却
代
一
二
円
（
一
〇
月
）
と
幼
鶏
売

却
代
四
〇
円
（
一
二
月
）
に
よ
っ
て
お
り
、
残
り
六
八
円
は
月
々
の
鶏
卵
売
却
代
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
養
鶏
は
鶏
卵
販
売
か
ら
幼
鶏
販

売
へ
の
転
機
に
位
置
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
一
般
に
農
家
副
業
と
し
て
の
養
鶏
は
成
鶏
卵
の
販
売
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
し
た
が
っ

て
恐
慌
期
に
は
多
く
の
農
村
で
鶏
卵
の
生
産
量
が
急
速
に
増
加
す
る
が
、
右
の
転
換
を
経
た
太
一
家
の
養
鶏
は
優
良
雛
を
購
入
し
て
育
成

し
、
そ
れ
を
鶏
卵
の
採
集
・
販
売
を
企
図
す
る
周
辺
農
家
に
売
却
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
五
月
五
日
に
五
〇
羽
の
雛
の
育
成
を
開

始
す
る
が
、
五
月
二
三
日
に
は
そ
れ
が
三
七
羽
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
高
度
な
育
雛
技
術
と
そ
れ
な
り
の
危
険
性
を
も
つ
事

業
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
右
の
転
換
を
ほ
ぼ
一
年
が
か
り
で
遂
げ
る
に
至
っ
た
か
。
そ
れ
を
次
に
見
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
時
間
を
追
っ
て
跡
付
け
て
み
よ
う
。

　
年
度
初
め
の
三
月
、
太
一
家
は
早
く
も
飼
料
の
欠
乏
に
直
面
す
る
。
「
有
畜
農
業
を
や
ろ
う
と
想
へ
ば
、
ま
ず
第
一
に
参
っ
て
し
ま
ふ
の

は
飼
料
の
間
題
だ
。
鶏
二
〇
羽
で
、
枇
は
も
う
な
く
な
り
っ
㌧
あ
る
」
の
が
三
月
二
日
で
あ
っ
た
。
四
月
に
入
り
「
鶏
の
収
支
決
算
を
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巧
）

っ
て
見
た
ら
ト
ン
ト
ン
で
、
今
成
鶏
を
全
部
売
却
す
れ
ば
そ
の
分
だ
け
利
益
と
な
る
」
こ
と
が
判
り
、
「
成
鶏
を
売
却
し
て
、
何
か
を
や
る
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

資
金
に
し
よ
う
と
思
っ
て
る
が
、
ま
さ
か
売
ろ
う
と
思
ふ
と
仲
汝
買
手
が
な
い
」
ま
ま
に
、
五
月
に
購
入
し
た
雛
五
〇
羽
と
越
年
し
た
成
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鶏
を
飼
育
し
て
一
〇
月
に
至
る
。
こ
の
間
、
麦
な
ど
を
与
え
て
飼
料
の
確
保
は
で
き
る
の
だ
が
、
三
三
年
産
米
が
豊
作
で
あ
っ
た
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

「
鶏
の
枇
買
ひ
に
出
て
見
た
が
、
ど
こ
で
も
上
作
な
の
で
」
再
ぴ
飼
料
の
欠
乏
に
直
面
し
、
よ
う
や
く
、
ま
ず
二
歳
鶏
一
三
羽
を
一
二
円

で
売
却
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
他
方
、
こ
の
頃
か
ら
卵
価
は
上
昇
を
は
じ
め
「
卵
鶏
大
暴
騰
で
、
成
鶏
卵
は
三
銭
七
厘
、
仔
鶏
卵
は
三

　
　
　
　
（
担
）

銭
と
い
う
好
況
」
を
呈
し
、
夏
頃
の
二
倍
ほ
ど
に
卵
価
が
は
ね
あ
が
る
。
村
内
に
「
卵
買
ひ
」
の
商
人
が
出
入
り
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な

る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
か
ら
、
養
鶏
が
農
家
の
注
目
を
集
め
て
普
及
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
背
景
に
加
え
、
一
二
月
一
五
日
、

十
年
前
に
父
親
が
保
証
人
に
立
っ
て
い
た
借
金
の
支
払
命
令
と
差
押
え
処
分
に
直
面
し
、
一
九
日
、
既
述
の
よ
う
に
幼
鶏
を
一
羽
一
円
九

〇
銭
で
売
却
し
て
一
時
太
一
家
か
ら
鶏
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
『
日
記
』
か
ら
知
り
う
る
事
情
は
右
で
す
べ
て
で
あ
る
が
、
借
金
返
済
の
必
要
が
な
け
れ
ば
若
鶏
の
売
却
は
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
金
の
工
面
」
に
促
迫
さ
れ
た
一
種
の
窮
迫
販
売
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
三
四
年
度
の
若
鶏
の

売
却
は
、
翌
年
迄
飼
育
し
て
採
卵
す
る
か
、
そ
れ
を
せ
ず
に
売
却
す
る
か
を
吟
味
し
て
お
り
、
三
五
年
度
に
も
若
鶏
に
育
成
し
て
直
ち
に

売
却
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
村
内
に
は
若
鶏
に
対
す
る
根
強
い
需
要
の
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
採
卵
が
可
能
に
な
る
ま

で
育
成
し
た
若
鶏
を
売
却
す
る
こ
と
を
、
直
ち
に
窮
迫
販
売
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
ど
う
規

定
す
る
か
は
と
り
あ
え
ず
お
く
と
し
て
も
、
次
の
点
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
太
一
家
が
村
内
の
養
鶏
業
の
展
開
に
占

め
る
位
置
に
変
化
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
雛
を
販
売
す
る
養
鶏
業
と
卵
を
販
売
す
る
養
鶏
業
と
の
中
間
に
、
太
一
家
の
養
鶏
業
は
位
置

を
か
え
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
投
下
資
本
の
回
収
が
早
ま
り
資
本
の
回
転
が
速
く
な
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
価

格
変
動
の
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
順
応
性
が
高
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
ほ
か
に
、
「
加
工
品
」
に
つ
い
て
若
干
の
言
及
を
加
え
て
お
こ
う
。
材
料
自
給
の
た
め
に
藺
草
の
作
付
が
開
始
し
た
こ
と
は
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

に
述
ぺ
た
が
、
八
月
に
そ
の
刈
り
と
り
と
乾
燥
が
お
こ
な
わ
れ
、
「
自
家
生
産
の
藺
草
で
ご
ざ
を
織
っ
て
見
た
が
、
頗
る
美
麗
な
も
の
」
が
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（
2
1
）

出
来
上
り
、
「
役
揚
後
の
養
魚
池
を
う
め
て
、
こ
こ
に
藺
草
を
植
え
」
、
自
給
の
拡
大
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
、
当
年
度
の
支
出
動
向
を
検
討
し
よ
う
。

　
ま
ず
「
事
業
支
出
」
（
表
1
7
）
で
は
、
「
合
計
」
額
は
、
農
村
物
価
の
上
昇
を
う
ら
づ
け
る
よ
う
に
、
初
め
て
四
〇
〇
円
の
大
台
に
の
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
各
費
目
．
こ
と
に
見
る
と
、
肥
料
代
金
が
五
六
・
二
％
と
過
半
を
占
め
、
こ
れ
に
「
動
物
」
お
よ
び
そ
の
「
飼
料
」
代
金

が
各
々
一
四
％
あ
ま
り
を
し
め
、
こ
れ
ら
で
全
体
の
八
五
％
内
外
を
構
成
し
て
い
る
。
肥
料
代
金
の
高
騰
は
す
で
に
前
年
度
か
ら
認
め
ら

れ
て
お
り
、
養
豚
お
よ
び
養
鶏
の
拡
大
が
飼
料
代
の
増
加
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
既
に
み
た
よ
う
に
全
く
収
入
源
泉
と
な
ら

な
か
っ
た
兎
に
は
二
〇
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
恐
慌
か
ら
の
回
復
過
程
に
畜
産
が
急
速
に
普
及
す
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
が
ら
だ

が
、
太
一
家
に
お
け
る
養
兎
は
そ
の
試
行
錯
誤
が
失
敗
に
帰
し
た
事
例
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
豚
代
金
一
一
円
の
う
ち
一
〇

澱
鴇
蝦
懸
渦
　
壁
　
（
一
〇
呂
“
岡
）

簸

懸

糾

圧

麟
麟

　
　
　
置

（
遜
）
　
　
（
翼
）

　
書

（
謁
）
　
　
（
理
）

麗
輩
　
　
置
単
　
　
懸
嵐
日
　
　
甘
H
嗣
輩
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円
は
種
豚
代
、
一
円
は
種
付
料
で
あ
り
、
種
豚
の
共
同
購
入
と
い
う
新
規
の
支
出
を
別
に
す
れ
ば
、
種
付
け
に
よ
る
繁
殖
と
肥
育
は
前
年

の
パ
タ
ー
ン
と
同
一
で
あ
り
、
養
豚
が
既
に
軌
道
に
の
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
種
豚
の
購
入
は
、
種
付
け
料
の
節
約
と
と
も
に

優
良
種
と
の
交
配
に
よ
る
優
良
な
豚
の
生
産
を
め
ざ
し
て
い
る
点
で
、
こ
の
年
の
雛
鶏
購
入
と
共
通
す
る
。
い
ず
れ
も
優
良
種
の
飼
育
に

よ
っ
て
一
層
効
率
の
高
い
畜
産
を
め
ざ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
次
い
で
高
い
金
額
を
記
録
し
た
「
農
用
建
物
」
の
内
容
は
、
納
屋
屋
根
の
板
か
ら
ト
タ
ン
ヘ
の
葺
き
か
え
と
種
豚
舎
の
建
設

費
で
あ
る
。

　
ぎ
で
、
以
上
を
ふ
ま
だ
て
、
こ
れ
を
前
年
の
「
事
業
支
出
」
と
比
較
す
る
と
、
太
一
家
の
経
営
が
こ
こ
に
至
っ
て
相
当
の
旋
回
を
な
し

と
げ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
「
種
苗
」
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
前
年
の
ナ
ス
、
，
大
根
な
ど
か
ら
馬
鈴
薯
、
菜
種
、
白

菜
、
ソ
バ
な
ど
畑
作
物
の
品
種
の
多
様
化
に
意
が
注
が
れ
て
お
り
、
ま
た
養
鶏
で
も
、
茨
木
の
養
鶏
場
か
ら
五
〇
羽
の
雛
を
購
入
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
三
二
年
に
は
近
在
の
養
鶏
家
か
ら
も
少
数
の
雛
の
分
譲
を
受
け
て
い
た
の
に
比
べ
、
養
鶏
羽
数
の
急
激
な
拡
大
と
優
良
種

の
飼
育
の
開
始
は
ま
さ
に
飛
躍
と
呼
び
う
る
で
あ
ろ
う
。
支
出
額
が
「
種
苗
」
で
二
倍
強
、
「
動
物
」
で
は
効
率
を
抜
き
に
す
れ
ば
五
倍
強

の
伸
び
が
、
太
一
家
の
農
業
経
営
の
多
角
化
と
有
畜
化
と
を
大
き
く
前
に
進
め
た
こ
と
は
、
お
お
う
べ
く
も
な
い
事
実
と
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

ら
な
い
。
た
し
か
に
、
一
羽
三
四
銭
の
雛
を
購
入
す
る
こ
と
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
零
細
性
や
養
鶏
の
収
支
が
「
ト
ン
ト
ン
」

で
あ
る
と
い
っ
た
限
界
性
は
充
分
に
ふ
ま
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
三
一
年
当
時
抱
え
て
い
た
経
営
全
体
の
零
細
性
が
徐
々
に
克
服
さ
れ
払

拭
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
収
支
に
含
ま
れ
な
い
費
目
を
表
1
8
に
掲
げ
た
。
「
家
計
費
」
で
は
太
一
の
結
納
に
か
か
わ
る
経
費
二
八
．
五
円
を
除
く
と
、
飲

食
費
が
最
大
で
六
三
・
七
円
と
「
家
計
費
」
全
体
の
二
三
・
九
％
を
し
め
、
以
下
、
交
際
費
三
八
・
六
円
（
一
四
．
五
％
）
、
消
費
組
合

へ
の
支
払
い
三
〇
・
○
円
（
一
一
・
二
％
）
、
被
服
費
二
九
・
五
円
（
一
一
・
○
％
）
、
保
健
・
衛
生
費
二
七
．
四
円
（
一
〇
．
三
％
）
と
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　　　　　　　　表18その他の収支（1933年度）

　　　財　　産　　的　　収　　入

準現金引出　　借入金借入　　　　計

　　　3．5　　　　27，0　　　30．5（円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　財　産　的　支　出
家計費　租税公課負債利子
　　　　　　　　　　　　　保険　　講　　組合出資金借入金返済　　　計

　293．5　　20．8　　61．1　　6．0　　0．4　　　1，0　　　60．0　　67．4（円）

（注）　1）　『日記』より集計。10銭未満四捨五入・

続
く
。
太
一
の
婚
礼
を
控
え
て
被
服
費
の
ほ
か
に
、
住
宅
修
繕
費
、
家
具
什
器
費
も
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
消
費
組
合
へ
の
支
払
い
は
「
組
合
へ
払
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
内
訳
の
不
明
な
出

費
を
一
括
し
て
い
る
。
「
家
計
費
」
に
含
ま
れ
な
い
支
出
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
三
二
年
か
ら
動
き
だ
し
た
消
費
組
合
運
動
は
こ
の
時
期
に
な
る
と
か
な
り
の
普
及
を
み
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
V

三
三
年
末
の
売
掛
金
も
六
七
円
に
の
ぼ
っ
て
、
村
内
有
力
者
お
よ
び
村
当
局
を
し
て
産
業
組
合

設
立
の
必
要
を
認
識
せ
し
む
る
に
至
る
。
す
な
わ
ち
、
春
に
村
主
催
で
県
の
係
官
を
呼
ん
で
開

か
れ
た
「
産
業
組
合
の
協
議
会
」
で
は
当
局
の
「
村
の
産
業
組
合
に
対
す
る
関
心
も
あ
る
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

迄
の
こ
と
で
、
（
組
合
設
立
の
）
要
望
は
し
て
ゐ
な
い
有
様
」
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
に
は
「
産
業

組
合
賛
成
の
気
持
ち
が
、
村
当
局
、
と
り
わ
け
木
村
さ
ん
（
木
村
九
兵
衛
）
の
意
志
表
示
が
は
っ

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

き
り
と
物
語
っ
て
ゐ
る
」
ま
で
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
変
化
は
村
内
の
有
力
者

や
村
当
局
が
太
一
ら
の
消
費
組
合
運
動
に
容
認
な
い
し
支
持
を
与
え
た
た
め
で
は
な
く
、
逆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
V

「
木
村
九
兵
衛
氏
が
、
俺
達
の
運
動
を
甚
だ
危
険
視
し
て
」
、
そ
れ
へ
の
対
抗
な
い
し
治
安
対
策

と
し
て
現
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
表
中
の
「
借
入
金
借
入
」
は
郵
便
局
の
簡
易
保
険
か
ら

の
む
の
で
、
雛
鶏
の
購
入
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
「
借
入
金
返
済
」
は
先
の
米
穀
商
の
倒
産
に

よ
っ
て
生
じ
た
小
作
料
負
債
の
償
還
金
で
あ
る
。

　
以
上
を
総
括
し
て
当
年
度
の
収
支
を
み
る
と
（
表
1
9
）
、
収
入
九
七
六
・
一
円
、
支
出
八
四

三
・
二
円
と
な
り
、
差
引
一
三
三
・
八
円
の
余
剰
を
生
ん
で
い
る
が
、
収
入
の
う
ち
二
七
円
は

借
入
金
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
差
引
け
ば
一
〇
六
円
あ
ま
り
の
余
剰
と
な
る
。
だ
が
、
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ω
．
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ひ
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旧
）

一
〇
9
0
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駅
）

蝸
　
　
惣
　
　
埼
　
　
E

贈
懸
掛
任
　
藩
単
鴎
狂

凱10

跡
露
甜
一
」
申
　
曲
虫
》
累
　
　
醤
理
羅

罪

母
煕
唇
掛
任

ゆ
　
聖
、

ω
O
ひ
b

“
y
一

oω
串』くハ

轟
O
O
、
令

斜
N
■
q

O
一
。
一y

N

N
ρ
o
o

卜o

N
O
9
頓

い
避
Q
o

署
い
Q
o

O
国
●
O

ひ
丼
轟

QQ

oo

い
■
N
（
忍
）

一
〇
ρ
O
（
駅
）

（
韓
）
　
一
）
　
『
m
剖
』
旨
q
接
摯
o
一
〇
聾
悔
難
圏
導
國
＞
o

こ
の
余
剰
は
絶
え
ず
回
転
す
る
経
営
を
切
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
み
せ
か
け
の
余
剰
で
あ
る
。
年
度
末
の
二
月
二
一
日
に
米
五
．

五
石
の
販
売
代
金
一
一
八
・
三
円
と
「
米
生
産
費
調
査
」
手
当
一
〇
円
の
計
二
一
八
・
三
円
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
実
質
的

な
経
営
収
支
は
簡
易
保
険
の
借
入
金
二
七
円
に
相
等
す
る
程
度
の
赤
字
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
総
括
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
収
入
の
八
○
％
以
上
は
「
農
業
収
入
」
で
あ
り
、
米
穀
販
売
収
入
は
収
入
全
体
の
六
六
％
、

年
々
増
加
す
る
畜
産
収
入
が
二
一
丁
八
％
を
し
め
る
。
こ
れ
ら
を
含
む
農
業
収
入
で
支
出
全
体
を
賄
う
こ
と
は
、
豊
作
で
し
か
も
米
価
が

一
時
は
石
当
り
二
五
円
ま
で
回
復
し
た
当
年
度
で
も
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
が
、
負
債
償
還
に
要
し
た
六
〇
円
を
除
外
す
る
な
ら
、
既
に

若
干
の
余
剰
を
生
ず
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
揚
合
、
農
業
収
入
の
六
六
％
は
米
の
作
況
と
米

価
の
変
動
に
依
存
し
て
お
り
、
経
営
の
多
角
化
と
有
畜
化
の
努
力
だ
け
で
は
必
ず
し
も
経
営
の
安
定
化
は
達
成
で
き
な
い
こ
と
に
も
留
意



し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小作農家の経営史的分析

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）四

割
安
と
の
こ
と
」
（
四
月
一
二
日
）

の
で
あ
る
。

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

『
日
記
』
三
三
年
六
月
三
〇
日
。

前
掲
、
拙
稿
「
戦
時
下
」
参
照
。

太
一
家
の
経
営
の
技
術
的
展
開
の
検
討
は
、
別
稿
に
ゆ
ず
り
、
後
日
を
期
す
こ
と
に
す
る
。

『
日
記
』
三
三
年
一
〇
月
二
一
日
。
引
用
中
カ
ッ
コ
内
は
原
文
。

『
日
記
』
三
四
年
一
月
七
日
。

『
日
記
』
三
二
年
六
月
八
日
。

「
大
ス
ピ
ー
ド
を
か
け
て
、
七
時
か
ら
洞
合
ヘ
ヘ
ナ
ワ
を
か
け
る
。
乾
の
注
文
殺
到
だ
。
」
、
『
日
記
』
三
三
年
八
月
六
日
。

『
日
記
』
三
三
年
七
月
一
三
日
。

三
三
年
四
月
の
東
京
の
問
屋
の
買
入
値
段
表
で
は
「
ど
う
も
レ
ッ
キ
ス
種
は
駄
目
で
あ
る
と
思
っ
た
。
二
月
五
日
で
一
円
五
〇
銭
で
今
は
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
り
、
翌
年
二
月
に
は
「
照
会
し
た
兎
毛
皮
の
相
揚
表
く
る
。
レ
ッ
キ
ス
物
は
な
か
っ
た
」
（
二
月
二
八
日
）

カ
ス
タ
ー
種
は
三
回
の
種
付
け
が
す
ぺ
て
失
敗
し
て
い
る
（
『
日
記
』
三
四
年
二
月
一
四
日
）
。

農
会
『
東
北
地
方
農
業
団
体
二
関
ス
ル
調
査
』
、

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

『
日
記
』
三
三
年
六
月
二
一
日
。

『
日
記
』
三
三
年
五
月
一
日
。

『
日
記
』
三
三
年
一
二
月
五
日
。

「
消
費
組
合
」
を
母
体
に
し
た
こ
の
種
豚
購
入
が
後
に
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
二
年
、

『
日
記
』
三
三
年
一
二
月
一
七
日
。

『
日
記
』
三
三
年
四
月
七
日
。

『
日
記
』
三
三
年
四
月
一
二
日
。

＝
名
を
粗
織
す
る
「
大
泉
村
養
豚
組
合
」
（
全
畏
阿
部
太
一
）

一
七
一
－
二
頁
参
照
。

に
発
展
す
る
。
帝
国
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（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

『
日
記
』
三
三
年
一
〇
月
七
日
。

『
日
記
』
三
三
年
二
月
八
日
。

『
日
記
』
三
三
年
八
月
一
四
日
。

『
日
記
』
三
三
年
八
月
一
〇
日
。

「
茂
原
（
養
鶏
揚
）
よ
り
返
信
あ
っ
て
鑑
別
雛
は
白
レ
グ
メ
・
ー
ド
で
三
十
八
銭
の
由
。
高
い
く
。
」
（
『
日
記
』
三
三
年
一
〇
月
二
七
日
。

　
ッ
コ
内
は
田
暗
）
。

（
2
3
）
　
『
日
記
』
三
三
年
＝
一
月
二
九
日
。

（
2
4
）
『
日
記
』
三
三
年
三
月
一
一
日
。
カ
ッ
コ
内
は
田
崎
。

（
2
5
）
『
日
記
』
三
四
年
二
月
一
一
日
。
カ
ッ
コ
内
は
田
崎
。

（
2
6
）
『
日
記
』
三
三
年
一
〇
月
一
九
日
。

カ

234

　
　
　
　
　
　
四
　
一
九
三
四
年
度

　
三
四
年
に
持
ち
こ
さ
れ
た
三
三
年
産
米
は
、
例
年
な
ら
三
、
五
、
七
月
の
三
回
に
販
売
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て

毎
月
一
－
二
俵
宛
の
売
却
を
可
能
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
四
月
の
太
一
の
結
婚
に
と
も
な
う
支
出
を
賄
う
た
め
に
、
売
却
月
が
い
さ
さ
か

変
化
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
当
年
度
出
来
秋
ま
で
の
売
却
量
二
・
三
六
石
は
前
年
よ
り
約
一
俵
多
く
、
加
え
て
五
月
に
は
椙

尾
神
社
の
当
年
の
神
宿
と
な
っ
た
母
親
の
里
方
に
祝
儀
と
し
て
二
俵
を
出
す
こ
と
も
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
三
年
の
豊
作
が
大

き
な
カ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
三
四
年
産
米
は
、
周
知
の
「
東
北
大
凶
作
」
に
み
ま
わ
れ
、
反
収
は
前
年
の
二
・
七
一
石
か
ら
一
・
五
九
石
に
急
減
し
、
収

量
も
ま
た
前
年
比
六
〇
・
三
％
の
四
四
・
五
七
石
に
お
わ
っ
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
三
〇
年
以
来
最
低
の
記
録
で
あ
っ
た
。



小作農家の経営史的分析

　
七
月
の
中
旬
か
ら
雨
天
が
続
い
て
気
温
も
上
ら
ず
「
ど
う
も
今
年
は
除
草
は
あ
ま
り
こ
の
寒
さ
で
は
や
ら
ぬ
方
が
か
え
っ
て
よ
い
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

云
ふ
の
で
止
す
こ
と
に
す
る
」
ほ
ど
で
あ
り
、
七
月
の
中
旬
に
は
他
家
の
水
田
で
発
生
し
た
稲
熱
病
が
太
一
家
の
稲
に
も
感
染
す
る
な
ど

猛
威
を
ふ
る
い
は
じ
め
る
。
「
亦
降
る
雨
だ
。
稲
熱
病
の
発
生
に
あ
つ
ら
へ
向
き
の
毛
雨
だ
。
寄
る
と
さ
わ
る
と
、
稲
熱
病
の
話
で
持
ち

　
　
（
2
）

切
り
で
あ
」
っ
た
の
も
七
月
の
う
ち
で
、
八
月
に
な
る
と
早
く
も
秋
風
が
吹
き
は
じ
め
「
稲
熱
病
に
関
し
て
は
皆
あ
き
ら
め
て
ゐ
る
の
で
、

そ
う
声
を
杏
し
て
云
薯
寒
く
覧
」
て
し
ま
い
・
九
月
に
禦
糞
は
じ
契
・
と
く
に
、
太
蒙
の
居
隼
る
自
林
は
低
湿

地
が
多
い
た
め
打
撃
も
激
甚
で
、
刈
入
れ
に
出
た
太
一
は
「
一
望
八
十
町
歩
の
谷
地
は
皆
枯
れ
果
て
㌧
ゐ
る
。
な
ん
と
悲
惨
な
稲
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
と
よ
。
も
う
く
腹
一
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
。
し
か
も
、
九
月
二
一
日
の
「
大
暴
風
雨
」
が
穂
に
ほ
（
刈
取
っ
た
稲
を
丸
太
を
中

心
に
丸
く
積
み
あ
げ
た
も
の
。
庄
内
地
方
の
稲
の
乾
燥
の
方
法
で
あ
る
）
を
吹
き
と
ば
し
て
、
僅
か
な
実
り
を
脱
粒
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の

だ
か
ら
、
全
く
「
泣
面
に
蜂
」
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
一
八
日
の
霰
に
は
最
早
脱
粒
を
惜
し
む
こ
と
も
な
い
。
「
今
年
は
そ
う
惜
し
く
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
稲
故
に
、
霰
で
た
㌧
き
お
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
穂
に
ほ
も
、
あ
き
ら
め
て
ゐ
る
。
ト
テ
モ
早
く
冬
が
来
た
も
の
だ
」
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
二
一
月
に
入
る
と
作
引
を
頼
み
に
地
主
の
家
々
を
訪
ね
る
が
、
村
の
寄
合
で
は
「
四
割
の
作
引
願
ゆ
の
こ
と
に
決
定
」
を
み
、
太
一
家

に
関
わ
る
地
主
総
て
の
態
度
が
決
し
た
の
は
年
を
越
し
た
一
月
で
あ
っ
た
。
最
高
三
三
％
、
最
低
で
も
二
五
％
、
減
額
さ
れ
た
小
作
料

八
・
五
石
、
平
均
の
減
免
率
は
二
七
％
弱
と
な
っ
た
。
「
た
と
ひ
不
可
抗
力
に
て
小
作
料
以
下
の
減
収
を
し
た
時
も
決
し
て
作
引
は
申
出

　
　
　
（
7
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ざ
る
こ
と
」
と
い
う
小
作
証
書
を
入
れ
さ
せ
た
地
主
も
含
め
、
減
免
慣
行
の
適
用
さ
れ
る
地
所
に
は
す
べ
て
減
免
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ

も
そ
も
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
四
四
石
余
か
ら
二
〇
石
を
支
払
え
ば
売
却
米
の
大
幅
な
圧
縮
は
避
け
う
ぺ
く
も
な
い
。

　
表
2
0
に
よ
れ
ば
、
年
度
内
に
当
年
産
米
三
四
石
余
り
が
手
元
を
離
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
売
却
↓
換
金
さ
れ
た
の
は
一
一
．
九
石

（
三
五
・
○
％
）
に
と
ど
ま
り
、
過
半
の
五
九
・
三
％
は
小
作
料
の
支
払
い
分
と
な
っ
て
い
る
。
小
作
料
減
免
率
二
七
％
弱
の
限
界
は
明

ら
か
で
あ
る
。
‘
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　　（単位：石）

　年・月

1934・3

　34・4

　34・5

　34・6

　34・7

　34・8

　34・9

　34・10

　34。11

　34・12

　35・1

　35・2

購入　借入その他入　小作料借入返済売却その他出

0．08

0．12

0．30

0．23

0．05

　　　　　　　0，50

　　　　　　　0．40寧

　　　　　　　O．98

　　　　　　　0．48

　　　　　　　0．60

　　　0．81　　　　5．60

6．38　　　1．14　　　　1．90

13．98　　　　　　　　　　2，40

　　　　　　　0．40

0，15

0．12

0。80

0．05

0．33

0．15

33

産
米
　
　
　
　
　
3
4
年
産
米

（注）　1）　＊印は米糠との交換分。

　　2）『日記』より集計。合以下四捨五入。但し小作料は一部推計。

　　　　　　　表21　事業収入・事業外収入（1934年度）

事 業 収 入

農　　業　　収　　入

水稲畑作物加工品畜産　　計

　　農外収入

商業雑収入　　計
合　計

393．5　　　18．6　　　25。5　　　76．1　　513，6

63．6　　　　3．0　　　　4．1　　　12．3　　　83．0

1．2　　　50，5　　　51，6

0．2　　　　8，2　　　　8．3

565、2（円）

9L3（％）

事 業 外 収 入

労賃俸給手当収入 雑 収 入 総　　計
合計

被用労賃その他計　仕送り被贈家事収入その他　計

8．7　14，0　22．7　　25．0　32　　1。O　　L7　30．9　53，6　　618，8（円）

1，4　2。3　3。7　4。0　05　0．2　0，3　5。0　8。7　100，0（％）

（注）　1）『日記』より集計。10銭未満四捨五入。
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小作農家の経営史的分析

　
右
の
ご
と
き
、
豊
作
か
ら
凶
作
へ
の
急
変
こ
そ
三
四
年
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
が
、
次
に
経
営
の
展
開
の
検
討
に
入
る
こ
と
に
し
よ
う

（
表
2
1
）
。

　
三
四
年
度
の
〈
収
入
〉
総
計
六
一
八
．
八
円
は
九
四
五
・
六
円
を
記
録
し
た
前
年
の
六
五
・
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
減
収
三
二
七
円

は
、
前
年
の
母
親
の
発
病
の
際
の
仕
送
り
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
が
「
事
業
収
入
」
の
減
収
（
二
七
七
・
二
円
）
に
よ
る
も
の
で
、
「
水

稲
」
お
よ
び
「
畜
産
」
、
就
中
「
水
稲
」
収
入
の
減
収
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
米
が
「
一
等
品
な
ら
廿
七
円
の
由
。
こ
の
頃
で
は
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

円
も
し
な
い
で
あ
き
ら
め
て
ゐ
た
の
に
、
こ
れ
は
大
助
り
だ
と
内
心
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
ぬ
」
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
収
の
減
少
率
六

〇
％
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
対
前
年
比
六
一
％
の
売
米
収
入
お
よ
び
「
農
業
収
入
」
の
減
少
を
避
け
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
小
作
料
負
担
の

重
さ
と
有
畜
農
業
の
簸
小
性
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

「
水
稲
」
以
外
の
収
入
で
は
「
畜
産
」
お
よ
び
「
雑
収
入
」
が
こ
の
順
序
で
次
に
並
び
、
以
下
。
「
加
工
品
」
「
畑
作
物
」
と
続
い
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
畜
産
」
収
入
は
養
鶏
五
六
．
六
円
、
養
豚
一
九
・
五
円
で
、
前
年
に
比
し
て
大
き
く
減
額
し
た
の
は
鶏
卵
販
売
収
入
が
消
滅

し
た
こ
と
に
よ
る
。
養
鶏
の
内
容
の
転
換
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
を
加
え
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
養
豚
に
も
類
似
の
転
換
が
三
四
年
に
は

生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
前
年
の
場
合
に
は
肥
育
豚
の
販
売
が
養
豚
収
入
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
当
年
度
で
は
既
に
共
同
で
購
入
し
た
種
豚

に
よ
る
繁
殖
が
な
さ
れ
、
五
月
に
出
生
し
た
仔
豚
一
〇
頭
を
六
月
に
売
却
し
た
収
入
だ
か
ら
で
あ
る
。
右
の
養
鶏
お
よ
ぴ
養
豚
に
共
通
す

る
の
は
優
良
種
の
導
入
と
飼
育
費
の
圧
縮
で
あ
り
、
そ
れ
は
投
下
資
本
の
回
収
を
早
め
る
効
果
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
「
売
る
も
の
は
安

く
、
買
う
も
の
は
高
い
」
市
揚
関
係
へ
の
接
触
と
価
絡
変
動
の
波
に
有
利
に
対
応
す
る
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
右
の
種
豚
導
入
は
三
月
の
養
豚
組
合
結
成
に
よ
っ
て
名
実
と
も
に
形
態
を
整
え
、
さ
ら
に
六
月
に
は
郡
指
定
種
豚
と
な
っ

て
周
辺
農
家
は
も
と
よ
り
最
上
地
方
の
需
要
も
呼
ん
で
組
合
事
業
と
し
て
も
成
功
を
お
さ
め
て
い
る
。
一
一
月
に
開
か
れ
た
興
農
会
と
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

豚
組
合
と
の
総
会
で
、
前
者
で
は
「
今
年
は
凶
作
と
い
う
理
で
芸
者
も
か
け
な
い
で
の
宴
会
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
後
者
は
「
芸
者
二
名
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（
1
1
）

も
来
」
て
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
明
暗
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
「
畜
産
」
に
右
の
ご
と
き
践
行
的
な
恐
慌
回
復
過
程
へ
の
対
応
と
価
格
変
動
へ
の
順
応
性
を
高
め
る
工
夫
と
を
読
み
と
り
う
る

一
方
で
、
他
の
費
目
に
は
む
し
ろ
凶
作
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
加
工
品
」
二
五
・
五
円
は
一
三
年
度
水
準
以
来
の
高
額
だ
が
、
そ
の
原
因
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
収
穫
期
前
後
に
雨
天
が
連
続
し
た
こ

と
が
大
き
い
。
自
給
藺
草
の
み
で
は
不
足
を
き
た
し
て
数
度
に
わ
た
り
材
料
の
購
入
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
三
一
年
度
の
多
様
な
物
品
の
販
売
か
ら
次
第
に
鮒
収
入
に
限
ら
れ
て
き
て
い
た
「
雑
収
入
」
は
、
凶
作
の
た
め
に
、
少
く
と
も
次
の
二

点
で
再
び
三
一
年
度
の
状
態
に
回
帰
を
み
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
鮒
以
外
の
雑
魚
類
の
採
集
・
販
売
が
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
鯨
と

り
が
一
〇
月
に
終
了
し
た
あ
と
、
一
月
か
ら
雑
魚
と
り
が
開
始
す
る
。
稲
の
作
況
が
な
さ
し
め
た
と
言
っ
て
よ
い
。
第
二
に
、
こ
れ
と
関

係
し
て
、
「
雑
収
入
」
の
期
間
が
一
二
月
を
除
く
七
月
か
ら
一
月
に
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前
年
度
が
七
月
か
ら
一
〇
月
で
あ
っ
た
の

と
対
照
的
で
あ
り
、
一
、
四
月
以
外
の
総
て
の
月
に
「
雑
収
入
」
の
あ
っ
た
一
一
二
年
度
に
回
帰
レ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
ま
た
「
畑
作
物
」
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
庭
に
山
土
を
運
び
こ
み
「
ダ
リ
ヤ
畑
を
今
年
は
ト
マ
ト
を
植
え
様
と
思
ひ
」
、
そ
れ
を
実
行

す
る
な
ど
、
前
年
に
引
き
つ
づ
い
て
種
類
の
多
様
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
一
畝
二
歩
半
」
の
畑
を
借
入
（
小
作
料
六
升
、
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

し
当
年
は
四
升
）
し
て
耕
作
面
積
の
増
加
も
実
行
し
た
ほ
か
、
作
付
面
積
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
菜
種
↓
水
稲
↓
藺
草
の
三
毛
作
が
試
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
菜
種
（
富
士
種
）
を
引
い
て
、
そ
れ
に
稲
を
植
え
、
そ
れ
を
刈
っ
た
後
に
藺
草
を
植
え
様
と
す
る
三
毛
作
」
で
あ

る
。　

以
上
の
動
向
は
、
要
す
る
に
、
稲
の
作
況
が
急
速
に
暗
転
す
る
七
月
を
境
に
し
て
二
様
の
経
営
的
性
格
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
六
月
ま
で
の
そ
れ
は
三
三
年
産
米
の
作
況
で
あ
る
豊
作
に
支
え
ら
れ
た
経
営
全
体
の
多
角
化
と
収
益
性
の
向
上
を

狙
う
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
七
月
以
後
で
は
日
．
こ
と
に
悪
化
す
る
水
稲
に
促
迫
さ
れ
て
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
現
金
収
入
の
確
保
の
た
め
の
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そ
れ
で
あ
る
。
二
年
連
続
の
不
作
を
耐
え
つ
つ
経
営
組
織
の
高
度
化
を
は
か
り
達
成
し
て
き
た
農
家
に
も
、
そ
の
達
成
を
上
ま
わ
る
威
力

を
「
東
北
大
凶
作
」
は
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
「
雑
収
入
」
へ
の
依
存
と
い
う
方
法
を
と
り
え
た
と
こ
ろ
に
、
零
細
農
家
の
経
営
組

織
の
高
度
化
の
有
効
性
と
脆
弱
な
経
営
基
盤
の
限
界
性
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
「
雑
収
入
」
が
生
活
維
持
の
た
め
の
「
逃
げ
揚
」
と
な

っ
て
そ
の
質
的
比
重
を
高
め
て
い
る
こ
と
に
は
右
の
二
様
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
表
2
2
は
三
四
年
度
の
事
業
支
出
で
あ
る
。
支
出
総
額
は
前
年
度
と
く
ら
べ
一
一
五
円
の
減
額
で
あ
る
が
、
〈
収
入
〉
の
激
減
分
に
は
達

し
て
い
な
い
。
こ
の
点
の
立
ち
入
っ
た
検
討
か
ら
ま
ず
初
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
一
一
五
円
の
減
額
な
い
し
支
出
の
圧
縮
は
主
と
し
て
「
肥
料
」
、
「
動
物
」
、
「
飼
料
」
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
肥
飼
料
は
購
入
数

量
自
体
の
減
少
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
当
年
度
ま
た
は
次
年
度
に
縮
小
再
生
産
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

澱
8
　
細
潜
渦
　
圧
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　　　　　　　　　表23その他の収支（1934年度）

　　財産的収入

準現金引出　　　計

　　26、0　　　　26。0（円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　財　　産　　的　　支　　出
家計費　　租税公課　負債利子

　　　　　　　　　　　　　　保険　講固定資産購入　計

　320．7　　21、3　　　47，2　　　　9．9　　　2，0　　　60．0　　　　7L9（円）

（注）　1）　『日記』より集計。10銭未満四捨五入。

む
し
ろ
肥
料
は
自
給
化
の
傾
向
を
強
め
、
ま
た
飼
料
は
成
鶏
の
飼
育
が
消
滅
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
逆
に
支
出
が
増
加
し
た
の
は
「
雇
用
労
賃
」
、
「
加
工
原
料
」
、
「
農
機
具
」
な
ど
で
あ
る
が
、

コ
雇
用
労
賃
」
は
豆
粕
砕
き
賃
な
ど
で
あ
り
、
「
加
工
原
料
」
は
藺
草
お
よ
ぴ
麻
糸
な
ど
加
工
品

の
材
料
費
が
多
く
を
占
め
る
。
「
農
機
具
」
代
は
三
分
の
二
が
修
理
費
で
あ
り
、
新
規
購
入
分

は
米
撰
器
お
よ
ぴ
備
中
鍬
、
株
切
り
、
谷
地
な
た
の
新
調
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
米
撰
器
（
七
・

四
円
の
う
ち
三
円
の
み
支
払
い
）
以
外
は
現
米
九
升
五
合
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

後
述
す
る
農
耕
馬
の
購
入
を
除
け
ば
、
重
要
な
経
営
上
の
変
化
は
な
さ
れ
ず
に
終
始
し
た
と
い

っ
て
よ
い
。
既
に
く
収
入
V
の
分
析
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
凶
作
に
よ
る
収
入
規
模
の
大

幅
な
減
少
に
よ
っ
て
、
経
営
組
織
の
よ
り
一
層
の
高
度
化
に
一
大
頓
挫
が
き
た
さ
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
も
な
お
、
大
幅
な
減
額
を
は
か
っ
た
肥
料
代
お
よ
び
飼
料
代
の
比

率
は
ほ
ぼ
前
年
と
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
そ
の
他
の
収
支
」
（
表
2
3
）
で
は
、
預
金
の
引
出
し
に
よ
っ
て
二
六
円
の
補
填
が
認

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
「
家
計
費
」
の
若
干
の
増
加
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
の

「
家
計
費
」
の
増
加
も
太
一
の
婚
礼
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
相
当
の
圧
縮
の
あ
っ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
「
固
定
資
産
購
入
」
六
〇
円
は
既
に
述
べ
た
農
耕
馬
の
代
金
で
あ

る
が
、
前
年
度
に
は
同
額
が
借
入
金
返
済
に
充
当
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
借
入
金
返
済
が

停
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
借
入
金
返
済
分
を
農
耕
馬
の
購
入
に
あ
て
た
と
み
る
こ
と
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が
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
借
入
金
借
入
先
が
遠
縁
に
あ
た
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
遅
延
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
特
殊
な

事
情
を
除
い
て
農
耕
馬
の
購
入
が
実
現
し
う
る
ほ
ど
経
営
基
盤
が
強
固
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
当
年
度
の
総
括
表
を
示
そ
う
（
表
2
4
）
。
収
支
の
差
は
一
〇
二
円
あ
ま
り
の
赤
字
を
記
録
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
赤
字
は
新
規

の
借
入
金
借
入
を
と
も
な
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
年
度
の
一
三
〇
円
あ
ま
り
の
繰
越
金
を
考
え
れ
ば
、
凶
作
に
よ
る
経
営
の
打
撃

が
経
営
組
織
の
高
度
化
を
押
し
と
ど
め
る
以
上
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
す
る
先
の
結
論
を
確
認
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
。
こ
こ
に
、
こ
の
間
の
経
営
の
組
織
替
の
意
義
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
実
は
そ
れ
だ
け
で
は
不
充
分
な
の
で
あ
っ
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
重
要
な
変
化
が
三
四
年
の
秋
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
生

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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懸
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簸
矯
学
號
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罪
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μ
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卦
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申
　

輸
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獣
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蝿
理
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理
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呂
断
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ゆ
　
理

N
Q
o
一
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一

ω
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㍉

o恥
σ、くハ

幅
o
o
塾
U

ω
O
o
し

“
丼
N

9
い

N
一
⇔

b
o
，
o
o

ω
N
O
㍉

轟
い
b

ひ
N
轟
㍉

O
O
。
轟

刈
一
■
O

O
■
ひ

刈
轟
ひ
ぴ
（
「
』
）

一
〇
ρ
O
（
畿
）
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第
一
に
、
太
一
家
の
経
営
が
明
ら
か
に
、
大
字
内
の
経
営
水
準
か
ら
離
れ
て
上
向
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
『
日
記
一
か
ら
該
当
箇
所

を
引
用
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
；
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

　
「
今
朝
寄
合
あ
っ
て
、
政
府
米
の
払
下
米
四
斗
入
八
円
　
銭
と
、
肥
料
の
こ
と
相
談
の
由
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ご

　
「
私
は
や
は
り
○
O
O
へ
、
昼
迄
、
十
二
本
刈
る
。
…
…
お
昼
飯
は
O
O
O
で
馳
走
に
な
っ
た
が
、
政
府
米
と
麦
な
の
で
、
ひ
ど
く
粗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
い
。
こ
の
頃
は
ど
こ
で
も
飯
米
欠
乏
し
て
ゐ
る
の
で
、
x
×
×
で
は
今
日
は
米
調
整
を
や
っ
て
ゐ
た
。
」

　
右
の
二
つ
の
記
事
は
、
大
字
内
で
九
月
に
は
政
府
の
払
下
米
を
割
当
て
る
寄
合
が
開
か
れ
、
現
実
に
政
府
払
下
米
の
割
当
て
を
う
け
、

し
か
も
そ
れ
に
麦
を
混
入
し
て
主
食
と
す
る
農
家
が
存
在
し
、
あ
る
い
は
飯
米
に
欠
乏
し
て
収
穫
間
も
な
い
新
米
を
食
用
に
供
す
る
た
め

に
調
整
し
て
い
る
農
家
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
が
、
阿
部
家
で
は
、
政
府
払
下
米
の
購
入
も
、
麦
と
米
の
混
じ
っ
た
飯
米
も

必
要
と
し
て
は
い
な
い
。
し
か
も
、
右
の
二
軒
の
農
家
は
い
ず
れ
も
小
自
作
農
で
あ
っ
て
阿
部
家
の
よ
う
な
小
作
農
家
で
は
な
く
、
そ
も

そ
も
阿
部
家
は
こ
の
二
軒
の
ど
ち
ら
か
ら
も
僅
少
と
は
い
え
耕
地
を
借
り
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
掲
の
図
1
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
水

田
耕
作
規
模
が
大
き
い
（
0
0
0
は
水
田
八
・
六
反
所
有
、
五
二
・
七
反
耕
作
、
x
×
×
は
水
田
一
一
・
三
反
所
有
、
五
〇
．
九
反
耕
作
）

の
み
な
ら
ず
、
自
作
地
を
所
有
し
て
阿
部
家
よ
り
上
層
の
農
家
よ
り
も
、
阿
部
家
の
ほ
う
が
む
し
ろ
安
定
し
は
じ
め
て
い
る
、
以
上
の
引

用
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
凶
作
に
よ
っ
て
阿
部
家
の
稲
作
技
術
が
群
を
抜
き
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
再
び
明
ら
か
に
な
っ
た
。
九
月
初
め
の
村
で
お
こ

な
わ
れ
る
稲
田
多
収
穫
の
予
選
に
出
し
た
稲
は
「
す
こ
ぶ
る
き
れ
い
な
れ
ど
、
株
が
も
う
少
し
一
、
二
本
多
か
っ
た
ら
大
丈
夫
入
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
（
踊
）

に
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
三
一
、
二
年
当
時
と
比
べ
れ
ば
、
こ
の
間
の
技
術
的
な
進
歩
の
長
足
た
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
「
洞
合
の
六
号
刈
取
り
。
こ
の
と
こ
ろ
は
大
変
に
良
い
出
来
栄
え
だ
、
と
思
っ
て
ゐ
る
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
は
今
年
は
珍
ら
し
い
の
で

（
1
7
）

あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
も
、
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
朝
そ
く
ぼ
の
稲
を
見
に
行
き
乍
ら
草
刈
り
を
な
す
。
谷
地
方
面
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（
1
8
）

に
比
し
頗
る
良
い
。
や
は
り
土
だ
。
土
が
す
ぺ
て
を
決
定
し
て
呉
れ
る
も
の
だ
」
と
い
う
確
認
と
確
信
は
、
水
稲
生
産
力
を
よ
り
一
層
上

昇
さ
せ
る
突
破
口
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
既
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
の
阿
部
家
は
な
お
経
営
的
に
上

向
線
を
辿
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
具
体
的
に
確
認
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
満
州
移
民
の
講
演
を
聞
い
て
「
自
分
は
、
…
－
三
町
歩
の
小
作
農
家
の
損
の
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

つ
ま
り
借
金
し
な
い
で
暮
ら
せ
る
農
家
の
代
表
に
な
っ
て
見
せ
る
、
と
い
ふ
強
い
自
信
は
出
来
て
ゐ
る
」
、
あ
る
い
は
「
清
水
の
△
△
△

育
雛
箱
製
作
し
た
の
を
、
ひ
い
て
来
た
の
で
、
見
る
。
千
葉
の
茂
原
よ
り
雛
を
購
入
す
る
由
。
大
い
に
気
え
ん
を
あ
げ
て
ゐ
た
が
、
彼
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ん
か
に
は
決
し
て
敗
け
は
し
な
い
つ
も
り
な
り
」
と
。

　
以
上
、
要
す
る
に
、
．
三
四
年
の
凶
作
は
、
経
営
の
収
支
規
模
の
う
え
で
は
大
幅
な
圧
縮
を
余
儀
な
か
ら
し
め
、
ま
た
経
営
組
織
の
高
度

化
を
中
断
せ
し
め
た
。
だ
が
同
時
に
、
経
営
的
な
基
盤
は
わ
ず
か
と
は
い
え
追
求
さ
れ
て
き
た
有
畜
化
と
多
角
化
の
成
果
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
強
化
さ
れ
、
土
地
所
脊
関
係
と
経
齢
規
模
の
も
た
ら
す
相
対
的
な
制
約
を
打
破
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
到
達
水
準
と
、
さ
ら
に
一
層
の

経
営
的
な
上
昇
の
展
望
を
目
前
に
し
て
い
た
こ
と
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

小作農家の経営史的分析

（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

『
日
記
』
三
四
年
七
月
一
三
日
。

『
日
記
』
三
四
年
七
月
一
九
日
。

『
日
記
』
三
四
年
八
月
四
日
。

『
日
記
』
三
四
年
九
月
一
二
日
。

『
日
記
』
三
四
年
一
〇
丹
一
八
日
。

『
日
記
』
三
四
年
一
二
月
二
一
日
。

『
日
記
』
三
〇
年
一
二
月
二
二
日
。

苗
代
に
は
不
作
に
』
よ
る
減
免
は
な
い
。
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（（（（（（（（（（（（20191817161514131211109
））））））））））））

『
日
記
』
三
四
年
一
〇
月
二
七
日
。

『
日
記
』
三
四
年
一
一
月
三
日
。

『
日
記
』
三
四
年
一
一
月
一
九
日
。

『
日
記
』
三
四
年
三
月
七
日
。
植
付
は
五
月
二
〇
日
で
あ
る
。

『
日
記
』
三
四
年
六
月
一
一
日
。

『
日
記
』
三
四
年
九
月
七
日
。

『
日
記
』
三
四
年
一
〇
月
一
日
。

『
日
記
』
三
四
年
九
月
五
日
。

『
日
記
』
三
四
年
九
月
二
七
日
。

『
日
記
』
三
四
年
九
月
一
三
日
。

『
日
記
』
三
五
年
二
月
二
〇
日
。

『
日
記
』
三
五
年
二
月
二
一
日
。
傍
線
は
原
文
。
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五
　
一
九
三
五
年
度

　
三
四
年
産
米
が
凶
作
で
あ
っ
た
た
め
に
三
五
年
度
は
緊
迫
し
た
経
営
状
態
で
幕
を
開
け
た
。
四
月
の
二
円
四
一
銭
の
納
税
も
「
上
納
を

す
る
。
家
の
分
は
上
記
の
通
り
。
代
納
分
は
十
六
円
二
十
五
銭
也
。
安
吉
の
給
金
二
十
五
円
の
内
十
円
は
安
吉
持
参
し
て
、
残
十
五
円
也

が
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
上
納
の
立
替
で
、
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
を
見
る
と
寂
し
い
感
じ
が
す
る
。
こ
れ
か
ら
秋
迄
、
家
畜
の
飼
料
代
や
そ

の
他
の
雑
費
を
思
ふ
と
、
寂
し
い
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
」
（
四
月
二
五
日
）
と
不
安
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
で
も
、
既
に
み

た
よ
う
に
、
地
主
の
大
幅
な
作
引
と
米
価
の
上
昇
で
経
営
そ
の
も
の
に
は
三
二
年
ほ
ど
の
深
刻
さ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
東
北
大
凶
作
は
東

北
地
方
全
体
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
た
が
、
庄
内
地
方
の
平
場
に
限
れ
ぱ
世
に
喧
伝
さ
れ
た
ほ
ど
の
疲
弊
に
は
至
ら
ず
に
済
ん
だ



小作農家の経営史的分析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

側
面
も
認
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
い
で
三
五
年
産
米
は
村
平
均
で
二
・
四
石
弱
の
「
豊
作
」
と
な
り
、
阿
部
家
の
反
収
は

二
・
五
石
近
い
高
い
記
録
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
阿
部
家
の
稲
は
、
次
に
み
る
よ
う
に
大
字
内
で
最
多
収
、
村
内
で
も
第
三
位
の
好
成
績

で
あ
っ
た
。

　
「
今
日
村
興
農
会
出
品
の
稲
の
歩
刈
り
あ
つ
た
け
れ
ど
、
行
か
な
い
で
し
ま
つ
た
が
、
刈
つ
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

　
　
　
太
一
　
荒
田
　
六
号
　
　
一
メ
三
百
九
十
匁

　
　
　
○
○
　
川
端
　
陸
羽
　
　
一
メ
ニ
百
八
十
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
V

　
　
　
△
△
　
×
×
　
　
　
　
　
一
メ
0
八
十
匁
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
「
午
后
、
（
実
は
午
前
よ
り
）
村
農
会
、
興
農
会
の
各
種
品
評
授
与
式
あ
り
、
（
稲
作
三
等
）
…
…
」

　
こ
の
．
「
豊
作
」
は
長
い
恐
慌
と
低
迷
し
た
作
況
を
耐
え
忍
ん
で
む
か
え
た
も
の
だ
け
に
、
喜
ぴ
も
ま
た
一
入
で
あ
っ
た
。
「
今
日
は
久

々
で
、
暑
い
日
と
な
る
。
ど
う
も
お
天
気
の
よ
い
日
は
、
今
年
は
豊
作
だ
、
と
活
気
づ
く
し
、
二
、
三
日
前
の
寒
気
の
時
は
折
角
の
豊
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

も
、
と
り
逃
す
で
あ
ろ
う
と
思
ふ
心
で
一
ぱ
い
に
な
る
」
交
々
の
日
々
の
あ
と
、
「
腕
も
た
わ
㌧
に
、
な
び
き
伏
す
玉
稲
を
見
て
は
、
豊

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

作
の
有
難
さ
を
感
ず
る
」
歓
び
は
筆
舌
に
尽
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
特
に
そ
れ
が
「
村
一
番
よ
い
稲
？
　
と
多
少
自
負
し
て
ゐ

る
こ
の
稲
の
よ
さ
」
で
あ
れ
ば
、
尚
更
で
あ
る
。
太
一
家
に
と
っ
て
長
い
模
索
と
試
行
錯
誤
へ
の
訣
別
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た

に
相
違
な
い
。

　
三
五
年
度
中
の
米
穀
（
上
米
）
は
、
表
2
5
に
み
る
よ
う
に
合
計
五
五
・
三
七
石
が
払
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
三
四
年
産
米
の
三
回

に
わ
た
る
売
却
分
と
三
五
年
産
米
の
九
月
の
一
回
の
売
却
分
が
同
じ
三
・
六
石
で
あ
る
こ
と
に
、
凶
作
か
ら
豊
作
へ
の
好
転
が
象
徴
さ
れ

て
い
る
。
三
五
年
産
米
の
払
出
し
は
、
小
作
料
と
借
米
返
済
に
五
八
・
九
％
、
売
却
に
四
四
・
九
％
で
あ
っ
て
、
凶
作
の
前
年
に
く
ら
ぺ

小
作
料
お
よ
ぴ
借
米
返
済
で
八
・
一
七
石
増
加
し
て
い
る
が
、
売
却
米
で
は
こ
れ
を
上
ま
わ
る
一
一
・
三
七
石
の
増
と
な
っ
て
い
る
の
で
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　　（単位：石）

　年・月

1935・3

　35・4

　35・5

　35・6

　35。7

　35・8

　35・9

　35。10

　35・11

　35。12

　36・1

　36・2

購入　借入その他入　小作料借入返済売却その他出

0．06

　　　1。60

15．14

12．61　　　1．13

2．00　　　　0．10

　　　0．35

0．40

1．20

3．60

7．47　　0．87

4．80　　　　0．27

2．20

1．60　　　　0．38

34

産
米
　
　
　
　
　
3
5
年
産
米

（注）　1） 『日記』より築計。但し「小作料」は一部推計。

　　　　表26　事業収入・事業外収入（1935年度）

事 業 収 入

農　　業　　収　　入

水稲畑作物加工品畜産　計

　農外収
商業雑収入

入
計

合計

664．2　　　28．0　　　16．0　　　71．6　　779．9

73．5　　　　3．1　　　　1．8　　　　7．9　　　86．3

一　　　49．0　　　49．0

－　　　5．4　　5。4

828．9（円）

9L7（％）

事　　業　　外　　収　　入

　労賃俸給手当収入

被用労賃その他　計

雑　　収　　入

仕送り　被贈その他　　計

合計’ 総計

8．8　　　24．0　　　32．8

1、0　　　　2．7　　　　3．6

30．0　　　11．3　　　　0，8　　　42．1

3．3　　　　1．3　　　　0，1　　　　4．7

75．0
8
，
3

903，8（円）

100、0（％）

（注）　1）　『日記』より集計。10銭未満四捨五入。
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あ
る
。〈

収
入
〉
規
模
は
九
〇
三
・
八
円
（
表
2
6
）
で
、
対
前
年
比
一
四
六
・
一
％
（
名
目
）
と
約
一
・
五
倍
に
増
加
を
み
せ
た
が
、
三
三
年
度

の
九
四
五
・
六
円
に
は
達
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
〈
収
入
〉
の
増
減
は
ほ
ぽ
大
豊
作
↓
凶
作
↓
豊
作
と
い
う
作
況
に
照
応
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
豊
作
の
年
度
に
は
「
水
稲
収
入
」
の
ウ
ェ
イ
ト
も
当
然
高
く
な
り
、
三
五
年
度
に
は
〈
収
入
〉
の
七
三
．
五
％
を
し
め
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
「
事
業
収
入
」
と
「
事
業
外
収
入
」
の
比
率
が
前
年
度
と
変
わ
ら
な
い
の
は
、
三
五
年
度
の
「
事
業
外
収
入
」
が
対
前

年
比
四
〇
％
程
度
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

「
事
業
収
入
」
で
「
水
稲
」
に
次
い
で
高
い
比
率
を
し
め
る
の
は
「
畜
産
」
で
、
以
下
「
雑
収
入
」
、
「
畑
作
物
」
、
「
加
工
品
」
と
続
き
、

こ
れ
ら
で
〈
収
入
〉
の
一
八
％
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
稲
作
を
本
位
と
し
右
の
各
事
業
収
入
が
そ
れ
を
補
填
す
る
構
造
に
変
わ
り
は

な
い
。
と
く
に
三
五
年
度
が
、
三
四
年
度
と
は
逆
に
凶
作
か
ら
豊
作
へ
の
推
転
期
に
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
も
凶
作
に
対
応
し
た
補
填
的

収
入
確
保
の
強
化
が
年
度
の
前
半
に
は
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
個
々
の
農
畜
産
物
は
固
有
の
季
節
的
な
サ
イ
ク
ル
を
持
ち

現
金
獲
得
と
い
う
面
で
は
時
期
的
な
弾
力
性
に
乏
し
い
か
ら
、
必
要
に
応
じ
た
現
金
収
入
の
確
保
は
い
き
お
い
「
雑
収
入
」
に
依
存
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
既
に
前
年
度
の
分
析
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
雑
収
入
」
の
確
保
は
そ
の
た
め
の
労
を
厭
い
さ
え
し
な
け
れ
ば
、

そ
れ
な
り
に
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
前
年
度
の
大
幅
な
収
入
減
に
よ
る
経
営
の
逼
迫
を
挽
回
す
る
必
要
に
も
迫

ら
れ
る
か
ら
、
総
じ
て
収
入
増
を
見
込
み
う
る
生
産
活
動
が
活
発
化
す
る
。
三
五
年
度
で
は
、
そ
れ
が
畜
産
事
業
の
強
化
と
し
て
発
現
す

る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
な
お
年
度
内
に
は
そ
の
成
果
が
収
入
と
し
て
計
上
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
揚
合
、
畜
産
が
不
作
な

い
し
凶
作
と
連
関
す
る
傾
向
は
三
一
・
二
年
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
原
因
は
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
応
急

的
対
応
と
し
て
の
「
雑
収
入
」
に
次
ぐ
収
入
確
保
の
方
法
と
し
て
有
効
で
あ
り
う
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
不
作
な
い
し
凶
作
が
二
番
米
や
屑

米
の
増
加
を
も
た
ら
し
て
（
表
2
）
飼
料
の
大
幅
な
自
給
化
を
可
能
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
豊
作
は
交
換
価
値
と
し
て
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の
上
米
の
増
加
に
よ
っ
て
現
金
収
入
の
増
大
に
貢
献
し
使
用
価
値
た
る
飯
米
・
飼
料
の
相
対
的
な
欠
乏
を
き
た
す
が
、
凶
作
で
は
、
も
ち

ろ
ん
程
度
の
間
題
は
あ
る
の
だ
が
、
概
し
て
現
金
収
入
の
縮
小
と
飯
米
・
飼
料
の
増
加
と
し
て
現
象
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
稲
の
作
況
が

芳
く
な
い
揚
合
に
養
畜
が
活
発
化
す
る
傾
向
に
は
、
こ
う
し
た
因
果
関
係
も
配
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

る
。
以
下
で
は
、
叙
上
の
事
情
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
主
た
る
収
入
項
目
に
つ
い
て
内
容
に
立
入
っ
た
検
討
を
加
え
よ
う
。

「
事
業
収
入
」
に
あ
っ
て
前
年
よ
り
減
額
を
み
た
の
は
「
加
工
品
」
の
み
で
あ
り
、
他
は
ほ
ぼ
横
這
い
な
い
し
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
中

で
も
大
き
く
増
加
し
た
の
は
「
水
稲
」
お
よ
ぴ
「
畜
産
」
で
あ
る
が
、
「
水
稲
」
は
反
収
増
と
米
価
上
昇
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
米
価
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
三
四
年
度
中
に
高
騰
し
三
五
年
三
月
に
も
次
に
み
る
よ
う
に
高
い
水
準
に
あ
り
、
出
廻
り
期
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

二
月
で
編
米
一
石
二
七
・
二
四
円
、
一
月
で
硬
米
一
石
が
二
六
・
五
～
二
七
・
二
円
と
低
下
し
て
い
な
い
。
三
五
年
三
月
の
事
情
は
次
の

と
お
り
。

　
「
米
四
俵
を
、
0
0
へ
、
妻
と
二
人
で
運
搬
す
る
。
道
が
凍
み
上
つ
た
故
か
、
大
変
に
車
が
重
い
。
石
二
七
円
に
て
売
却
、
正
米
不
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
故
、
大
い
に
正
米
歓
迎
な
り
。
三
等
切
符
は
二
七
・
五
円
の
故
。
」

「
畜
産
」
収
入
は
九
四
％
あ
ま
り
の
六
七
・
五
円
が
春
に
購
入
し
た
雛
鶏
を
秋
ま
で
若
鶏
に
し
て
売
却
し
た
収
入
で
あ
る
。
購
入
時
の
六

六
羽
が
売
却
時
に
は
三
八
羽
に
減
少
し
成
育
率
は
五
七
％
あ
ま
り
と
低
い
が
、
太
一
家
と
同
時
に
共
同
購
入
し
た
他
の
二
軒
よ
り
は
成
功

　
　
　
　
　
（
9
）

的
な
よ
う
で
あ
る
。
太
一
家
の
よ
う
な
形
態
の
養
鶏
が
事
業
と
し
て
成
立
す
る
理
由
も
、
育
雛
の
こ
う
し
た
難
し
さ
に
因
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
前
年
の
発
注
羽
数
五
〇
に
対
し
、
三
五
年
は
四
割
増
の
七
〇
羽
の
雛
を
発
注
し
、
し
か
も
三
五
年
一
月
に
は
枇
が

買
却
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
既
に
み
た
育
雛
技
術
に
対
す
る
自
信
と
同
時
に
、
凶
作
に
よ
る
飼
料
の
増
加
を
読
み
と
り
う
る
の
で
あ
る
。

養
豚
で
は
、
三
、
四
月
に
組
合
豚
以
外
の
仔
豚
の
購
入
に
奔
走
す
る
が
、
優
良
な
も
の
が
少
な
く
、
あ
る
い
は
売
約
済
み
で
、
結
局
二
頭

を
入
手
し
た
に
と
ど
ま
り
、
三
五
年
一
月
の
買
増
し
分
も
含
め
て
、
売
却
は
次
年
度
で
あ
る
。
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「
雑
収
入
」
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
凶
作
時
に
は
と
り
わ
け
活
発
化
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
三
四
年
度
で
触
れ
た
こ
と
も
含
め
、

そ
の
事
情
を
図
3
で
み
て
お
こ
う
。
図
3
は
三
二
年
度
以
後
の
「
雑
収
入
」
の
月
別
変
化
を
示
し
て
い
る
が
、
大
豊
作
の
一
一
三
年
に
は
七

月
か
ら
一
〇
月
の
四
ヵ
月
の
み
「
雑
収
入
」
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
四
年
に
は
作
柄
が
確
定
し
は
じ
め
る
九
月
か
ら
「
雑

収
入
」
は
横
這
い
を
は
じ
め
、
米
調
整
と
厳
寒
・
正
月
の
一
二
、
二
月
を
除
い
て
一
月
ま
で
消
滅
せ
ず
、
三
五
年
度
も
本
田
耕
起
・
田
植

え
の
五
、
六
月
を
除
い
て
（
も
っ
と
も
五
月
に
若
干
は
あ
る
）
「
畑
作
物
」
の
販
売
と
セ
ッ
ト
で
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

小作農家の経営史的分析

図3　農外雑収入の月別推移

1933年度

　　－934年度

’
！

、
、、

、　、

　、
1935年度／〆！！

　！

　円
20．0

15．0

10。0

5
．
0

3　4　5　6　7　8　9　10　11　12　1　2月

（注）1）『日記』より集計。

　
こ
う
し
た
「
雑
収
入
」
が
そ
の
季
節
の
収
入
と
し
て
決
し
て
低
水
準
で

な
か
っ
た
こ
と
は
こ
の
揚
合
に
も
同
様
で
あ
り
、
採
集
に
一
日
従
事
す
れ

ば
一
円
前
後
の
成
果
が
あ
っ
た
。
「
弥
生
、
町
へ
商
ひ
に
。
父
の
一
日
の

仕
事
が
、
て
つ
き
り
一
円
と
な
る
の
だ
か
ら
、
と
う
て
い
自
分
の
真
似
の

出
来
な
い
こ
と
」
（
三
五
年
四
月
四
日
）
で
は
あ
る
が
、
次
に
み
る
よ
う
に
、

村
の
土
木
工
事
と
は
比
較
に
も
な
ら
な
い
。

　
「
午
前
、
淀
川
道
路
の
ふ
し
ん
に
出
る
。
日
当
十
五
銭
也
位
し
か
あ
た

　
ら
ぬ
こ
と
故
、
つ
ま
ん
な
い
、
と
云
へ
ぱ
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
。
で

　
も
、
村
並
、
と
い
ふ
こ
と
は
打
算
を
抜
き
に
し
て
、
労
働
を
強
ら
れ
る

　
（
－
o
）

　
の
だ
」
。

　
七
月
に
入
り
再
び
鯨
の
販
売
が
始
ま
り
八
月
に
は
「
毎
日
く
川
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

日
を
お
く
つ
て
ゐ
る
様
な
」
日
々
が
続
い
て
、
売
上
も
ビ
！
ク
に
達
す
る

が
、
販
路
の
狭
小
と
そ
の
拡
張
の
必
要
に
は
じ
め
て
直
面
す
る
。
「
洞
合
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よ
り
大
漁
を
す
る
。
一
〆
二
百
匁
の
獲
物
な
り
。
松
露
庵
へ
持
参
。
今
は
臆
の
出
盛
り
期
な
の
で
、
一
寸
こ
れ
か
ら
先
の
販
路
を
、
と
心

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

配
す
れ
ば
す
る
も
の
。
」
と
い
う
危
惧
が
現
実
化
し
、
販
路
も
鶴
一
、
長
山
亭
と
い
っ
た
料
亭
か
ら
一
般
へ
の
小
売
り
に
ま
で
拡
大
す
る
。

こ
の
販
路
の
競
合
に
は
、
三
四
年
の
凶
作
に
よ
る
鶴
岡
周
辺
の
農
民
の
鮒
売
り
の
増
加
が
み
ら
れ
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
他
方
の
「
畑
作
物
」
も
、
例
年
な
ら
四
月
か
ら
販
売
が
開
始
す
る
の
だ
が
、
三
五
年
は
少
額
と
は
い
え
三
月
か
ら
畑
青
物
の
販
売
収
入

が
み
ら
れ
、
一
〇
月
ま
で
間
断
な
く
続
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
三
五
年
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
早
い
時
期
か
ら
「
雑
収
入
」
お
よ
び
「
畑
作
物
」
販
売
収
入
に
よ
る
現
金
確
保
の
努
力
が
お

こ
な
わ
れ
、
そ
れ
が
前
年
の
凶
作
の
し
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
だ
が
、
「
雑
収
入
」
の
総
額
が
前
年
と
変
わ
ら
な
い
の

は
、
凶
作
へ
の
対
応
が
図
3
に
み
る
よ
ヶ
に
三
四
年
の
秋
か
ら
開
始
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
三
三
年
度
か
ら
の
「
雑
収

入
」
は
三
九
・
二
円
↓
五
〇
・
五
円
↓
四
九
・
O
円
と
推
移
し
、
右
の
指
摘
を
う
ら
づ
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
被
用
労
賃
」
収
入
八
・
八
円
は
前
年
の
八
・
七
円
と
大
差
な
い
が
、
そ
の
中
味
は
三
四
年
で
は
約
半
分
の
四
．
三
円
が
共
同
作
業
の
手

間
賃
で
あ
っ
た
の
が
、
三
五
年
に
は
全
額
が
共
同
土
木
事
業
の
手
間
賃
で
あ
り
、
と
り
わ
け
．
一
円
は
時
局
匡
救
事
業
の
手
間
賃
と
な
っ

て
い
る
。
太
一
家
に
と
っ
て
そ
れ
は
経
営
的
に
は
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
の
べ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
い
か
に

短
時
間
に
「
村
並
」
の
ノ
ル
マ
を
こ
な
す
か
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
今
日
は
大
方
村
で
は
休
日
で
あ
る
。
陸
軍
記
念
日

三
十
年
と
か
で
、
盛
大
に
や
る
の
だ
そ
う
だ
。
こ
ん
な
時
こ
そ
馬
車
が
空
い
て
ゐ
る
と
思
ひ
、
砂
利
曳
き
を
す
る
。
七
箱
と
、
午
后
は
八

箱
蕉
肥
」
と
。
馬
車
を
使
っ
て
早
々
に
ノ
ル
マ
を
こ
な
す
た
め
に
、
村
の
休
日
を
狙
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
経
営
的
な

才
覚
に
よ
っ
て
上
向
し
よ
う
と
す
る
農
家
に
は
「
村
並
」
を
強
制
す
る
共
同
事
業
は
そ
の
救
済
と
い
う
狙
い
を
こ
え
て
栓
桔
で
す
ら
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
事
業
外
収
入
」
で
は
「
米
生
産
費
調
査
」
手
当
が
二
四
円
と
前
々
年
に
復
し
「
被
贈
」
収
入
が
弟
博
の
一
月
の
応
召
出
征
や
盆
．
正
月
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の
贈
答
に
よ
っ
て
増
加
を
み
せ
、
〈
収
入
〉
に
対
す
る
「
事
業
外
収
入
」
の
比
重
の
低
下
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
事
業
支
出
」
（
表
2
7
）
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
も
総
額
に
お
い
て
少
額
と
は
い
え
増
加
を
み
せ
て
い
る
こ
と
、
費

目
別
に
は
、
「
動
物
」
と
「
飼
料
」
の
比
重
が
ほ
ぼ
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
「
種
苗
」
費
が
金
額
、
比
率
で
三
倍
前
後
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
が
大
き
い
。

　
こ
の
う
ち
「
総
額
」
の
微
増
は
、
畜
産
を
除
く
事
業
上
に
大
き
な
資
本
投
下
が
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
最
大
の
原
因
が
み
ら
れ

る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
れ
は
必
要
な
農
機
具
等
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
荷
馬
車
が
な
い
た
め
に
村
の
休
日

を
狙
っ
て
共
同
作
業
の
ノ
ル
マ
を
達
成
し
た
り
、
製
縄
機
を
他
家
か
ら
借
用
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
事
例
が
あ
り
、
さ
ら
に
米
穀
調
整

過
程
の
動
力
化
も
実
現
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
作
業
能
率
の
向
上
よ
り
も
現
金
と
し
て
増
殖
・
回
収
し
う
る
部
門
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠
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投
下
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
能
率
の
向
上
に
貢
献
す
る
農
機
具
へ
の
投
資
は
仔
豚
の
購
入
に
く
ら
べ
迂
遠
な
資
本
投

下
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
動
物
」
と
「
飼
料
」
の
逆
転
が
稲
の
作
況
と
仔
豚
の
購
入
に
よ
る
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
あ
わ
せ
て
こ
の
時
期
に
入
る
と
養
豚
の
普
及

が
著
し
い
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
四
月
に
仔
豚
の
買
増
し
を
企
図
し
た
と
き
の
次
の
記
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
午
后
、
仔
豚
を
買
ひ
に
、
七
軒
町
へ
行
つ
た
け
れ
ど
、
今
出
産
す
る
具
合
を
見
な
け
れ
ば
駄
目
だ
、
と
い
ふ
の
で
待
つ
て
ゐ
た
ら
四
頭

の
出
産
故
、
分
譲
は
駄
目
で
あ
っ
た
。
大
宝
寺
に
行
つ
て
も
見
た
が
、
こ
㌧
は
ひ
ど
く
自
己
宣
伝
な
の
で
嫌
に
な
り
、
つ
ま
ら
ぬ
仔
豚
が

九
円
も
す
る
の
だ
か
ら
物
に
な
ら
な
い
。
長
駆
し
て
高
坂
の
○
○
へ
行
っ
た
が
、
こ
れ
亦
売
約
済
。
そ
し
て
好
ん
で
、
買
ふ
様
な
豚
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ど
レ

な
か
つ
た
。
晩
は
清
水
の
×
×
へ
行
つ
て
見
る
。
留
守
で
は
つ
き
り
し
た
こ
と
は
判
ら
な
か
つ
た
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
仔
豚
の
需
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
レ

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
六
月
の
養
豚
組
合
総
会
で
は
「
と
に
か
く
百
円
近
い
純
益
が
あ
る
の
で
鼻
息
が
荒
い
」
と

記
さ
れ
て
、
繁
殖
へ
の
需
要
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
実
際
、
県
統
計
書
に
よ
る
と
三
三
年
か
ら
村
内
の
飼
養
豚
数
は
一
一
四
↓
一
二
七
↓
一

四
六
と
三
五
年
に
か
け
て
増
加
を
続
け
、
養
鶏
戸
数
の
一
八
一
戸
↓
一
八
一
戸
↓
一
一
一
戸
や
成
・
雛
鶏
数
の
三
五
四
五
羽
↓
三
一
九
一

羽
↓
一
八
七
七
羽
と
対
照
的
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
養
鶏
か
ら
養
豚
へ
の
移
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
養
豚
組
合
の
「
鼻
息
が

荒
い
」
の
も
太
一
家
の
養
豚
の
再
開
も
こ
う
し
た
変
化
の
一
構
成
部
分
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
種
苗
」
費
の
増
加
は
ほ
と
ん
ど
が
畑
作
物
の
種
代
金
で
、
な
す
、
．
ご
ぼ
う
、
さ
つ
ま
芋
、
き
ゅ
う
り
、
ほ
う
れ
ん
草
、
白
菜
な

ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
り
わ
け
三
月
に
一
円
四
〇
銭
、
四
月
一
〇
銭
、
五
月
一
円
七
二
銭
と
畑
種
代
と
し
て
は
．
一
れ

ま
で
に
な
い
多
額
の
出
費
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
畑
面
積
の
前
年
度
中
の
増
加
と
あ
わ
せ
て
凶
作
へ
の
対
応
と
し
て
注
目
す
ぺ

き
現
象
で
あ
る
。

　
次
に
「
そ
の
他
の
収
支
」
項
目
（
表
2
8
）
で
あ
る
が
、
収
入
で
は
預
貯
金
の
引
出
し
が
二
〇
・
五
円
、
借
入
金
借
入
に
三
〇
円
が
あ
が
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　小作農家の経営史的分析

　　　　　　　　　　表28　その他の収支　（1935年度）

　　　　財　産　　的　収　入

準現金引出　　借入金借入　　　　計

　　　20，5　　　　30・0　　　505（円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　財　　産　　的　　支　　出

　墾繍撃膿定衡険　金貸曜審計
401．6　14．2　17．2　　　23．0　　55．9　　1．6　10．0　　24，0　　114．5（円）

（注）　1）　『日記』より集計。10銭未満四捨五入b

っ
て
い
る
。
預
貯
金
の
残
高
等
に
つ
い
て
は
資
料
的
に
追
及
が
不
可
能
な
た
め
立
ち
い
っ
た
検

討
は
で
き
な
い
が
、
借
入
金
は
二
〇
円
が
前
年
度
に
購
入
し
た
農
耕
馬
の
代
金
の
残
額
支
払
い

の
た
め
、
一
〇
円
は
「
味
噌
豆
百
四
十
斤
」
の
代
金
一
〇
円
二
二
銭
の
一
部
で
あ
る
。
「
晩
、

支
会
の
大
豆
、
秋
迄
借
り
る
人
の
連
帯
保
証
の
こ
と
に
つ
き
行
く
。
百
四
十
斤
入
り
（
満
州
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

等
豆
）
十
円
二
十
二
銭
の
由
。
利
子
は
日
歩
二
銭
二
厘
。
年
八
分
か
。
」
と
あ
る
の
で
、
部
落

で
満
州
大
豆
を
共
同
購
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
馬
代
金
の
借
入
は
、
太
一
の
叔
父
で
あ

り
妻
の
実
家
で
も
あ
る
「
矢
馳
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
支
出
で
は
「
家
計
費
」
が
前
年
比
一
〇
〇
円
ほ
ど
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
内

訳
は
妹
の
病
気
に
よ
る
医
療
費
の
急
増
（
二
四
・
七
円
か
ら
六
五
・
七
円
へ
約
二
一
円
）
、
弟

安
吉
が
自
動
車
会
社
に
住
み
込
ん
だ
こ
と
な
ど
に
よ
る
支
出
約
六
七
・
五
円
、
飲
食
費
一
二
円

の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
生
活
水
準
自
体
の
向
上
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

の
う
ち
経
営
的
な
観
点
で
重
要
な
の
は
弟
安
吉
が
自
動
車
運
転
手
と
し
て
の
自
立
を
開
始
し
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
年
の
太
一
の
結
婚
が
家
族
数
と
労
働
力
数
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
た

め
で
あ
り
、
経
営
規
模
、
扶
養
家
族
数
、
労
働
力
数
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
変
調
を
回
避
す
る

た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
家
計
費
の
一
時
的
な
膨
張
は
そ
の
た
め
の
必
要
経
費
な
の
で
あ
る
。

い
つ
に
な
く
早
い
九
月
に
九
俵
の
売
米
が
み
ら
れ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
「
久
々
の
大

金
入
つ
た
の
は
良
い
が
、
こ
れ
を
全
部
、
安
吉
の
自
動
車
学
校
修
業
費
に
す
る
の
だ
が
、
一
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

惜
し
い
様
な
気
持
ち
な
つ
て
し
よ
う
な
ら
な
か
つ
た
」
が
、
実
際
に
は
自
動
車
会
社
に
見
習
い
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（
韓
）
　
一
）
　
『
皿
器
』
卜
q
浪
理
o

と
し
て
住
み
込
む
こ
と
で
経
費
も
半
分
程
度
に
お
さ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
財
産
的
支
出
」
で
は
、
固
定
資
産
購
入
が
馬
代
金
の
支
払
い
と
山
林
の
登
記
費
用
、
保
険
料
の
急
増
は
博
の
応
召
入
営
に
よ
る
保
険
料

と
母
親
の
新
た
な
加
入
保
険
料
を
一
年
分
ま
と
め
て
支
払
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
経
営
的
な
余
力
の
発
生
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
た
だ
し
、
前
年
の
凶
作
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
親
戚
か
ら
借
入
し
て
い
た
負
債
の
軽
減
と
太
一
家
の
経
営
の
財
政
的
な
補
強
が

日
程
に
の
ぼ
り
、
「
父
、
午
后
、
矢
馳
へ
、
昨
日
の
こ
と
に
つ
い
て
行
く
。
山
林
を
二
百
円
で
買
つ
て
貰
ふ
こ
と
に
し
、
更
に
昨
年
春
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
8
）

入
の
馬
代
金
二
十
円
ノ
内
十
三
円
也
は
い
た
穿
い
て
来
た
」
の
は
そ
の
具
体
化
で
あ
っ
て
、
経
営
的
な
余
力
の
発
生
も
こ
う
し
た
限
定
の

な
か
で
は
じ
め
て
．
生
じ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
え
て
い
え
ば
負
債
の
性
格
な
い
し
親
類
関
係
の
財
政
基
盤
の
堅
固

さ
が
太
一
家
の
経
営
の
上
向
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
三
五
年
度
の
経
営
は
表
2
9
に
み
る
よ
う
に
、
九
二
円
ほ
ど
の
余
剰
を
計
上
し
て
い
る
。
三
一
年
度
以
来
の
経
営
展
開
の
な
か
で
は
初
め

て
の
余
剰
ら
し
い
余
剰
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
上
米
に
換
算
す
れ
ば
三
石
四
斗
前
後
の
余
剰
で
あ
り
、
三
五
年
産
米
の
作
況
を
考
慮
す

れ
ば
決
し
て
多
額
と
呼
ぴ
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、
余
剰
の
成
立
は
や
は
り
画
期
的
と
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
分
析

で
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
経
営
的
な
自
立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
最
も
象
徴
的
な
の
は
、
，
「
今
日
、
太
郎
左
衛
門
、
つ
ま
り
白
山
神
社
会
計
人
に
、

村
合
加
入
金
十
三
円
（
先
に
、
七
円
）
を
納
金
し
て
、
ま
づ
、
完
全
に
村
合
に
入
っ
た
わ
け
と
な
」
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
わ

れ
わ
れ
の
設
定
し
た
年
度
区
分
で
い
え
ば
、
三
五
年
度
も
あ
と
二
〇
日
ぱ
か
り
で
終
ろ
う
と
す
る
三
六
年
二
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

こ
れ
を
も
っ
て
太
一
家
は
よ
う
や
く
、
部
落
の
正
式
の
構
成
員
と
し
て
の
資
格
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
き
き
と
り
で
は
、
作
況
の
ひ
ど
さ
以
上
に
大
幅
な
作
引
が
あ
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う
』

　
（
2
）
　
「
今
日
は
矢
馳
木
村
様
の
検
見
に
て
、
豊
作
祝
ひ
の
お
酒
肴
を
い
た
穿
い
て
、
村
人
の
酔
ひ
歌
ふ
声
が
、
こ
二
（
”
自
宅
）
に
ゐ
て
も
間
近
に

　
　
き
こ
え
る
」
（
『
日
記
』
三
五
年
九
月
一
六
日
）
。
カ
ッ
コ
内
は
田
崎
。

小作農家の経営史的分析

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

『
日
記
』
三
五
年
九
月
一
四
日
。

『
日
記
』
三
六
年
一
月
ニ
ニ
日
。

『
日
記
』
三
五
年
八
月
一
八
日
。

『
日
記
』
三
五
年
九
月
一
六
日
。

そ
れ
ぞ
れ
『
日
記
』
三
四
年
一
二
月
四
日
・

『
日
記
』
三
五
年
三
月
二
日
。

、
ひ
な
亦
三
羽
死
ぬ
。
現
在
五
十
七
羽
な
り
。

三
五
年
一
月
七
日
、
三
五
年
一
月
二
〇
日
。
い
ず
れ
も
太
一
家
の
売
渡
し
価
格
。

O
O
で
は
二
十
羽
も
殺
し
、
×
x
も
、
二
十
羽
も
死
ん
だ
そ
う
だ
」
（
『
日
記
』
三
五
年
四
月
七

　
日
）
。
雛
の
到
着
・
受
入
れ
は
三
旦
一
二
日
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
『
日
記
』
三
五
年
三
月
九
日
。
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（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

『
日
記
』
三
五
年
八
月
二
二
日
。

『
日
記
』
三
五
年
七
月
二
〇
日
。

『
日
記
』
三
五
年
三
月
一
一
日
。

『
日
記
』
三
五
年
四
月
一
四
日
。

『
日
記
』
三
五
年
六
月
三
〇
日
。

『
日
記
』
三
六
年
二
月
一
一
日
。

『
日
記
』
三
五
年
九
月
二
〇
日
。

『
日
記
』
三
六
年
一
月
二
五
日
。

256

　
　
　
　
　
　
小
　
　
括

　
三
一
年
三
月
か
ら
三
六
年
二
月
ま
で
の
五
年
間
に
太
一
家
の
経
営
は
ま
が
り
な
り
に
も
上
向
し
た
と
結
論
づ
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
主
た
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
経
営
組
織
面
に
お
け
る
有
畜
化
、
資
産
面
で
の
負
債
償
還
の
進
展
と
経
営
の
維
持
．
再
生
産
の
確
保
の
た
め

の
新
規
借
入
金
の
停
止
、
農
耕
馬
の
購
入
（
三
四
年
）
、
弟
の
独
立
化
へ
の
援
助
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
経
営
組
織
面
に
お
け
る
有
畜
化
は
養
鶏
お
よ
び
養
豚
の
開
始
と
定
着
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
経
営
組
織

上
の
変
化
と
し
て
は
有
畜
化
お
よ
ぴ
こ
れ
と
不
可
分
に
進
行
し
た
二
毛
作
な
い
し
三
毛
作
の
成
立
と
に
よ
る
経
営
自
体
の
高
度
化
な
い
し

有
機
的
な
再
編
（
い
わ
ゆ
る
「
渦
巻
型
」
）
が
重
要
で
あ
る
。
三
一
年
の
富
樫
直
太
郎
と
の
蓮
遁
が
、
太
一
家
の
経
営
組
織
の
高
度
化
に

決
定
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
改
め
て
確
認
で
き
よ
う
。

　
ま
た
資
産
面
で
は
、
現
物
あ
る
い
は
労
賃
に
よ
る
支
払
も
含
め
て
負
債
の
償
還
が
す
す
ん
で
い
る
。
金
穀
に
よ
る
償
還
は
す
で
に
表
掲

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
三
五
年
の
『
日
記
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
元
金
合
計
四
一
三
円
、
米
穀
で
他
に
七
・
八
石
余
の
負
債
は
三
五
年
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初
め
に
は
二
三
〇
円
余
、
米
穀
で
二
・
六
石
弱
（
三
六
年
二
月
で
一
・
六
石
弱
）
に
ま
で
縮
小
し
、
ほ
か
に
二
九
年
の
分
家
・
独
立
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

移
り
住
ん
だ
家
屋
敷
の
負
債
六
五
〇
円
も
返
済
が
進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
負
債
償
還
の
多
く
は
米
穀
等
の
現
物
や
労
賃
に
よ
っ
て
お

り
、
現
金
に
よ
る
償
還
は
む
し
ろ
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
間
に
、
郵
便
局
か
ら
二
七
円
（
三
三
年
）
、
弟
安
吉
が
最
初
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

習
と
し
て
就
職
し
た
自
動
車
会
社
か
ら
五
〇
円
（
三
五
年
）
の
負
債
が
新
た
に
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
合
計
し
て
も
、
三
五
年
初
め

で
三
〇
七
円
ほ
ど
に
償
還
が
進
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
負
債
の
う
ち
後
者
は
経
営
収
支
の
破
綻
を
原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

あ
え
て
三
四
年
以
後
に
は
凶
作
時
も
含
め
経
営
的
な
補
填
と
し
て
の
負
債
は
停
止
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
加
え
て
、
資
産
的
に
は
三
四
年
に
農
耕
馬
の
購
入
が
あ
り
、
三
五
年
に
は
多
額
の
資
金
援
助
が
弟
安
吉
の
独
立
の
た
め
に
実
行
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
全
体
の
動
向
か
ら
み
て
、
こ
の
五
年
間
に
太
一
家
の
経
営
が
上
向
過
程
を
辿
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の

つ
つ
ま
し
や
か
な
上
向
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
次
に
み
る
よ
う
な
数
多
く
の
要
因
に
負
う
て
い
る
。

　
第
一
に
、
一
一
二
年
か
ら
三
五
年
の
太
一
家
が
お
か
れ
た
経
営
的
な
環
境
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
地
理
的
に
は
消
費
地
と
し
て
地

方
都
市
を
控
え
、
経
済
的
に
は
、
回
復
過
程
自
体
の
農
工
間
の
不
均
衡
性
を
含
み
つ
つ
も
、
と
も
か
く
回
復
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

既
に
み
た
よ
う
に
回
復
の
不
均
衡
性
な
い
し
践
行
性
は
三
三
年
頃
に
最
も
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
三
四
、
五
年
に
な
る
と
そ
の
こ
と

自
体
に
対
す
る
関
心
は
薄
く
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
経
営
的
に
は
販
売
物
品
の
価
格
回
復
が
三
五
年
の
豊
作
と
複
合
し
て
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
要
す
る
に
、
こ
う
し
た
景
気
動
向
と
都
市
近
郊
と
い
う
外
的
な
二
条
件
に
ど
う
適
合
的
な
経
営
組
織
を
作

り
つ
つ
”
上
昇
気
流
”
に
乗
る
か
に
、
経
営
者
の
才
覚
を
発
揮
す
る
条
件
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
冒
頭
の
崎

山
耕
作
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
7

　
第
二
に
、
以
上
の
い
わ
ぱ
よ
り
一
般
的
な
環
境
に
対
し
、
個
別
的
・
特
殊
的
だ
が
重
要
な
条
件
と
し
て
太
一
家
の
負
債
の
借
入
先
の
有
　
2
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利
性
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
家
屋
敷
の
代
金
お
よ
び
七
石
の
未
納
小
作
料
の
滞
納
先
は
い
ず
れ
も
太
一
家
の
親
類
縁
者
に
あ
た
り
、

そ
の
意
味
で
は
高
利
貸
金
融
に
み
ら
れ
な
い
寛
容
さ
を
発
揮
し
て
、
太
一
家
の
経
営
破
綻
の
表
面
化
を
抑
止
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
米
穀
商
の
破
産
に
よ
っ
て
生
じ
た
七
石
の
滞
納
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
三
に
、
家
族
構
成
と
経
営
規
模
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
。
家
族
小
経
営
の
再
生
産
に
は
、
再
生
産
に
必
要
な
最
小
規
模
と
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

用
労
働
力
へ
の
依
存
が
不
可
欠
に
な
る
最
大
規
模
と
が
あ
り
、
筆
者
の
試
算
で
は
成
年
の
三
ー
四
人
の
家
族
労
働
力
で
は
下
限
が
一
ー

一
・
五
町
歩
、
上
限
が
二
・
四
－
三
・
六
町
歩
で
あ
り
、
阿
部
家
は
こ
の
範
囲
に
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
労
働
力
と
耕
作
規
模
と
の
バ

ラ
ン
ス
か
ら
い
え
ば
、
弟
博
が
応
召
入
営
ま
で
函
館
に
出
、
安
吉
も
太
一
が
結
婚
し
て
家
族
労
働
力
が
一
人
増
す
ま
で
は
農
閑
期
に
奉
公

に
出
て
労
賃
収
入
を
も
た
ら
し
、
結
婚
後
は
他
出
し
て
お
り
、
余
剰
労
働
力
の
放
出
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
こ

と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
余
剰
労
働
力
の
放
出
と
家
族
労
働
力
の
完
全
燃
焼
と
の
結
合
が
経
営
的
な
上

向
を
支
え
る
基
礎
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
放
出
労
働
力
に
よ
る
補
填
な
し
に
は
経
営
の
再
生
産
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
に
、
第
三
点
と
も
か
か
わ
っ
て
重
要
な
の
は
経
営
者
た
る
阿
部
太
一
の
力
量
あ
る
い
は
才
覚
で
あ
る
。
本
稿
の
如
き
個
別
事
例
の

検
討
で
は
、
こ
の
点
は
い
や
お
う
な
し
に
決
定
的
な
条
件
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
二
毛
作
と
有
畜
化
と
の
結
合
、
鶏
卵
か
ら
幼
鶏
へ
の
養

鶏
の
転
換
、
優
良
種
豚
の
導
入
な
ど
、
そ
の
具
体
的
事
例
は
豊
富
で
あ
る
。
水
稲
栽
培
で
も
山
土
に
よ
る
客
土
、
堆
肥
の
増
産
、
気
温
観

察
な
ど
地
道
に
先
進
的
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。
作
況
を
左
右
す
る
八
月
の
気
温
を
四
月
の
気
温
に
よ
っ
て
予
知
し
よ
う
と
太
一
は
研

究
を
重
ね
て
い
る
が
、
村
で
は
「
釜
鳴
り
の
極
意
と
や
ら
」
が
作
付
品
種
の
決
定
の
た
め
に
三
四
年
一
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
一
事
も
含
め
、
全
体
と
し
て
太
一
家
の
経
営
は
近
代
的
な
収
支
観
念
と
商
品
生
産
者
と
し
て
の
自
覚
に
裏
打
ち
さ
れ
た
合
理
的
性
格
を

強
く
も
っ
て
お
り
、
単
な
る
勤
倹
力
行
型
の
経
営
と
し
て
切
り
す
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
地
主
制
の
枠
内
で
し
た
た
か
な
経

営
的
セ
ン
ス
を
発
揮
し
て
上
向
し
え
た
と
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

258



小作農家の経営史的分析

　
第
五
に
、
太
一
家
の
経
営
の
組
織
替
の
結
果
と
そ
れ
を
可
能
に
し
た
経
済
的
条
件
が
重
要
で
あ
る
。
前
者
は
、
三
一
年
段
階
の
稲
作
と

諸
副
業
と
の
結
合
に
よ
る
零
細
な
経
営
組
織
が
三
五
年
に
は
稲
作
に
畜
産
を
結
合
し
た
よ
り
高
度
な
経
営
体
に
組
織
替
さ
れ
た
こ
と
、
た

だ
し
、
そ
の
組
織
替
は
不
．
凶
作
時
に
は
雑
業
に
強
く
依
存
す
る
と
い
う
点
で
な
お
コ
一
枚
腰
」
的
構
造
を
止
揚
す
る
に
は
至
ら
な
い
こ

と
、
に
わ
か
れ
る
。
三
一
年
か
ら
三
五
年
の
経
営
の
変
遷
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
経
営
の
有
畜

化
を
可
能
に
し
た
経
済
的
条
件
は
、
「
米
生
産
費
調
査
」
の
手
当
金
一
〇
円
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
小
作
料
の
重
み
と
零
細
経
営
の
零
細

た
る
ゆ
え
ん
を
読
み
と
り
得
る
と
と
も
に
、
精
農
た
る
が
ゆ
え
に
「
生
産
費
調
査
」
手
当
に
よ
っ
て
一
層
精
農
化
し
え
た
こ
と
に
着
目
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
純
小
作
農
家
の
経
営
的
な
上
向
の
困
難
性
が
こ
の
一
点
に
浮
き
ぽ
り
に
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
阿
部
太
一
に
み
た
経
営
的
手
腕
に
と
む
農
民
の
誕
生
は
、
個
別
的
・
特
殊
的
な
事
情
に
よ
る
一
農
家
の
破
産
↓
解
体
を
契

機
と
し
、
そ
の
急
激
な
没
落
が
そ
れ
だ
け
大
な
る
反
搬
力
を
も
っ
て
経
営
の
上
向
を
達
成
せ
し
め
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
一
般
的
に

は
、
恐
慌
の
打
撃
か
ら
脱
却
を
は
か
ろ
う
と
す
る
全
農
民
的
、
全
農
村
的
努
力
の
な
か
か
ら
、
よ
り
多
く
の
類
似
の
農
家
を
生
み
出
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
恐
慌
か
ら
他
に
先
ん
じ
て
経
営
の
立
直
し
を
は
か
る
に
は
、
た
だ
単
な
る
「
低
米
価
基
調
の
下
で
の
過
重
労
働
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

節
約
に
よ
る
農
業
経
営
の
上
昇
」
で
は
す
ま
さ
れ
ま
い
。
激
変
し
た
条
件
の
な
か
で
、
経
営
的
手
腕
に
頼
り
な
が
ら
経
営
の
組
織
替
を
は

か
り
つ
つ
早
く
か
ら
上
向
を
開
始
す
る
農
家
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
阿
部
家
や
阿
部
家
が
そ
の
目
標
と
し
て
設
定
し
た
富
樫
直
太
郎
の

経
営
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
そ
の
先
進
性
の
ゆ
え
に
次
第
に
他
の
農
家
の
目
標
と
な
り
、
指
導
的
経
営
と
し
て
の
位
置
を
獲
得

　
　
（
5
）

し
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
中
堅
人
物
の
下
か
ら
の
登
場
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
こ
で
登
揚
し
て
き
た
中
堅
人
物
が
直
ち
に
地
主
的
支
配
秩
序
の
対
立
物
と
し
て
論
理
必
然
的
に
「
地
主
制
と
の
決
定
的
な
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

決
の
要
素
を
内
包
す
る
も
の
」
に
転
換
し
、
あ
る
い
は
「
体
制
補
強
の
別
働
隊
に
転
化
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
推
進
の
た
め
の
社
会
的
基
盤
」

と
な
っ
た
と
判
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
本
稿
に
ひ
き
つ
け
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
太
一
家
が
あ
る
大
泉
村
お
よ
び
大
字
白
山
林
の
政
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治
秩
序
の
強
度
お
よ
び
そ
れ
と
太
一
家
と
の
位
置
関
係
の
問
題
で
あ
り
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
推
進
」
の
内
容
の
吟
味
で
あ
っ
て
、
本
稿
の
枠

を
外
れ
る
論
点
が
数
多
く
含
ま
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
い
ま
少
し
具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
研
究
史
的
に
み
る
と
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
昭
和
恐

慌
か
ら
の
回
復
過
程
を
農
家
経
営
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
検
討
し
た
分
析
は
決
し
て
少
く
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
資
料
的
な
制

約
の
た
め
に
経
営
収
支
を
め
ぐ
る
分
析
に
と
ど
ま
り
、
経
営
の
内
容
に
ま
で
検
討
を
加
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
た
旧
来
か
ら
の
研
究
史
の
蓄
積
に
対
し
、
経
営
の
内
容
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
吟
味
を
加
え
た
点
で
、
西
田
美
昭
の
研
究
に
連
な
る
も
の

だ
が
、
西
田
論
文
と
と
も
に
耕
作
規
模
や
所
有
規
模
の
序
列
と
個
別
農
家
経
営
の
内
実
と
に
少
な
か
ら
ざ
る
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
す
る
こ
と

を
実
証
し
た
。
本
稿
に
即
せ
ば
、
経
済
更
生
運
動
の
指
導
方
針
に
先
行
し
て
、
こ
れ
に
比
肩
し
あ
る
い
は
こ
れ
を
凌
ぐ
経
営
が
現
れ
「
東

北
大
凶
作
」
を
耐
え
る
経
済
的
実
力
を
備
え
て
発
展
し
た
。
そ
れ
は
一
方
で
、
崎
山
耕
作
の
指
摘
を
個
別
経
営
の
揚
に
お
い
て
確
認
す
る

と
と
も
に
粟
原
百
寿
の
見
解
が
示
す
「
小
農
層
」
の
経
営
的
発
展
の
方
向
性
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
本
稿
に
み
る
．
こ
と
き

下
か
ら
の
中
堅
人
物
の
成
長
1
1
形
成
が
、
政
策
展
開
と
し
て
の
上
か
ら
の
中
堅
人
物
の
設
定
“
掌
握
と
人
物
的
に
は
必
ず
し
も
整
合
し
な

い
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
消
費
組
合
運
動
と
産
業
組
合
設
立
と
の
対
抗
、
別
稿
で
指
摘
し
た
経
済
更
生
委
員
会
に
対
す
る
太
一
の
位

　
　
　
（
8
）

置
と
見
解
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
恐
慌
か
ら
の
回
復
過
程
に
お
い
て
、
村
落
内
部
に
対
抗
が
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
は

経
済
更
生
運
動
の
過
程
に
ま
で
持
ち
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
上
か
ら
設
定
n
掌
握
さ
れ
た
中
堅
人
物
を
論
理
無
媒
介

に
「
地
主
制
と
の
決
定
的
な
対
決
の
要
素
を
内
包
す
る
も
の
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
そ
も
そ
も
無
理
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
に
他
な
ら
な
い
。
あ
え
て
い
え
ば
、
恐
慌
回
復
過
程
に
展
開
し
た
経
済
更
生
運
動
で
政
策
的
に
登
場
せ
し
め
ら
れ
た
中
堅
人
物
の
み
を

も
っ
て
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
農
村
再
編
」
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
著
し
い
困
難
を
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
次
の
点
を
本
稿
の
結
論
と
し
て
確
認
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
地
主
制
下
で
の
恐
慌
の
打
撃
が
農
家
経
営
の
組
織
替
を
必
然
化
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ヤ

し
、
そ
の
過
程
か
ら
新
た
な
経
営
組
織
を
持
ち
新
た
な
力
量
を
持
つ
農
家
経
営
が
擾
頭
し
て
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
中
堅
人
物
と
し
て
の
資

ヤ格
を
備
え
て
登
揚
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
そ
れ
は
組
織
替
に
追
い
込
ま
れ
る
ほ
ど
の
経
営
、
つ
ま
り
、
組
織
替
の
必
要
に
迫
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

れ
な
い
ほ
ど
大
き
く
か
つ
安
定
的
で
は
な
く
、
同
時
に
組
織
替
が
不
可
能
な
ほ
ど
狭
小
で
な
い
経
営
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味

で
太
一
家
に
と
っ
て
「
米
生
産
費
調
査
」
手
当
と
負
債
の
借
入
先
の
性
格
は
決
定
的
に
重
要
だ
が
、
よ
り
一
般
的
に
は
こ
こ
に
「
中
堅
人

物
」
の
「
中
堅
」
た
る
所
以
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
所
有
の
論
理
か
ら
経
営
の
論
理
へ
の
転
換
に
は
、
権
力
の
側
か
ら
の
恐

慌
対
策
と
し
て
の
性
格
と
村
落
内
部
に
お
け
る
「
中
堅
」
と
し
て
の
限
界
性
と
の
二
側
面
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
「
論
理
」
の
全
面
的

な
「
転
換
」
に
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
た
だ
ち
に
は
結
び
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

小作農家の経営史的分析

（
1
）
　
毎
年
四
五
．
五
円
の
返
済
で
、
こ
の
軽
減
が
再
検
討
さ
れ
る
三
四
年
ま
で
は
、
ほ
ぽ
継
続
し
て
償
還
が
認
め
ら
れ
る
が
、
負
債
の
償
還
条
件
等

　
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
2
）
　
弟
安
吉
は
三
五
年
四
月
農
閑
の
奉
公
か
ら
帰
る
と
創
立
さ
れ
た
M
自
動
車
会
社
に
就
職
す
る
が
待
遇
上
の
問
題
か
ら
九
月
に
退
社
し
一
〇
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
て
て
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
マ

　
D
自
動
車
会
社
に
再
就
職
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
M
社
就
職
時
に
「
見
習
中
の
食
費
ハ
免
許
証
受
領
ノ
前
後
二
不
係
ズ
拙
者
ノ
都
合
、
亦
ハ
貴
殿
ノ
都

　
合
二
依
リ
解
約
候
節
ハ
一
ケ
月
金
十
円
也
ツ
㌧
ノ
割
合
二
依
ル
食
費
ヲ
直
チ
ニ
支
払
申
可
ク
候
也
」
の
約
定
書
を
結
ん
で
い
た
た
め
、
食
費
五
ケ
月

　
分
五
〇
円
が
負
債
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
3
）
　
前
掲
拙
稿
「
昭
和
初
期
」
参
照
。

（
4
）
　
森
武
磨
「
戦
時
下
農
村
の
構
造
変
化
」
、
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
第
二
〇
巻
、
一
九
七
六
年
、
三
一
八
頁
。

（
5
）
　
前
掲
、
森
武
麿
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
形
成
と
農
村
経
済
更
生
運
動
」
の
芳
賀
村
に
お
け
る
表
8
、
表
9
の
考
察
も
ま
た
、
こ
の
範
囲
に
あ
る

　
部
分
が
多
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
6
）
　
森
、
同
前
論
文
、
一
四
五
頁
。

（
7
）
　
西
田
美
昭
「
農
民
経
営
の
展
開
ー
小
新
・
西
山
光
一
家
の
場
合
1
」
、
『
西
蒲
原
土
地
改
良
史
』
上
巻
、
西
蒲
原
土
地
改
良
区
、
八
二
年
。
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（
8
）
　
前
掲
、
拙
稿
「
戦
時
下
」
参
照
。
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〈
付
記
〉

　
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
農
林
水
産
省
農
業
総
合
研
究
所
積
雪
地
方
支
所
の
ほ
か
教
多
く
の
機
関
お
よ
び
個
人
の
指
導
と
援
助
を
う
け
た
。
と
り
わ

け
本
稿
の
主
人
公
で
あ
る
阿
部
太
一
氏
に
は
文
字
通
り
貴
重
な
『
日
記
』
の
借
覧
を
許
さ
れ
、
た
び
重
な
る
聞
き
と
り
に
も
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
揚
を
籍
り
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。
た
だ
本
文
中
で
は
敬
称
は
一
切
は
ぶ
き
ま
し
た
。

　
な
お
本
稿
は
昭
和
五
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
「
奨
励
研
究
（
A
）
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
七
年
四
月
三
〇
日
　
受
理
）
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